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はじめに 


キヤノンネットワークカメラ VB - M 700 F / VB - M 600 D / VB - M 600 VE (じ(下、カメラ）をお買い巧めいただきまして、誠にあ 
りびとうございます。 

VB - M 700 F 、 VB - M 60 0 D は屋内専用、 VB - M 600 VE は軒下設置も可能です。 

この『操作ガイド』は、カメラの設定や操作方法について説明しています。ご使用前によくお読みになり、カメラを正しく 
利用してください。また、セットアップ CD - ROM の UCENSE フォルダ内のファイルも必ずお読みください。 

製品に関する最新情報 （ファームウェア や同姻ソフトウェア、使用説明書、動作環境など）は、ホームページをご確認くだ 
さい。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


■ ご注意 

1本書の内容の一部または全部を無断で転載することは 
禁止されています。 

2本書の内容について、将来予告なしに変更することがあ 
ります。 

3本書の内容については万全を期して作成しましたび、お 
気づさの点びございましたら、裏表紙に記載のお客様相 
談センターまでご連絡ください。 

4運用した結果の影響につさましては、上記2項、3項に 
関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。 


著作おについて 


お客様び撮影した映像や画像、録音した音声などは、著作 
権法上、権利者に無断で使用-公開することはできません 
のでご注意ください。 


ラジオやテレビなどへの電波障害に 
ついてのごま意 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家 
庭環境で使用することを目的としていますび、この装置び 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を弓 I き起こすことびあります。 

使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCC I -巨 


映像-音声の利用によるプライバシー • 
肖像権のま意 


カメラの使用（映像-音声）につさましては、お客様の責 
任でプライバシーの保護や肖像権の侵害防止などに十分 
なご配慮のうえ、行ってください。弊社では一切の責任を 
負いません。 

く参考> 

• 特定の建築物や屋内などび映し出される場合には、管理 
ちのかたに巧して、あらかじめ了承をいただいてから力 
メラを設置してください。 

法律上のま意事項 

カメラによる監視は法律によって禁止されている場合び 
あり、その内容は国によって異なります。本製品をご利用 
になる前に、ご利用いただく地域の法律を確認してくださ 
い。 


商標について 


• Canon および Canon □ゴはキヤノン株式会社の登録商 
標です。 

• Microsoft 、 Windows、Internet Explorer、Windows Server 
および ActiveX は、米国 Microsoft Corporation の、米国 
およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating 
System です。 

• 本製品には、 Microsoft 社より使用を許諾された exFAT 
ファイルシステムの技術び組み込まれています。 

• SD、SDHC □コ'は SD -3 C 、 LLC の商標です。 

• その他、本書に記載された商品名、社名などは各社の商 
標または登録商標です。 




同旧ソフトウエア RM - Lite のが用に 
関ずるお願い（巧責事 I 頁）_ 


RM-Lite の不具合などにより、録画びでさなかったり、録 
画データび破壊、消失する場合びあります。これにより生 
じるお客様の損害について、弊社は一切の責任を負いかね 
ます。あらかじめご了承ください。 


同旧ソフトウエアの使用許諾契約に 
ついて 


同捆ソフトウエアの使用許諾契約については、同捆セット 

アップ CD-ROM の LICENSE フオルダの中の 
巳 undledSoftware フオルダ内にある次のファイルをご覧 
<ださい。 


ソフトウェアの種類 

ファイル名 

V 巳初期設定ツール 
カメラアングル設定ツール 

VBTools - J.txt 

ネットワークビデオレコーディング 

ソフトウエア RM 丄 ite 

RM - Lite - J.txt 


H .264 のごが用について 

"This product is licensed under AT&T patents for the 
MPEG -4 standard and may be used for encoding 
MPEG -4 compliant video and/or decoding MPEG -4 
compliant video that was encoded only (1 )for a 
personal and non-commercial purpose or (2) by a 
video provider licensed under the AT&T patents to 
provide MPEG -4 compliant video . No license is 
granted or implied for any other use for MPEG -4 
standard ." 

第 = さのソフトウエアについて 

この製品（本体および同捆の RM 丄 ite ) には、第兰者のソフ 
トウエアモジュールび含まれています。詳細は同捆セット 

アップ CD-ROM の LICENSE フオルダの Open - 
SourceSo 円 ware フオルタ'内 fThirdPartySoftware - J.pdfJ 

(第兰者ソフトウエアライセンスについて）をご覧くださ 
い。また、各モジュールのライセンス条件につきましては、 
同じフオルダに含まれていますのでご覧ください。 

GPL および LGPL で許諾されるソフトウエアについて 

GPL および LGPL に基づき、 ソースコー ドの入手を希望さ 
れるお客様は、製品をお買い上げいただいた販売会社また 
は販売代理店にお問い合わせください。 
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操作ガイドの見かた 


使用説明書について 


カメラ機種を示ず記号について 


カメラには『設置ガイド』とセットアップ CD - ROM に収 対応カメラの機種固有の情報を示す場合に、 


録されている『操作ガイド』（本書）びあります。 


rVB-M700F 設置ガイド J または 
rVB-M600D/VB-M600VE 設置ガイド J (同捆） 

カメラ設置上のを意、設置手順、主な仕様を説明してい 
ます。同書を参照していたださたい部分は『設置ガイド』 
とし、その項目を記しています。 

rVB-M700F/VB-M600D/VB-M600VE 操作ガイド J 
(本書） (VBM67000G_J.pdf) 

カメラの初期設定、カメラアングル設定ツール、管理ツー 
ルの設定、ビューワーの操作、トラブルシューティング 
などを説明しています。本書はセットアップ CD - ROM に 
収録されています。 

さらにセットアップ CD - ROM には、録画ソフトウエアの 
RM-Lite ( 「1章ご使用の前に」の「ネットワークビデオ 
レ〕ーディングソフトウエア RM-LiteJ ) び収録されてい 
ます。次の使用説明書びあります。 

ネットワークビデオレコーディングソフトウエア 
RM-Lite 

『システム管理者マニュアル』 ( RML 10 AM _ J . pdf ) 

RM 丄 ite の詳しい使いかたについて解説しています。必 
ずお読みください。 

ネットワークビデオレコーディングソフトウエア 
RM-Lite 

『ビューワー操作ガイド』 （ RM 10 VOG _ ipdf ) 

RM 丄 ite ビューワーの操作ガイドです。ビューワーの詳 
しい操作ち法は『システム管理者マニュアル』をご参照 
<ださい。 


この操作ガイドのほいかた 


この使用説明書は PC の画面上に表示して読むことを想定 
しています。 

ソフトウエアの画面例について 

この使用説明書に記載されているソフトウエアの画面は、 
説明のためのサンプルです。実際の画面とは異なることび 
ありますので、ご了承ください。 

また、説明には Windows 7で、 VB - M 60 0 D を接続した画 
面例を基本的に使用しています。 


1VB-M700F) 1VB-M600D1 

を使用しています。 


VB-M600VE 


まを上のま意を示ず記号 


この『操作ガイド』で使用しているマークについて説明し 
ます。この『操作ガイド』では製品を安全にお使いいただ 
くため、大切な記載事項には次のようなマークを使用して 
います。表示の内容を十分理解して作業を行って < ださい。 


マー ク 

意味 

八警告 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、死 t または重症を負う可能性び想 
定される内容を示しています。安全にお 
使いいただ<ために、必ずこの警告事項 
をお守りください。 

注意 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、傷害び発生する可能性び想定され 
る内容を示しています。安全にお使いい 
ただ<ために、必ずこのを意事項をお守 
りください。 

を意 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、物的損害び発生する可能性び想定 
される内容を示しています。必ずこのを 
意事項をお守り < ださい。 

A A 

义災注意感電を意 

これらの記号を無視して取り扱いを誤っ 
た場合に、乂災の発生や感電の可能性び 
想定される内容を示しています。安全に 
お使いいただくために、必ずこのを意事 
項をお守りください。 

0 ® 

禁止分解禁止 

雜 

水めれ禁止 

これらの記号は、行ってはいけない行為 
(禁止事項）を示しています。図の中に具 
体的な禁止内容び描かれてる場合ちあり 
ます。 

〇 

指术 

この記号は、必ず実行していただ<指示 
の内容を示しています。 

国■要 

この記号は、その他の注意していたださ 
たい行為や内容を示しています。重要事 
項や制限事項び書かれています。必ずお 
読みください。 

宜 メモ 

操作の参考になることや補足説明び書か 
れています。 
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ま全にお使いいただ < ために 


カメラをお使いいただくうえで、必ず守っていたださたい注意事項について説明します。 

守られない場合、けびや死 t 事故、物的損害び発生することびありますので、よ < お読みになったうえ、必ずお守り < ださい。 

巧用上のを意 _ 


A 警告 

〇 

指示 

• 発煙、異音、発熱、異臭などの異常を 

発見したときは、直ちに使用を中止 
し、最畜りの販売店にご連絡くださ 

A 

い。 

义災注意 

継続して使用すると乂災、感電の原因に 

A 

なります。 

感電を意 



• 分解、改造はしないで< ださい。 


• カメラの内部に水などの液体を入れ 


たり、カメラに水をかけたり濡5した 
りしないで<ださい。 

禁止 

• カメラの内部に異物を入れないでく 


ださい。 

分解禁止 

• カメラの近くで可燃性のスプレーを 

輸 

使用しないでください。 

水めれ禁止 

• カメラを長期間使用しないときは、力 

义災注意 

メラに LAN ケーブルや外部電源 、 AC 
アダプター（オプション）の電源用コ 
ネクターを繫いだままにしないでく 


A 

ださい。 

感電ま意 

• 接続ケーブル類を傷つけないでくだ 


さい。 


乂災、感電の原因になります。 


• 医療機器などの人命に関わるシステ 


ムには使用しないでください。 

0 

禁止 

PC やネットワー■クの環境によっては映 
像の遅延や欠落び発生するため高精度の 
映像伝送は保証できません。 

上記の場合にカメラを使用した結果生じ 
た事故や損害について、キヤノンは一切 
の責任を負いかねます。 


ま意 


0 

禁止 

• 太陽、八□ゲンななど高輝度の光源や 
被写体を撮影しないでください。 

• カメラに強い衝撃や振動を与えない 
で < ださい。 

故障の原因になることびあります。 

カメラアングル設定ツール使用上の注意 

ま意 

0 

禁止 

• カメラアングル設定ツールは、カメラ 
設置時の使用を想定しています。曰常 
の頻繁な使用はしないでください。 

故障の原因になることびあります。 

インテリジェント機能、および同姻のネットワークビデオ 
レコーデイングソフトウェア RM-Lite の使用上の注意 

ま意 

0 

禁止 

• インテリジェント機能、およびネット 
ワークビデオレコーディングソフト 
ウェア RM 丄 ite は、常に高い信頼性び 
要求される用途では使用しないでく 
ださい。 

これ5の機能は高精度の撮影を保証する 
ものではなく、一定節囲を超えると対応 
できません。これ！5の機能を使用した結 
果生じた事故や損害について、キヤノン 
は一切の責任を負いかねます。 

お手入れに関する注意 

A 警告 

0 

禁止 

义災ま意 

A 

感電ま意 

• アルコールやシンナー、ベンジンなど 
弓1乂性溶剤は使用しないでください。 

乂災や感電の原因になります。 


ix 



























曰常のお手入れ 

お手入れは、電源を切って行ってください。 


■ か装のお手入れ 

1柔らかい布を水またはうすい中性洗剤で湿らせ、軽く巧 
れをおさ取ります。 

2乾いた巧でおさます。 

■ レンズのお手入れ 


市販のレンズク U —ナーを使用し、レンズ表面の巧れを落 
とします。 

• レンズ表面に傷を付けると、画像不良の原因になりま 
す。 


■ 保護板またはドームケースのお手入れ 


保護板またはドームケースに巧れびつ<と画質び悪<な 
る原因になりますので、定期的なお手入れび必要です。 
保護板またはドームケースの表面を清掃してち巧れび気 
になる場合は、保護板またはドームケースを外して、お手 
入れしてください。 

1保護板またはドームケースを取り外します。 

[VB-M700F) 

『 VB - M 70 OF 設置ガイド』の「カメラ八ウジングをご利 
用の場合」を参照して、保護板を取り外します。 


VB-M600VE 


『 VB - M 600 D / VB - M 600 VE 設置ガイド』の「カメラを 
設置する」の手順を参照して、ドームケースを取り外し 
ます。 

2柔らかい布を水またはうすい中性洗剤で湿らせ、軽く巧 
れをおさ取ります。 

3乾いた巧でおさます。 

4元どおりに保護板、フ□ントカバーまたはドームケース 
を取り付けます。 

落下によるけびや機器の破損を防止するため、取付金具や 
ネジのさびつさ、ネジの緩みびないか定期的に点検を行つ 
て < ださい。 

点検は販売店にご依頼<ださい。 


■ 埋込取付キット （ VB-M600D/ 
VB-M600VE 専用オプション）を 
ご使用の場合のお手入れ 

落下によるけびや機器の破損を防止するため、取付金具や 
ネジのさびつさ、ネジの緩みびないか定期的に点検を行つ 
て < ださい。 

点検は販売店にご依頼<ださい。 


X 









ご巧用の前に 


□カメラの特長 
□ソフトウェアの紹介 
□動作環境と注意事項 

















VB-M700F/VB-M600D/VB-M600VE の特長 


本カメラは、カメラ機能とサーバー機能をコンパクトに一体化したネットワークカメラです。 


■ メガピクセル対応最大水平画ち101ぷ、 ■ ミ彩な巧知を実 I 見したインテリジェント 

F 1 .2、光学3倍電動ズームレンズ搭載 機能 


メガピクセル対応の最大水平画角101 .2° 、光学3倍電動 
ズームレンズを搭載し、高画質での映像監視を実現します。 

■ JPEG と hL 264 を同時配信 

映像の圧縮には JPEG / H .264 を採用し、 1280 x 960 で最大 

30フレーム/秒* 1 の高画質-高フレームレートを実現して 
います。最大30クライアントび同時に映像を見ること 
びでさます。 

*1 ビューワー用の PC の性能や同時接続クライアント数、 
ネットワークの負荷状況などによってはフレームレー 
卜び低下する場合びあります。 

*2 H .264 配信は最大同時10クライアントです。 


動体検知、置さ去り検知、持ち去り検知、いたずら検知、 
音量検知という多彩なインテ U ジェント機能を実現して 
います。 

また、検知結果をトリガーにして、映像を FTP / HTTP / 
SMTP (メール）により指定先にアップ□ー ドしたり、イ 
ベント通知び可能です。 


■ 衝撃に強い素な、機構の採用 


VB-M600VE 


外装部材に、アル S 合金と厚さ 3.5 mm のポ U カーボネー 
卜樹脂を採用しています。本体には衝撃緩和機構を持た 
せ、衝撃に強い構造を実現しています。また、ドームケー 
スには簡単に取り外しでさない特殊ネジを採用していま 
す。 


■ 巧照度でち見やすい映像とデイナイト自 

動切り換え機能 ■ プライバシ-マスク機能 


最低被写体照度 0.25 ルクス （1/30 秒）でのカラー撮影を 
実現しています。さらにデイナイト自動切り換え機能* 

( 「デイナイト」 （ P . 5-10)) により、昼間の明るい状態での 
カラー撮影と夜間の暗い状態での白黒撮影を自動的に切 
り換え、照度に変化びある場所での映像監視にち対応して 
います。 

A デイナイトの自動切り換えは、事前に十分な運用確認を 
行ってください。 


■ PC か S 操作可能なカメラアングル設定 

ツール 


映像の一部をマスクして隠せるプライバシーマスク機能 
を搭載しています。 


ミ様な設置環境に巧応した防塵 
防水機構 


VB-M600VE 


本格的な防塵防水規格 IP 66 に適合し、八ウジングなしで、 
そのまま軒下設置可能です。また、オプションの純正ヒー 
ターにより、 -30° の低温環境でち使用でさます。 


■ スマートシエード補正機能 


電動によるノてン/チルト/口一 了 ーシヨン/ズーム/フォーカ 
スの調整を可能にするカメラアングル設定ツールび同捆 
されています。 

PC の画面上で映像を確認しなびら調整することびでさ、 
設置作業び効率的に行えます。 


VB - M 700 F 1 ズーム/フォー刀乂の設定び可能 

ノ くン/チルト/□-テーシヨン/ズーム/ 


VB - M 600 VE 


1 VB - M 600 团 
フオーカスの設定び可能 


背景び明る < て被写体び見に < い場合に、暗い部分のコン 
トラストを補正して被写体を見やすくでさます。逆光補正 
とは異なり、明るい部分の補正を抑えるため背景の白飛び 
を防ぐことびでさます。これらの処理をカメラの専用八一 
ドウェアで処理するため、従来のシェード補正と比較して 
画質の劣化を抑え、システムの負荷を軽減でさます （ P . 7- 
12) 。 
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VB-M700F/VB-M600D/VB-M600VE の特長 


■ SD/SDHC メモリーカードサポート 

ネットワーク障害時のアップ□ー ド画像や、□グを SD メ 
モ U —カードへ保をでさます。 

■ インス ト ー J レ不要の VB - M 7 日日/ 60 日 
ビューワーと 管 巧ツールを 搭載 

VB - M 700/600ビューワーと管理ツールびカメラに搭載さ 
れており、 Web ブラウヴーを使って操作びできるので 、 PC 
用アプ U ケーシヨンをインス I -ールする必要はありませ 
ん。また、 VB - M 700/600ビューワーは、[管理ち]、障録 
ユ-ヴ -] 、[-般ユーヴ ー] の3段階のユーヴー権限を設 
定でさます。 

■ 録画ソフトウエア RM-Lite によりか規 
模映像監視を実お 

本製品にはネットワークビデオレコーディングソフト 
ウェア RM 丄 ite び同捆されています （ P .1-6) 。最大4台の 
カメラ映像を録画-ライブ表示でさ、ル規模の映像監視を 
実現でさます。 

■ D 音号通信機能 

IPsec に加え、 SSL/TLS ( HTTPS ) に対応しています。 

■ 音声の送受信（を二重） 

カメラにマイクやアンプ付さスピーカーを接続* 1 すると、 
ビューワーを通して音声の送受信（全こ重）びできます。 
音声入力は、設定ぺージで切り換えることで LINE IN/M に 
IN のどちらにも対応します （ P . 5-17) 。 

*1 マイクやアンプは別途お買い求めください。 

*2 音声の双方向通信び可能なビューワーは、 RM-Lite 
ビューワーのみです。 

VB - M 700/600 ビューワーでは、音声の受信のみに対応 
しています。 
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カメラのソフトウエアにごいて 


カメラで使用できる各種ソフトウエアについて説明します。 


カメラ搭載ソフトウェア 


同旧ソフトウェア 


映像を PC に表示するビューワーや各種管理ツールなどの 
ソフトウエアは、カメラに搭載されています。 Web ブラウ 
ヴーを使ってカメラにアクセスするだけで利用でさます。 

■ VB - M 700/目00ビュ ー9- 

( r 7 章管理者ビューワ ー / VBK ューワ ー J 参照） 

一般ユーヴーび使用でさる VB ビューワーと、管理者用の 
管理者ビューワーびあります。 

V 巳ビューワーでは、カメラの基本的な制御と映像の表示 
びでさますび、プライバシーマスクの設定により見える部 
分び制限されます。また、管理者びカメラの制御権や音声 
配信を制限したり、登録ユーヴーだけに使用を制限でさま 
す。 

管理者ビューワーは、カメラのすべての制御と各種イベン 
卜の モニターび でさます。 

なお、表示でさる映像は JPEG のみです。 H.264 の映像を 
表示する場合は、 RM 丄 ite ビューワ ー (P.1-6) をインス 
I -ールしてご使用ください。 


同捆のセットアップ CD-ROM に、カメラ設置時に使用す 
る V 巳初期設定ツールとカメラアングル設定ツール、およ 
びカメラの映像を PC で録画でさるネットワークビデオレ 
コーデイングソフトウエア RM-Lite ( liTF 、 RM 丄 ite) び 
収録されています。 PC にインス!-ールして使用します。 


■ VB 初期設定ツール 


( に章カメラの初期設定 J 参照） 

カメラの初期設定を行うツールです （ P. 2-4 ) 。 


■ カメラアングル設定ツール 

( r 3 章カメラアングル設定ツール J 参照) 


ネットワーク経由で PC から映像を見なびら、設置時の力 
メラ操作を行ラツールです。 

[ VB - M 700 F ] ズーム、フオーカス、露出補正を設定でさます。 
[ VB - M 600 D ] の。,【如•の d ) くン、チルト、□—テーシヨン、ズー 
ム、フオーカス、露出補正を設定でさます。 


■ 管巧ツ ー J レ （ re 章管理ツール J 参照） 

カメラを設定および管理するためのツールです。 
プライバシーマスク設定ツール、インテ U ジェント機能設 
定ツール、□グビューワーび含まれます。 


■ RM-Lite ( P . 1 -6) 

最大 4 台までのカメラの映像を同時に表示したり、録画で 
きるソフトウェアです。セットアップ CD-ROM の 
Applications フォルダ内、 RMLitelnstall.exe からインス 
I -ールして使います。 


■ プロキシ認証巧応版管理者ビューワ ー/ 
管理ッール 

カメラ搭載の管理者ビューワーと管理ツールは、プ□キシ 
認証び設定されたプ□キシサーバー経由で使用でさませ 
ん。プ□キシ認証び設定されたプ□キシヴーノ（一経由で使 
用する場合は、本ソフトウェアを使用してください。セッ 

トアップ CD-ROM の ProxyAuthSupport フオルタ'内に 
保をされています。 
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カメラのソフトウエアについて 


ネットワークビデオレコーディングソ 
フトウエア （オプション） 


必要に応じて別途お買い求めください。 


■ RM - Lite-V 

複数の PC に RM - Lite ビューワーをインス!-ールするた 
めの追加ライセンスです。複数の拠点からカメラ映像を見 
る場合などにご使用ください。 

圏重要 

VB - M 700 F / VB - M 600 D / VB - M 600 VE は RM-Lite よりも前の 

ネットワークビデオレコーディングソフトウエアでは使用でき 
ません。 VK -64/ VK -16 など、前のソフトウエアをご使用の場合 
は RM 丄 ite に切り換える必要びあります。 

詳細は、ホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


ユーザーヴポートツール 


カメラの運用に便利なツールを PC にインス I -ールしてご 
使用でさます。 

■ 設定値バックアップ/リストアツール 

カメラに設定されている情報を PC に保をするツールで 
す。複数のカメラの情報を一括して保をでさます。 

また、 PC に保をした情報をカメラに戻すこともできます。 
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RM-Lite ( 『システム管理ちマニュアル』参照) 



RM - Lite のソフトウエア構ぶ 


種類 

概要 

ライセンス 

RM-Lite 録画ヴーバー 

最大4台のカメラを登録して映像を録画でさます。 

1ライセンス 

RM 丄 ite ビューワー 

録画サーバーに保存された録画映像を再生したり、カメラのライブ 
映像 （ JPEG / H .264) を表示できます。 

ビューワーに登録でさるカメラは最大4台です。 

1ライセンス 


RM 丄 ite 録画ヴーパーと RM 丄 ite ビューワーは、同じ PC にインス! -- ルしても、また、それぞれ別の PC にインス! -- ルし 
ても運用でさます。 


RM-Lite ビューヮー 


RM 丄 ite 録画サーバー 



ネットワーク 
録画再生映像の流れ 
ライブ映像の流れ 
録画映像の流れ 


RM 丄 ite は VB - M 700 F / VB - M 600 D / VB - M 600 VE じ I 外のネットワークカメラも登録して利用できます。 


対応カメラ VB - M 700 F 、 VB - M 600 D 、 VB - M 600 VE 、 VB - M 40、 V 巳 - C 500 VD / V 巳 - C 500 D 、 VB - C 60 


圏重要 

RM - Lite ビューワーを追加する場合は、 RM - Lite-V (オプション） をお買いホめください。 

宜メモ 

RM 丄 ite の使用ち法、機能などの詳細情漸ま、『システム管理者マニュアル』を参照してください。 
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カメラのソフトウエアについて 


2つのビューワーの比較 

カメラには2つのビューワーびあります。主な違いは次の通りです。 


ビューヮーの種類 

ライブ映像表示 

音芦 

VB - M 700/600 ビューヮー 

JPEG 

カメラからの音声を受信（片方向通信） 

RM 丄 ite ビューワー 

JPEG / H .264 

音声を送受信（双ち向通信） 


VB - M 700/600 ビューワーの音声受信（片方巧通信） 


VB - M 700 F / VB - M 600 D / 

VB - M 600 VE 


マイク 

(別売り） 



VB - M 700/600 ビューヮー 



スピーカー 

カメラに接続したマイクの音声をビューワー側のスピーカーで聞くことびできまず。 


RM - Lite ビューワーの音声送受信（双方向通信) 


VB - M 700 F / VB - M 600 D / 

VB - M 600 VE 


7イク 
(別売り) 



(別売り) 


RM 丄 ite ビューワー 



カメラとビューワーの間で音声の送受信びできまず。 


宜メモ 

PC やスピーカー、マイクは別売です。 






































動作居境 


製品に関する最新情報（ファームウェアや同捆ソフトウェア、使用説明書、動作環境など）は、ホームページをご確認くだ 
さい。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 

VB 初期設定ツール、カメラアングル設定ツール、 

VB - M 700/600 ビューワー、管埋ツール 


CPU 

Intel Core 2 Duo 2.0 GHz じ(上 

OS 

Windows XP Home/Professional SP 3 32 bit 

Windows Server 2003 Standard SP 2 32 bit 

Windows Server 200 3 R 2 Standard SP 2 32 bit 

Windows Vista Ultimate / 巳 usiness / Enterprise/Home Premium SP 2 32/64 bit 
Windows 7 Ultimate / Professional / Enterprise/Home Premium 32/64 bit 

Windows Server 2008 Standard SP 2 32/64 bit 

Windows Server 2008 R 2 Standard 64 bit 

Web ブラウザー 

Internet Explorer 7.0/8.0 32 bit 

メモリー 

2 GB 1 ^U 上 

ビューワー用ディスプレイ 

1024 x 768 LU 上 

ソフトウェア 

■NET Framework 3.5 SP 1 

音芦 

カメラの音声機能を使用する場合は、 PC の音声ヴポート機能び必要 


*1 JavaScript 、 XAML ブラウヴーアプ U ケーシヨン、 IFRAME を使用できる設定とすること。 

V 巳ビューワーのみ Cookie び必要。 

*2 Windows 7 、 Windows Server 2008 外は別途インス! — ルび必要。ただし、 V 巳ビューワーのみ使用する場合は、 

インス!-ール不要。 

.NET Framework 3.5 SP 1 は、 Microsoft のダウン□-ドセンターからダウン□-ドしてインス I -- ルするか、同捆セッ 

トアップ CD - ROM の .NET Framework 3.5 インストーラ ー（ Applications フオルダ> DotNetFramework フオルダ 
> dotnetfx 35 .exe ) から、インストールしてください。 

dotne け x 35. exe を起動すると、インストール中に言語パックをインターネットからダウン□—ドしようとします。 
インターネットに接続でさない環境では、しばらく待つと言語パックを除いたパッケージびインス I -ールされます。 

言語パックびインス!-ールされなくてち、動作上の問題はありません。 


RM-Lite 


動作環境の詳細は、『システム管理者マニュアル』の「動作環境」をご覧ください。 
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動作居境のごま意 


[ Windows ファイアウォール]機能を 
有効に設定してある場合のま意事 I 頁 

VB 初期設定ツー;!レを起動すると、 [Windows セキュ U ティ 
の重要な警告]ダイア□グび表示されることびあります。 
[Windows セキュ U ティの重要な警告 ] ダイア □ グび表示 
された場合は、 [ ブ□ックを解除する ] をク U ックしてくだ 
さい。 

一度この設定をすると、1；(降この警告ダイア□グは表示さ 
れな < なります。 

[Windows セキュ U ティの重要な警告]ダイア□グび表示 
されない場合は、 Windows ファイアウォーレの警告機能び 
無効となっている可能性びあります。次の手順で、 
Windows ファイアウォールの例外に [VB 初期設定ツール] 
を追加してください。 

1[コント□—ルパネル]の[システムとセキュリティ]で 
[ Windows ファイアウオール]をクリックする 



2 [ Windows ファイアウォールを介したプ□グラムま 
たは機能を許可する]をクリックし、[設定の変更]を 
クリックしてか！5 [別のプ□グラムの許可]をクリツ 
クする 



3 [プ□グラムの追加]ダイア□グび表示される 

[ VB 初期設定ツール]をクリックして選択し、[追加] 
をクリックする 



Windows Server 2003 /Windows 
Server 2008でごほ用になる場合の 
ま意事項 


■ カメラのトツプぺージを信お済みサイト 
として登録する 

Windows Server 2003 /Windows Server 2008では、 
Internet Explorer におけるインターネツトヴイトとイント 
ラネツトヴイトのセキュ U ティレベルび初期設定で[高] 
に設定されています。 

そのため、 VB - M 700/600ビューワーや設定ページにアク 
セスすると、コンテンツブ□ツクのダイア□グび表示され 
正常に動作しません。 

正常に動作させるには、次の手順で信頼済みサイトに登録 
して < ださい。 

1 Internet Explorer でカメラのトツプぺージか5 
VB - M 700/600 ビューワーや設定ページにアクセスする 

次のダイア□グび表示されます。 
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2 [追加]をクリックする 

[信頼済みサイト]ダイア□グび表示されます。 

3 [このゾーンのサイトにはすベてヴーパ’一の確認 ( https :) 
を必要とする]にチェックびついている場合は外す 



4 [この Web サイトをゾーンに追加する]にカメラの IP 
アドレスを入力し、[追加]をクリックする 

信頼済みサイトへの登録の詳細は、手順1のダイア □ 
グで [Internet Explorer セキュ U ティ強化の構成の詳 

細を表示します]をク U ックし、表示される概要をご 
覧ください。 

なお、コンテンツブ□ックのダイア□グび表示されない場 
合でも、通常のセキュ U ティ設定では JavaScript び無効化 
されている場合びあり、設定ぺージや VB - M 700/600 
ビューワーの動作び制限されます。信頼済みサイトに登録 
すると、 JavaScript の設定も自動的に有効になるため、登 
録をしてください。 

コンテンツブ□ックのダイア□グび表示されない場合は、 
次の手順で[信頼済みサイト]ダイア□グを表示でさます。 

1 Internet Explorer の [ツール] > [インターネット オ 
プシ ョン] メニューか！5 [インターネットオプション] 
ダイア□グを表示する 

2 [セキュリティ]タブをクリックする 

Q [信頼済みサイト]をクリックして選択し、[サイト]を 
クリックする 

[信頼済みサイト]ダイア□グび表示されます。 



Lil 上で、信頼済みサイトの登録び完了です。 


Windows Server 2008でごほ用に 
なる場合のま意事頃 


■ " about : intemet " と、カメラのホスト 
ちを登録ずる 

Windows Server 2008では 、 IE ESC (Internet Explorer 

のセキュ U ティ強化の構成）び有効になっている場合は、 
管理者ビューワーおよび管理ツールを起動でさません。 
事前に 、 Internet Explorer の「□—カルイントラネット」 
または「信頼済みサイト」に、 " about : intemet " と、接続 
先カメラのホスト名を登録してください。 



圏重要 

" about : intemet " を登録すると 、 Windows 7などで Internet 
Explorer を使用する場合と同等のセキュ U ティレベルとなりま 
す。管理者ビューワ ー、 管理ツールの使用後は、必要に応じて 
" about : internet " とカメラ名の登録を解除し、元のセキュ U テイ 
レベルに戻すことをお勧めします。 
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動作環境のごま意 


■ 音声を使用するためにサウンド機能の設 
定を有効にする 

Windows Server 2008の初期設定では、ヴウンド機能び 
無効に設定されています。 

VB - M 700/600ビューワーで音声受信をするには、次の手 
順でヴウンド機能を有効にしてください。 

1[コント□—ルパネル]の [ハードウ エアと サウンド] 
をクリックする 



宜メモ 

[コント□-ルパネル]びクラシック表示の場合、[サウンド]をダ 
ブルク U ックしてください。 

2 [サウンド]をクリックする 


Windows Vista/Windows 7でごほ 
用になる場合のま意事 I 頁 


Windows Vista および Windows 7でご使用になる場合に 
は、次の制限事項びあります。 

■ 設定ぺージ、管理ツール 

カメラ名など日本語入力箇所で Windows Vista/Windows 7 
の新文字セットを設定すると、他の PC で正し<文字を表 
示できない場合びあります。 Windows Vista/Windows 7 
の新文字セットは使用しないでください。 

宜メモ 

Windows Vista/Windows 7び対応するり に X 0213:2004」文 

字セットで、第兰水準と第四水準の一部の文字について、他の OS 
で表示でさない場合びあります。 


■ RM-Lite 

RM 丄 ite の動作環境のま意事項については、『システム管 
理者マニュアル』を参照してください。 



3 [オーディオサービスび実行されていません]という 
メツセージで[はい]をクリツクする 



4 [ヴウン N ダイア□グび表示される 

[再生]タブでオーディオデバイスびインス I ルされ 
ていることを確認する（オーディオデバイスびインス 
I -ールされていない場合はご使用の PC の使用説明書 
をご確認ください） 































2m 

m - 二 

カメラの初期設定 


□ カメラ利用開始までの流れ 
□ 初期設定ツールのインス I -ール 
□カメラの初期設定 

















カメラ利用開始までの流れ 


カメラを初期設定し、運用を開始するまでの基本的な流れを説明します。 


カメラの初期設定をする 

カメラを設置する前に本章をお読みになり、 V 巳初期設定ツールを使って IP アドレスを設 
定してください。 

rVB 初期設定ツールをインストールする」 （ P . 2-4) 

「カメラの初期設定をする」 （ P .2-5) 

▼ 




映像を確認する 

初期設定び完了したら、 Web ブラウヴーでカメラにアクセスし、 V 巳ビューワーで映像を 
確認します。 

「カメラの映像を確認する」 （ P . 2-6) 



▼ 


カメラアングルを設定する 

カメラアングル設定ツールを使って、 PC からの操作でカメラアングルを設定します。 

「カメラアングル設定ツールをインス I ルする」 （ P . 2-4) 

「3章カメラアングル設定ツール」 

▼ 



設定ぺージか6カメラの設定をする 

カメラの基本的な設定、ネットワークでの運用ち法、ユーヴー登録、アクセス制御などに 
ついて設定でさます。 

運用するうえで必要な設定を行つてください。 

「5章設定ページ」 



▼ 


管埋ツールを®5 

管理ツールには、便利な機能やインテ U ジェント機能を利用するためのツールび用意され 
ています。各ツールを設定して、カメラをより有効にお使いください。 

「6章管理ツール」 



▼ 


VB - M 700/600 ビューワーを使う 

カメラに搭載されている VB - M 700/600ビューワーには、管理者向けの管理者ビューワー 
と、一般ユーヴー向けの V 巳ビューワーびあります。 V 巳ビューワーを使って一般向けの配 
信内容を確認し、管理者ビューワーを使ってすべての動作を確認してください。 

「7章管理者ビューワー/ V 巳ビューワー」 



▼ 
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カメラ利用開始までの流れ 


運用する 

エラーメッセージび表示されたり、意図したとおりの動作をカメラびしないとさは、エ 
ラーメッセージや□グメッセージの内容を「8章付録」でご確認ください。 

□グメッセージは、設定ページの「表示と実行」 （ P . 5-32) や、管理ツールの「□グビュー 
ワー」 （ P . 6-16) で見ることびできます。 

「8章付録」 



固重要 

運用を開始する前に、設定ページと管理ツールでの設定び意図したとおりに動作するか、確認してください。 














必要なソフトウエアをインストールずる 


VB ネリ期設定ツールをインストールず 
る 


カメラの初期設定に必要な VB 初期設定ツールをインス 
卜ールしまず。 

1同個のセットアップ CD - ROM を PC の CD - ROM ドラ 
イブに挿入し、次の手順を行う 

(1) 他のすべてのアプリケーシヨンが終了していることを 
確認して、[スタート]メニュ ー > [コンピューター]の 
順にクリックします。 

(2) 表示された CD-ROM のアイコン> Applications フォ 
ルタ’ > VBInitIns ね ll.exe の順にダブルクリックしま 
す。 

画 

VBIhitIhstall.exe 

2 [次へ]をクリックし、画面の指示に従ってインス! 
ルする 



インス!-ールび完了すると、デスクトップにアイコンび表 
示されます。 

V咖囑串ツ-ル 


カメラアングル設定ツールをインス 
トールずる 


カメラ 設置 時のアングル操作に必要なカメラアングル 設 
定ツールをインス I ルします。 

1同姻のセットアップ CD - ROM を PC の CD - ROM ドラ 
イブに挿入し、次の手順を行う 

(1) 他のすべてのアプリケーシヨンび終了していることを 
確認して、[スタート]メニュ ー > [コンピューター]の 
順にクリックします。 

(2) 表示された CD-ROM のアイコン> Applications フォ 
ルタ’ > AnglelnstalI.exe の順にダブルクリックしま 
す。 

国 

Anglelhstall.exe 

2 [次へ]をクリックし、画面の指示に従ってインス! 
ルする 



インス I -ールび完了すると、デスクトップにアイコンび表 
示されます。 



がラァ>ヴル設定ヴ 


ール vl.O 
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V 巳 初期設定ツールを使って、カメラのネットワークを設 
定します。 

1 カメラと PC をネットワークに接続し、電源を入れる 
( 『設置ガイド』の「カメラを接続する」） 

2 VB 初期設定ツールを起動する 

デスクトップ上の [V巳 初期設定ツール]のアイコンを 
ダブルク U ック、または[スタート]メニューから[す 
ベてのプ□グラム]> [WebView Livescope ] > [V巳 初 
期設定ツール]を選択して起動します。 




麵黯甲ツ-ル 



ネットワーク接続されたカメラを VB 初期設定ツール 
び自動的に検出し、カメラの MAC アドレス、 IP アド 
レス、機種名を表示します。 

工場出荷設定では 
IP アドレス：192.168 .100.1 
に設定されています。 MAC アドレスはカメラ本体の 
シールに記載されています （ 『設置ガイド』の「各部 
の名称」）。 

なお、 VB 初期設定ツールはルーターを越えた先にある 
カメラへの使用はできません。 

圏重要 

• カメラの電源を入れて20分び経過すると、カメラは IP アドレ 
スの割り当て要ホを出さなくなり、 VB 初期設定ツールで検知 
でさません。その場合はカメラの電源を入れ直してください。 

• ご使用の動作環境によって、を意事項びある場合びあります。 
初期設定をする前に「動作環境のごを意」 （ P .1-9) をご覧く 
ださい。 


MAC アドレスをクリックして選択し、[初期設定]を 
クリックする 



巧化されたカイラ： 

MAC アドレス IP アドレス 概桂る 

同 

IlIlBiIlBafflildiHdl )92.168.100.1 VB-M600D 

! 

クリックで選択 


4ユーザー名 「 root 」 と工場出荷設定のパスワード 
「 camera 」 を入力し、設定する IP アドレスとヴブネッ 
トマスクを入力する 

デフォルトゲートウェイを設定しない場合は[デフォ 
ルトゲートウェイを設定する]のチェックを外します。 
設定したら [0 K ] をクリックします。 



設定の進行状況びウィンドウで表示されます。 


国メモ 

• 管理者のパスワードは、セキュ IJ ティを確保するため、必ず変 
要してください （ P . 4-3)。 

• 設定する IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレ 
スはシステム管理者にお問い合わせください。 


K [0 K ] をクリックする 


勺V城)巧設をツール 


A) カメラを巧ち巧しています. 

再起ち!が完了してからカメラヘアク它スしてください • 
カメラの巧を助には巧十がかか。ます- 


圏重要 

IP アドレスを DHCP サーバーから取得する場合は、 VB 初期設 
定ツールから設定用 PC と通信びでさる静的アドレスを一時的 
に設定し、設定ぺージの[ネットワーク]で [ IPv 4] の [ IPv 4 アド 
レス設定ち式]を[自動設定 （ DHCP )] に変更してください （ P . 

5-5) 。 



カメラの初 M 設定をずる 


d 乂 恕 神 
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カメラの映像を®認する 


初期設定び完了したら、カメラの映像を VB ビューワーで 
確認します。このとさ、カメラに設定した IP アドレスとヴ 
ブネットマスクに対応したネットワーク設定を、 PC 側に 
設定してください。 

1動作確認をするカメラの MAC アドレスをクリックし 
て選択し、[詳細設定]をクリックする 



2 Web ブラウザーび起動し、カメラのトップページび表 
示されます。 [ VB ビューワー]をクリックする 



ビューワーび起動してカメラの映像び表示されます。 



カメラのトップページび表示されないときや、 V 巳 
ビューワーび起動でさないとさは、「8章付録」の「卜 
ラブルシューティング」 （ P . 8-6) を参照してください。 

圏重要 

• カメラに設定した IP アドレスとヴブネットに対応したネット 
ワーク設定び PC に行われるまで、カメラの映像は確認できま 
せん。 

• [詳細設定]から設定ページを開く場合は、カメラの HTTP ポー 
卜を80から変更しないでください。 HTTP ポート番号の設定 
については、 「 HTTP ヴーバー」 （ P . 5-18) を参照してくださ 
い。 
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カメラアングル設定ツール 


□ カメラアングルの設定方法 

□複数のカメラを管理ずるカメラ指定ファイルの作成 

















カメラアングルを設定する 


カメラ設置時のカメラアングル調整、およびカメラ設置後、何らかの事情で撮影方向を変更する場合などに、カメラアング 
ル設定ツールをご使用ください。 

[VB-M700F] ズーム、フオーカス、露出補正 A を設定でさます。 

m ^ moop ] maregma パン、チルト、□ーテーシヨン、ズーム、フオーカス、露出補正を設定できます。 


* カメラアングル設定ツールまたは管理者ビューワーで設定した露出補正 （ P . 7-13) は、カメラを再起動すると U セットさ 
れます。カメラ起動時の露出補正を設定したい場合は、設定メニューの[カメラ]-[起動時設定]の[露出補正] ( P . 5-9) で設 
定してください。 


圏重要 

• カメラアングル設定ツールは、カメラ設置調整用として同捆しており、曰常的な利用は想定していません。多用するとカメラび故障す 
る原因になります。 

• カメラアングルツールの設定変更後は、設定ページと管理ツールでの設定び意図したとおりに動作するか、確認してください。 

• カメラアングル設定ツールは、プ□キシサーバー経由では使用でさません。 

• カメラアングル設定ツール接続中は、アップ□ード機能を使用できません。 


カメラアングル設定ツールを起動ずる カメラにち続ずる 


カメラアングル設定ツールは、デスクトップ上の[カメラ 
アングル設定ツール]のアイコンをダブルク U ック、または 
[スタート]メニューから[すべてのプ□グラム]> 
[WebView Livescope ] > [カメラアングル設定ツール]を 
選択して起動します。 


カメラアングル設定ツールは、起動時にはカメラに接続さ 
れていません。次の操作でカメラに接続してください。 

1[ファイル]メニューの[接続]をクリックする 



"ホ, ヵメラァングルををッ-ル-防 
1 1 フアイ JL/T。 I ま示〜）〜ヴ叩 
! 接巧 ( N)w 

カメラ選が (S)... 

切护 (D) 

I 終了が） 


[接続先カメラの指定]ダイア□グび表示されます。 

2 接続巧カメラの各項目を入力して [0 K ] をクリックす 
る 
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カメラアングルを設定する 


[ホスト名] 

カメラのホスト名または IP アドレスを入力します 

( P . 2-5)。 

[管理者ユーザー名] 

カメラの管理ちユーヴー名を入力します （ P . 2-5)。 
[管理者パスワード] 

カメラの管理者パスワードを入力します （ P . 2-5)。 


[SSL 通信を使用する] 

SSL 通信でカメラに接続する場合にチェックします。 
通常は SSL 通信を使用しない設定（工場出荷設定）に 

なっています （ P . 5-28)。 

[ポート番号] 

カメラの HTTP ポート番号を、80、443、1024〜65535 

の範囲で設定します。通常は [80] (工場出荷設定）に 
なっています （ P . 5-18)。 

3次のメッセージで[はい]をクリックする 


カメラアングル設をを巧胜します.カメラに接おしているを省ピユーワーや録宙ソフ N 脚巧されますがよろしいですか？ 
巴今を、このメッ它ージを表示しない 

R はぃ|]ぃぃぇ 一 I 



宜メモ 

カメラアングル設定ツールでカメラに接続すると、そのカメラに 
接続しているビューワーや録画ソフトは切断されます。 

接続したカメラのライブ映像び表示され、カメラアン 
0 ') レの設定び可能になります。 



圏重要 

• 1つのカメラに接続可能な時間は30分までに制限されていま 
す。30分経過すると自動的に切断されますので、カメラアン 
グルの設定び完了していない場合は、再度接続してください。 

• 複数の PC からカメラアングル設定ツールを使って1つのカメ 
ラに同時に接続することはでさません。 


カメラリストをほって巧続ずる 

カメラ指定ファイルをカメラアングル設定ツールに読み 
込み、カメラ U ストを使ってカメラに接続する操作を説明 
します。カメラ指定ファイルの作成方法は、「カメラ指定 
ファイルを作成する」 （ P . 3-9) を参照してください。 

■ カメラ指定ファイルの読み込み 

1[ファイル] メニューの[カメラ 選択] をクリックする 



[カメラ選択]ダイア□グび表示されます。 

2 [カメラ指定ファイルの読み込み]をクリックする 



3カメラ指定ファイルを選択し、[開く]をクリックする 





































































カメラ指定ファイルび読み込まれ、記述されている力 
メラ名び[カメラ U スト]に表示されます。 



カメラ IJ スト 


国メモ 

• [カメラ選択]ダイア□グは、カメラアングル設定ツールを終了 
するか、ダイア□グち上の X をク IJ ックしない限り、常に表 
示されています。 

• カメラ U ストは、カメラアングル設定ツールを終了した時点で 
破棄されます。次回カメラアングル設定ツール起動時に、カメ 
ラ指定ファイルの読み込みを行ってください。 

■ カメラに接続する 

接続するカメラをカメラ U ストから選択し、[接続]をク 
U ックしてください。 



■ リスト上の次のカメラに接続する 

[次へ] をク U ックすると、接続中のカメラとの接続び切断 
され、 U スト上の次のカメラに接続します。 



次に接続される 
カメラ 


宜メモ 

[詳細情報]には、カメラ U ストで選択中のカメラ情報び表示され 
ます。 

カメラとの巧続を切断、，後了ずる 

1[ファイル]メニューの[切断]をクリックして、接続中 
のカメラとの接続を切断する 



2 [ファイル]メニューの[終了]をクリックして、カメラ 
アングル設定ツールを終了する 
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カメラアングルを設定する 


圏重要 

カメラアングル設定ツールで設定を変更した場合、インテ IJ 
ジェント機能の検知領域とプライバシーマスクを設定し直す必 
要びあります。 


カメラアングル設定ツールの表示画面について 


[yB-M600D) 


VB - M 600 VE 



⑧⑨ 


[yB-M700F) 



⑧⑨ 


a 立： PVA 一爾巧た丄 b 


⑩⑩©⑩ ④⑤⑧⑨ ® ⑩ ⑩ ⑨ ® ⑩ 
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八ン（左ち）操作 

チルト（上下）操作 

□-テーシヨン（傾さ）操作 


カメラアングルを設定ずる 

VB - M 600 D / VB - M 600 VE は、パン、チルト、□-テーシヨ 
ン、ズームを操作して任意のカメラアングルに設定でさま 
す。 VB - M 700 F はズーム操作のみ行えます。 

■ 操作ボタンとスライダーで設定する 


VB - M 600 VE 


[パン]、[チルト]、[□-テーシヨン]の各ボタンをク U ッ 
クしてカメラアングルを設定します。ボタンを押している 
間、そのち向にカメラアングルび変わり、ボタンを離すと 
停止します。 


① 映像表示部 

カメラの映像を表示します。 

② [画面サイズ切換]ボタン 

表示画面サイズを「320 x 240」または「640 x 480」に 
切り換えます。表示画面サイズは、[表示]メニューの 
[表示画面サイズ]で選択することわでさます。 

③ 操作アシスト [ VB - M 600 D ] の:刪 •! •の d 

パン操作とチルト操作び可能な範囲を点線で示してい 
ます。点線びない位置へカメラアングルを変更するこ 
とはでさません。 


④[パン]ボタン [ VB - M 600 D ] 
カメラのノ くンを操作します。 


VB - M 600 VE 


⑥[チルト]ボタン rVB-M 600 DJ 
カメラのチルトを操作します 


VB - M 600 VE 


⑧[□—テーシヨン]ボタン [ VB - M 600 D ] 
カメラの□ーテーシヨンを操作します。 


VB - M 600 VE 


VB - M 600 VE 


@ [□— テーシ ヨン] スライタ’一 IVB - M 600 D 1 

スライダー上をク U ック、または、つまみをドラッグし 
てカメラの□ーテーシヨンを操作します。 


⑧ [ズーム]ボタン 

ズーム倍率の操作をするボタンです。 

⑨ [ズーム] スライダー 

ズーム倍率の操作をするスライダーです。 


VB - M 600 VE 


⑩[操作アシスト]選択ボックス [ VB - M 600 D ] 

映像表示部に操作アシストを[表示する]、[表示しない] 
から選択します。 


VB - M 600 VE 


© [操作ボタン]選択ボックス (VB - M 600 DJ 

映像表示部に[パン]ボタンと[チルト]ボタンを棒示 
する]、[表示しない]から選択します。 


VB - M 600 VE 


⑩[映像反転]選択ボックス [ VB - M 600 D ] 

カメラの映像の向さを選択します。 

[反転する]を選択すると、映像を180度回転して表示し 
ます。 


VB - M 600 VE 


⑩[操作アシストの補正] rVB-M 600 D] 

カメラの向さを手で動かしたとさなど、操作アシストの 
表示び実際のカメラアングルと一致しないとさびあり 
ます。その場合は、[操作アシストの補正]をク U ックす 
ることで、実際のカメラアングルを確認する動作び行わ 
れ、操作アシストの表示位置び自動的に補正されます。 
なお、操作アシストの補正には、1分程度かかります。 


©[フォーカス] 

フォーカスを操作します。 

⑩[露出補正] 

露出を操作します。 


[□-テーシヨ ン]スライ ダーで□-テーシヨ ンを設定す 
るとさは、スライダーをドラッグし、映像内の対象物び水 
平になる角度でマウスボタンを放します。 



▼ 



な国リ 


□ 
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カメラアングルを設定する 


■ 映像をク IJ ツクして設定する 


[yB-M600DI 


VB - M 600 VE 


映像上の任意の位置をク U ックすると、その位置び画面の 
中必になるように、カメラアングルび移動します。 

ただし、ク U ックした位置び、パンまたはチルトの範囲を 
超える場合は、パンまたはチルトのいずれか移動可能なほ 
5だけび移動します。 


[マニュアル]: 

LSJ (遠）亡。（近）のボタンを押し続けることで、 
フオーカスを調整でさます。 

[ワンショット AF ] をク U ックすると、一時的にオート 
フオーカスび作動し、フオーカスび合った後にマニュアル 
操作に戻ります。 

[無限遠固定1: 

無限遠近傍にフオーカスを固定したままにでさます。 


国メモ 

カメラび操作と異なる動さをしたり、操作アシストで示されてい 
る範囲まで設定でさないとさは、操作アシストび実際のカメラア 
ングルと一致していない可能性びあります。[操作アシストの補 
正]をク IJ ックして補正してから、再度カメラアングルを設定し 
て < ださい。 


■ カメラのズーム倍率を変更する 


カメラのズーム倍率は、[ズーム]ボタン、または[ズーム] 
スライダーで設定します。 

[ズーム]ボタン 

押し続けると動作し、放すと停止します。 


令 ズームインします。 



ズーム アウトします。 


[ズーム]スライダー 

スライダーをドラッグします。スライダーの位置にあわせ 
てカメラのズーム倍率び変わります。 


フォーカスと露出補正を設定ずる 


■フオーカスを設定する 


宜メモ 

• 次のような被写体は、ワンショット AF ではフオーカスび合い 
にくいことびあります。 


白い壁など明暗 
の差がないもの 



斜め線や横搞 
のみのちの 



動をび速いもの 


一 

P 



斜めになって 
いるちの 



炎や煙など実 
体のないもの 



暗いところや 
夜景 



強い光び反射 
しているちの 



ガラス越しの 
ちの 



遠 < と近 < に 
同時にある 


• カメラの再起動後は、フオーカスび合っているか確認すること 
をお勧めします。 

• フォーカスの合う範囲（目安）は次の表の通りとなります。 


フォーカスモード 

デイナイト設定 

デイモード 

ナイトモード 


0.3 m 〜〇〇 

1.0 m 〜〇〇 

無限遠固定 

無限遠近傍※ 


※赤外照明使用時には、フォーカスび合わなくなる場合びありま 
す。 


フォーカスは、マニュアル操作で任意の位置に合わせる 
か、無限遠に固定します。マニュアル操作時は、ワンシヨッ 
卜 AF 機能を使用して対象物にフォーカスを合わせること 
びでさます。 























































■ 露出補正を設定ずる 

映像の明るさを7段階 （-3 〜 +3) で設定でさます。 


露出«正 


-3 I づ 叫! 0 +1 +2 +3 


映像を暗くしたい場合はマイナスの値を、明るくしたい場 
合はプラスの値を選択してください。 

宜メモ 

• カメラの露出モード （ P . 7-13) び [マニュアル] に設定されてい 
た場合は、[才ート]に変更されます。 

• カメラアングル設定ツールで設定した露出補正の値は、設定 
ページ[カメラ]の[露出補正] ( P . 5-9) の設定には反映され 
ません。 
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カメラ指定ファイルを作ぶずる 


カメラへの接続情報を記述したカメラ指定ファイルを作成しておくと、[カメラ選択]ダイア□グ （ P . 3-3) のカメラ U スト 
に読み込めます。複数のカメラを使用していてち、簡単な操作でカメラの接続び切り換えられます。 

カメラ指定ファイルは、あらかじめテキストエディターなどで作成し、 CSV 形式ファイルとして保存しておきます。 

■ カメラ指定ファイルの記述内容 

カメラ指定ファイルの1行目に、ヘッダー行として各列のタイトルを記述します。 

2行目 Lil 降に、1行につき1台のカメラの情報を記述します。 

各列には、次の情報を記述します。 


列 

記述内容 

登録名 

カメラの名前。接続時にカメラ U ストに表示されます。 

ホス h 名 

カメラのホスト名または IP アドレス 

ポー ト番号 

カメラの HTTP ポート番号（工場出荷設定は 80) 

管理者 ユー ヴー名 

カメラの管理者ユーヴー名（工場出荷設定は root ) 

管理者パスワード 

カメラの管理者パスワード（工場出荷設定は camera ) 

SSL 通信の有無 

SSL 通信を使用する：1 使用しない： 0 (工場出荷設定は 0) 


1行目 

ヘッダー行 

2行目(降 
1行につさ1台 
のカメラ情報 
(30 台まで） 


登録名 


ホスト名 


ポー ト番号 


管理者 
ユーザー名 


管理者 
パスワード 


SSL 通信 
の有無 


RegisterName 

HostName 

PortNumber 

UserName 

Password 

ConnectType 

B 1 F VB - M 700 F 

192.168 .100.1 

80 

root 

cameral 

0 

1 Fa VB - M 600 VE 

192.168.100 .2 

80 

root 

camera 2 

0 

1 Fb VB - M 600 D 

192.168.100 .3 

80 

root 

cameras 

0 


圏重要 

登録できるカメラの台数は30台までです。30台似上のカメラ情報を記述すると、カメラアングル設定ツールでの読み込み時にエラーになります。 




































■ テキストエディターでの入力例 

各項目をカンマで区切って入力します。保をの際に拡張テを 「. CSV 」 にしてくださし、 


RegisterName , HostName , PortNumber , UserName , Password,ConnectType 

B 1 FVB - M 700 F , 192.168 .100.1, 80, root , camera 1,0 

1 Fa VB - M 600 VE , 192.168 .100.2,80, root , camera 2,0 

1 Fb VB - M 600 D , 192.168.100. 3,80, root , cameras ,0 

2 Fa VB - M 600 D , 192.168 .100.4,80, root , cannera 4,0 

2 Fb VB - M 600 D , 192.168.100. 5,80, root , cameras ,0 

3 Fa VB - M 700 F , 192.168.100. 6,80, root , camera 6,0 

RVB - M 600 VE , 192.168 .100.7,443, root , camera ?,0 


圏重要 

• カメラ指定ファイルには、管理をパスワードをそのまま記述します。カメラ指定ファイルの取り扱いには十分ごを意ください。 

• カメラ指定ファイルの記述内容びセミコ□ンなどカンマ！;!外で区切られている場合、または記述内容に空の行び含まれている場合は、 
カメラ指定フアイルの読み込み処理は行われません。 
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4 章 

カメラのトツプページについて 


□設定ページ、管理ツール、ビューワーへのアクセス方法 
□証明書の登録 

















管理ツールを使用する場合は、③をク U ツクして管理ツー 
ルのトツプページに進んでください。 

管理ツールの詳細については、「6章管理ツール」をご参 
照 < ださい。 


管理 ツール 

宫巧电む叩' "A 1 設定 W づへ 1 卜》ブペ-ジへ 

tj - H プライバシ-マス。醜ッ-ル 

IpjJ イン刊ジIント機能 1 娩ツ-ル 

日ヴむづ- 


① 言語切り換えボタン 

表示言語を切り換える場合にク U ツクします。 

ク U ツクした言語のトツプページび表示されます。 

② 設定ぺージ（設定メニュ ー） へのリンク 

③ 管理ツールへのリンク 

④ 管理者ビューワー起動リンク 
⑥V 巳ビューワー起動リンク 


カメラのトツプページにアクセスする 


カメラのトップページにアクセスずる 

Web ブラウヴーを使ってカメラのトップページにアクセ 

カメラのトップページからは、カメラの詳細設定を行う設 
定メニューへの移動、管理ツールの起動、映像を表示する 
ためのビューワーの表示びでさます。 

1 Web ブラウザーを起動する 
2初期設定ツールで設定した IP アドレスを入力する 


圏重要 

この『操作ガイド』では、 IP アドレス"192.168.100 .1" (工場出 
荷設定）を用いて操作の説明をします。実際には、お客様びカメ 
ラに設定した IP アドレスを入力してください。 

カメラのトップページび表示されます。 


設定メニューにアクセスずる場合 

カメラの詳細設定を行う場合は、②をク U ックして設定メ 
ニューに進んでください。 

設定メニューの詳細については、「5章設定ページ」をご 
参照ください。 



管埋ツールにアクセスずる場合 


VB-M600 
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カメラのトップページにアクセスする 


管埋さビューワーにアクセスずる場合 ユーザー認証 


管理者ビューワーにアクセスする場合は、④をク U ックし 
て < ださい。 

管理者ビューワーの詳細については、「7章管理者ビュー 
ワー/ V 巳ビューワー」をご参照ください。 



VB ビューワーにアクセスずる場合 

V 巳ビューワーにアクセスする場合は、⑥をク U ックしてく 
ださい。 

V 巳ビューワーの詳細については、「7章管理者ビューワー/ 
V 巳ビューワー」をご参照ください。 



VB ビューヮー 


[設定ぺージ]、[管理ツール]、[管理ちビユーワ ー] を使用 
するには、ユーヴー認証び必要です。 


管理ツール/ 

管理者ビューワーの 
認証画面 

工場出荷設定のユーヴー名とパスワードは次の通りです。 
ユーヴー名 ： root パスワード ： camera 

(ユーヴー名 「 root 」 は、カメラの管理者アカウントです。） 

圏重要 

• システムのセキュ U テイを確保するため、管理をパスワード 
は必ず変更してください。変更後は、パスワードを忘れない 
よラにして < ださい。 

• 同じ PC を管理者と登録ユーヴーび共有して VB ビューワーを 
使用する場合には、[資格情報を記憶する]のチェックを入れ 
ないことを強くお勧めします。 

• ユーヴー名またはパスワードの入力を間違えた場合、カメラ 
への接続びできません。正しいユーヴー名およびパスワード 
を入力して接続して<ださい。 

• 管理者パスワードを忘れてしまった場合は、 IJ セットスイッ 
チを押して工場出荷設定に戻してください （ P . 8-21) 。ただ 
し、カメラの日付と時刻外すベての設定び工場出荷設定に 
戻りますのでごを意<ださい。 

. 管理ツールと管理者ビューワーは、 IPv 6 アドレス指定では使 
用できません。 IPv 6 接続はホスト名指定にのみ対応します。 




設定ページの 
認証画面 


管理者ビューワーと VB ビューワーの違い、およびユー 
ヴー種別の詳細については、「7章管理者ビューワー / VB 
ビューワー」の「ビューワーの概要」 （ P . 7-2) をご参照く 
ださい。 






































証明書の登録 


[管理ツール]および[管理ちビューワー]を利用する PC に 
は、 Canon Inc. 発行の証明書を 2 つ登録しておく必要びあ 
ります。証明書はセットアップ CD-ROM に収録されてい 
ますので、次の手順で話明書を Internet Explorer に登録し 
て < ださい。 

1同姻のセットアップ CD-ROM を PC の CD-ROM ドラ 
イブに挿入し、次の手順を行う 

他のすべてのアプ U ケーシヨンび終了していることを 
確認して、[スタート]メニュ ー > [コンピューター] 

の順にク U ックします。 

2 admintoolsl をインストールする 

表示された CD-ROM のアイコン > Applications フォ 
ルタ' > Certificate フォルダ > admintoolsl の順にダ 

ブルク U ックします。 

[証明書]ダイア□グび表示されます。 

3 [証明書のインス!ル]をクリックする 

4 [証明書のインポートウィザード]で[次へ]をクリッ 
クする 

5 [証明書ストア]画面で、次の手順で証明書を登録する 

(1) [記明書をすべて次のストアに配置する]を選択しま 
す。 

(2) [参照]をクリックし、[中間証明機関]を選択した5、 
[0K] をクリックします。 

(3) [次へ]をクリックします。 

0 [完了]をクリックして証明書インポートウィザードを 
終了する 

証明書の登録び完了すると「正しくインポートされま 
した」と表示されます。 

y admintools2 をインストールする 


国メモ 

2011/07/171^(降の曰時び設定されたド(：では、次の画面び表示さ 
れますび、そのまま登録を継続しても問題はありません。 

育 牌 ij^s 



8 [証明書のインストール]をクリックする 

Q [証明書のインポートウイザード]で[次へ]をクリッ 
3クする 

10 [証明書ストア]画面で、次の手順で証明書を登録す 
る 

(1) [証明書をすべて次のストアに配置する]を選択しま 
す。 

口）惨照]をクリックし、[信頼された発行元]を選択した 
5、 [OK] をクリックします。 

(3) [次へ]をクリックします。 

11[完了]をクリックして証明書インポートウイザード 
を終了する 

証明書の登録び完了すると「正しくインポートされま 
した」と表示されます。 


表示されている Certificate フオルダの admintools2 

をダブルク U ックします。 

[証明書]ダイア□グび表示されます。 
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設定ページ 


□管理者パスワードとネットワークの詳細設定 
□カメラの日付と時刻の設定 
□ カメラ名と起動時設定に関ずる設定 

□ B 央像の品質とサイズの設定 

□ アップ□ー ドとメール通報の設定 

□ 日央像/オーディオ/ HTTP サーバーの設定 

□イベントに関する設定 

□ユーザーの登録と権限、アクセス制御の設定 

□ IPsec の設定 

□ HTTP 通信の暗号化 （ SSL / TLS ) の設定 

□ SD メモリーカードの操作と情報の表示 
□ 再起動が必要となる項目の設定 

□ メンテナンス（□グや設定内容の表示/再起動/工場出荷設定) 

















設定メニユーにごいて 


設定メニューを起点として各設定ページへ移動し、カメラのさまざまな設定びできます。 

各設定ページで設定でさる内容は、次の通りです。詳しくは、各参照ページをご覧ください。 



• ネットワーク 

胃王里胃ノ て又ワ~ ド、 LAN 、 IPv 4、 IPv 6、 DNS 、 SNMP 
の設定 （ P . 5-5) 

• 曰付と時刻 

カメラの曰付と時刻の設定、タイムゾーンの設定 （ P . 5- 

8 ) 

• カメラ 

カメラ名、起動時設定、デイナイト、外部入カデバイス 
名、外部出カデバイス名の設定 （ P . 5-9) 

• 映像 

起動時設定、 JPEG および H .264 における映像品質、映 
像サイズ、フレームレート、オンスク U —ン表示の設定 

( P . 5-12) 

• アップ□-ド 

HTTP 、 FTP でのアップ□-ドの設定、メール通報の設 

定 （ P . 5-14) 

• ヴーバー 

映像サーバー、オーディオサーバー、 HTTP サーバーの 
設定 （ P . 5-17) 

• イベント 

映像バッファ、音量検知、外部デバイス入力、タイマー、 
再生音ファイル登録 （ P . 5-19) 

• アクセス制御 

登録 ユー ヴーアカウント、 ユー ヴー権限、ホストアクセ 
ス制限の設定 （ P . 5-22) 

• IPsec 

IPsec の設定 （ P . 5-24) 


• SSL/TLS 

証明書の作成および管理、暗号通信の設定 （ P . 5-27) 

• メモリーカード 

SD メモ U —力ードの操作と情報の表示 （ P . 5-29) 

• 再起動項目 

再起動び必要となる項目の設定（再起動項目） （ P . 5- 

31) 

• メンテナンス 

表示と実行（□グの表示、現在の設定の表示、再起動、 
初期設定に戻す） （ P . 5-32) 

圏重要 

Windows 7/ Vista / XP でご使用いただく場合のを意事項 

• [ Windows セキュ IJ ティの重要な警告]ダイア□グび表示さ 
れた場合は、[アクセスを許可する]をク U ックしてください。 
一度設定すると、降この警告ダイア □ グは表示されなくな 
ります。 

• メンテナンスぺージの[イベント□グを見る]または[現在の 
設定を見る]を表示しよラとした際に情報バーび表示され、 
ポップアップびブ □ ックされている場合には、情報ノ（一の手順 
に従ってポップアップを許可する設定にしてください。 
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設定メニューにアクセスずる 


カメラのさまざまな設定は、 Web ブラウヴーからカメラにアクセスして行います。まずはカメラのトップページにアクセ 
スしてください （ P . 4-2)。 

ユーヴー名とパスワードの入力については、 P . 4-3 を参照してください。 


設定メニューについて 


設定メニューからは、各設定ページや管理者ビューワーへ 
アクセスでさます。 



① [管理者ビュ ーワーへ] 

ク U ックすると管理ちビューワーに移動します。 

② [トップ ぺージ へ] 

ク U ックするとカメラのトップページに移動します。 

③ 設定メニュー 

ク U ックすると各設定ページに移動します。 

圏重要 

セキュリティを確保するため、設定ページによる設定び完了し 
たら、 Web ブラウヴーを終了してください。 


る設定ぺージ共通 I 頁目 


■ 設定変更の適用について 

各設定ページ内で設定の変更を行うと、各設定ページち上 
およびも下に表示されている陋用]び、グレーアウトから 
青色に変わります。 


巧旧 


変更した設定を有効にするには、[適用]をク U ックしてく 
ださい。 

変更した設定を戻す場合は、[ク U ア]をク U ックしてくだ 
さい。 

■ 再起動が1£^要な設定変更 

設定を変更するために、カメラを再起動させる必要びある 
設定項目には、オレンジのマークび付いています。 

々 IPv 4 アドレス設定方式 マニュアル設定 

オレンジのマークびある項目を変更した場合、各設定ペー 
ジち上およびち下に表示されている[適用]び、[適用して 
再起動]に変わります。 



変更した設定を確定するには、[適用して再起動]をク U ッ 
クしてください。設定変更び反映され、カメラび再起動し 
ふ^ 〇 

変更した設定を戻す場合は、[ク U ア]をク U ックしてくだ 
さい。 

歷重要 

陋用]または[適用して再起動]をク U ックせずに別の設定ぺ一 
ジへ移動すると、変更内容び失われてしまいます。変更した設 
定を有効にするには、必ず[適用]または[適用して再起動]をク 
U ックして<ださい。 
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■設定メニューに戻る 


各設定ページから設定メニューに戻る場合は、各設定ペー 
ジち上の[設定 メニューへ] をク U ックしてください。 


VB-IVISOO Ver . 1.0.0 


國重要 

• 1つのカメラに対しては、同時に複数の設定ページを開いて変 
要操作を行わないでください。 

• Web ブラウヴーの[戻る] • [進む]ボタンによる設定ページ間 
の移動は行わないでください。変更した設定び元に戻ってし 
まうことや、意図しない変更びされてしまう可能性びありま 
す。 


国メモ 

設定ページの各項目先頭にある@ [ Help ] をク U ックすると、設 
定項目の詳細説明び表示されます。 
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[ネットワーク] 

管理ちパスワードや LAN 、 IP アドレス、 DNS などの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 管理者パスワード 

管理ちノてスワードを設定します。 

• LAN 

IP アドレスなど LAN の接続に必要な設定を行いま 
す。 

• IPv 4 

IPv 4 アドレスを設定します。 

• IPv 6 

IPv 6 アドレスを設定します。 

• DNS 

ネームヴーバーアドレス、ホスト名、 DDNS 登録 
を設定します。 

• SNMP 

SNMP の使用に必要な設定を行います。 


管理者パスワード 


0バスワード 8 女ずは内 

******** 

d バスワード<巧贾用） 8 文をな内 

******** 


① [パスワード] 

管理者パスワードを設定します。8文字！;1内（半角）の 
ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）び使用でき 
ます。工場出荷設定は 「 camera 」 です。管理ちビュー 
ワーや管理 ツールな どび接続している場合は、接続を終 
了してからパスワードを変更してください。 

② [パスワード（確認用）] 

上と同じノくスワードを確認のため入力します。 

圏重要 

• システムのセキュ IJ テイを確保するため、管理者パスワード 
は必ず変更してください。変更後は、パスワードを忘れない 
よラにして < ださい。 

• 管理者パスワードを忘れてしまった場合は、 IJ セットスイッ 
チを押して工場出荷設定に戻してください （ P . 8-21) 。 ただ 

し、カメラの曰付と時刻なかすべての設定び工場出荷設定に 
戻りますのでごま意ください。 


LAN 


a LAN インターフェース 

すート ▼ ■ 

d をスバケットサイズ 578-1500 

1500 ■ 


① [LAN インターフエース] 

[オート]、[全こ重]、[半こ重]から選択します。通常は 
[才ート]をご使用ください。 

② [最大パケットサイズ] 

一度に送信するパケットの最大サイズを入力します。通 
常は1500から変更する必要はありません。 

圏重要 

• [ LAN インターフエース]、[最大パケットサイズ]の設定を変 
要する場合は、起動中の Web ブラウヴーからカメラに接続で 
さなくなる可能性びあります。 r [再起動項目]再起動び必要と 
なる項目の設定」の「重要」 ( P . 5-31) に記載しているを意事 
項を事前にご確認ください。 

• IPv 6 をご使用の場合は、[最大パケットサイズ]を1280政上 
に設定してください。 


国メモ 

• 光回線/ ADSL をご利用の際に、最大パケットサイズの数値を少 
し下げて設定いただ< と送信効率び上びる場合びあります。 

IPv 4 



① [ IPv 4 アドレス設定方式] 

アドレス設定ち式を[マニュアル設定]または[自動設 
定 （ DHCP )] から選択します。[マニュアル設定]を選 
択した場合は、使用する環境にあわせた値を、直接入力 
してください。[自動設定 （ DHCP )] を選択した場合は、 
[ IPv 4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [ IPv 4 デフオル 
トゲートウェイアドレス]には DHCP ヴーパーから自 
動的に取得した値び用いられます。 

② [ IPv 4 アドレス] 

①び[マニュアル設定]の場合、固定の IP アドレスを入 
力します。 

③ [ヴブネットマスク] 

①び[マニュアル設定]の場合、ネットワークごとに指 
定されたサブネットマスク値を入力します。 
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④ [ IPv 4 デフォルトゲートウェイアドレス] 

①び [マニュアル 設定]の場合に入力します。カメラを 
ビューワーと異なるサブネットに接続するときは、必ず 
設定してください。 


圏重要 

• [ IPv 4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [ IPv 4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]は、システム管理者にお問い合わせくださ 
い。 

• 127.0 .0.1 のように 127. から始まる IP アドレスは、カメラ 
の IP アドレスとして設定でさません。 

• [ IPv 4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [ IPv 4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]の設定に、いずれか誤りびある場合、ネッ 
トワーク経由でアクセスでさなくなることびあります。この 
場合は「カメラの初期設定をする」 （ P . 2-5) を参照し、 VB 初 
期設定ツーレを用いて再度アドレスを設定してください。 

• [ IPv 4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [ IPv 4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]の設定を変更する場合は、起動中の Web 
ブラウヴーからカメラに接続でさなくなる可能性びありま 
す。「[再起動項目]再起動び必要となる項目の設定」の「重 
要」 （ P . 5-31) に記載しているを意事項を事前にご確認くだ 
さい。 

• IPv 4 アドレス設定を[自動設定 （ DHCP )] でご使用の場合、 
D H C P ヴーバーとカメラの間にルーターびあるような環境で 
は、 IPv 4 アドレスび正しく割り振られない場合びあります。 
その場合は、 [マニュアル 設定]から固定の IPv 4 アドレスを割 
り振ってください。 


国メモ 

• [自動設定 （ DHCP )] で割り付けられた IPv 4 アドレスは、 VB 初 
期設定ツールで確認でさます。 


IPv 6 



① [ IPv 6 の使用] 

IPv 6 の使用を、[使用しない]または[使用する]から選 
択します。 


② [自動設定] 

アドレスを自動で設定する場合は[有効]、自動で設定 
しない場合は[無効]を選択します。 

③ [ IPv 6 アドレス（手動設定）] 

固定の IPv 6 アドレスを入力します。 


④[プレフイツクス長] 

②び[無効]の場合、プレフィックス長を、16〜128の 
間で入力します。 


⑥ [ IPv 6 デフォルトゲートウェイアドレス] 

②び[無効]の場合、デフォルトゲートウェイアドレス 
を入力します。カメラをビューワーと異なるサブネット 
に接続するとさは、必ず設定してください。 

⑧ [ IPv 6 アドレス（自動設定）] 

①び[使用する]で、②び[有効]の場合、自動的に取得 
したアドレスび表示されます。 


圏重要 

• [ IPv 6 アドレス（手動設定）]、[プレフィックス長]、 [ IPv 6 デ 
フオルトゲートウェイアドレス]は、システム管理者にお問い 
合わせください。 

• [ IPv 6 の使用]、 [ IPv 6 アドレス（手動設定）]、[プレフィック 
ス長]、 [ IPv 6 デフオルトゲートウェイアドレス]の設定を変 
要する場合は、起動中の Web ブラウヴーからカメラに接続で 
さなくなる可能性びあります。 r [再起動項目]再起動び必要と 
なる項目の設定」の「重要」 （ P . 5-31) に記載しているを意事 
項を事前にご確認ください。 


国メモ 

• IPv 6 び使用でさない環境では、 IPv 6 を[使用する]、自動設定 
を情効]に設定した場合、 [ IPv 6 ァドレス（自動設定）]表示欄 
には U ンク□一カルアドレスのみび表示されます。 


DNS 


0ネームサーバー アドレス 1 


d ネームサーバー アドレス2 


け本ストを6 3 女を な内 


0 本ストをの DDNS をを 

登録しない ▼ 


① [ネームヴーノ（ーアドレス 1〜 2] 

登録したいネームサーバーアドレスを入力します。一つ 
しか登録しないときは、[ネームサーバーアドレス 2] は 
空欄のままにしてください。 

② [ホスト名の DDNS 登録] 

[登録する]を選択し、ネームサーバーアドレスとカメラ 
のホスト名を入力します。ネームヴーバーにカメラのホ 
スト名を登録でさます。 

6 3 文字内伴角）の A - Z 、 a - z 、 O - 9 、 -、_、.、の文宇 
び使用でさます。 


圏重要 

Internet Explorer 8では、[ホスト名]に「_」（アンダースコア) 
を使用しないでください。 
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[ネット ワーク]管理者パスワードや LAN、IP アドレス、 DNS などの設定 


胃メモ 

• カメラを[自動設定 ( DHCP ) ] ( P . 5-5) で運用する場合に登録 
すると便利です。あらかじめ DNS ヴーノ く一に登録を行うための 
設定び必要です。 DNS ヴーノ く一の設定についてはシステム管理 
者にお問い合わせください。 

•ネームヴーバーアドレス1び利用でさない場合は、ネームヴー 
バーアドレス2にアクセスします。ただし、ネームサーバーア 
ドレス2び事前に設定されていることび前提です。 

SNMP 



① [SNMP の使用] 

SNMP の使用を、[使用しない]または[使用する]から 
選択します。[使用する]を選択すると、 SNMP マネー 
ジャーからカメラの情報を参照でさます。 

② [コミュニティ名] 

SNMP のコミュニティ名を設定します。システムのセ 
キュ U ティを確保するため、コミュニティ名は変更して 
運用することをお勧めします。 

③ [管理者連絡先] 

カメラの管理者連絡先（メールアドレスなど）を設定し 
ます。設定内容は SNMP マネージャーから参照でさま 
す。 

④ [管理用の機器名称] 

カメラの管理用機器名称を設定します。設定内容は 
SNMP マネージャーから参照でさます。 

空白の場合は、既定値として、 VB - M 700 F の場合は 
「 VB - M 700」 、 VB - M 600 D / VB - M 600 VE の場合は 
「 VB - M 600」 を使用します。 

⑥ [設置場所] 

カメラの設置場所の情報を設定します。設定内容は 
SNMP マネージャーから参照でさます。 

胃メモ 

• SNMP マネージャーからは、カメラの情報は読み取り専用です。 

• SNMP M 旧 2 ( RFC 1213 対応）びヴポートされている SNMP 

マネージャーをお使いください。 

• SNMP プ□トコルバージョン、 v 1、 v 2 c 対応 （ v 3 非対応）です。 



57 












[日付と時刻]日付と時刻の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 現在の曰付と時刻 

カメラに設定されている曰付と時刻び表示されま 
す。 

• 設定 

カメラの曰付と時刻の設定ち法、タイムゾーンを 
選択します。 


現在の日付と時刻 


。日巧 yyyy / mm/dd 

2011/02/15 

ぶ時巧 hh : mm;ss 

00:04:41 


[日付]、[時刻] 

現在、カメラに設定されている曰付と時刻び表示されま 
す。 


[ NTP ブ□-ドキャストモードを使用する] 

NTP ヴーノ く 一の 時刻に合わせます 。 NTP ヴーノ く 一び 
送信した NTP ブ□ー ドキャストを受信して時刻を合 
わせます。 


d 話をホを 

| ntp ブロードキャストモードをほ用する v| 

a タイムジーン 

(GMT+09:00) ホ版ホ L 幅、まま ▼ 


[このコンピューターに合わせる] 

現在カメラにアクセスしているコンピューターの曰 
付、時刻に合わせます。タイムゾーンも自動的に選 
択されます。 


d 設を方ホ 

このコンピューターにをねゼる ▼ 

々日巧 yyyy / wn/dd 

2011/02/19 

け巧刻 hh : imn ；5 s 

14:09:02 

ぶタイムゾーン 

(GMT-K)9:00) ホ版、ホ L 巧、まま ▼ 


③[タイムゾーン] 

グ U ニツジ標準時との時差を U ストから選択します。 


設定 


け設を方法 

キかで設定する ▼ 

。日巧 yyyy / mm/dd 

2011/02/15 

ぶ巧穿 j hh : mm : s 5 

00:04:41 

a タイムゾーン 

( GMT +09:00) ホ販、化惕、まを ▼ 


① [設定方法] 

[手動で設定する]、 [ NTP サーバーに合わせる ]、 [NTP 
ブ□-ドキャストモードを使用する]、[このコン 
ピューターに合わせる]から選択します。 

② [日付]、[時刻] 

[設定ち法]の選択によって、次の設定をします。 
[手動で設定する] 

任意の日付と時刻に設定できます。日付は < 年/月/日>、 
時刻は24時間制で< 時間:分:秒>の順に入力します 
(月、曰、時刻は2巧の数字）。 

例：2011年8月23日午後1時23分4秒は、 [201 1/08/ 
23」 • 「13:23:04」と入力します。 


宜メモ 

• [このコンピューターに合わせる]を選択した場合、[適用]をク 
IJ ックして設定を適用した後は、[設定ち法]の表示び[手動 
で設定する]になります。 

• [NTP サーバーに合わせる]を選択した場合 、 NTP サーバーの 
IP アドレスび正しくないなど 、 NTP サーバーと接続でさないと 
さは、曰付と時刻は変更されません。 

• カメラの NTP ブ□ー ドキャストモードは IPv 6 に対応しており 


ません。 

• [タイムゾーン]を変更すると、指定したタイムゾーンにあわせ 
て曰付と時刻の表示を自動的に変更します。 


[NTP サーバーに合わせる] 

NTP サーバーの 時刻に合わせます 。 NTP サーバーの 
IP アドレスまたはホスト名を入力してください。 
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[カメラ]カメラの起動時設定やか部デバイスちの設定 


ここではなの設定びでさます。 

• カメラ名 

カメラ名を入力します。 RM 丄 ite を併用する際に 
必要となります。 

• 起動時設定 

カメラ起動時の AE モードやシャッタースピード、 
露出補正、測光方式、スマートシェード補正、ホ 
ワイトバランスを設定します。 

• デイナイト 

デイナイトの切り換えモードを設定します。 

• 設置条件 醒 - M 700 F ] 

LED の点打/消打を設定します。 

• が部デバイス名 

外部入カデバイス名、外部出カデバイス名を設定 
します。 


カメラ名 


d カメラを（半巧英敎宇） 

M 15 ちまは内 

Camera 

d カメラを （0 本ま）巧女ぞな内 



[カメラ名] 

[カメラ名（半角英数宇）]は必ず入力してください。[力 
メラ名（曰本語）]び無指定の場合は、[カメラ名（半角 
英数字）]び用いられます。 

[カメラ名（半角英数字）]には15文宇 Lil 内の ASCN 文宇 
(スペースまたは印字可能文字）び使用できます。 
[カメラ名（日本語）]には15文字じ I 内の JISX 0208- 
1990に含まれる文字び使用でさます。 

国メモ 

• カメラ名（日本語）に使用でさる文字数は、全角-半角に関係な 
<15文字です。 

• 同捆の RM-Lite をご利用の場合、カメラ登録時にここで設定し 
たカメラ名び表示されます。 


① [AE モード]と[ス□ー シャッ ター]、 [シャッ タース 
ピード] 

カメラ起動時の露出制御とシャッタースピードを設定 
しよ9 〇 

[AE モ _ h ^] 

[才 一 

自動的に露出を制御します。 

[オート（フ U ッカーレス）] 

堂光打などの影響による画面の輝度むらを低減する 
モードです。使用環境の明るさに応じて、シャッター 
スピードび自動的に調整されます。 

[才ート（シャッター優先）] 

シャッタースピードを指定でさるモードです。 

[ス□—シャッター] 

ス□-シャッターは [AE モード]を[才ート]に選択 
した場合のみ設定でさます。 

暗いシーンの撮影時に自動露出モードで使用する最 
長のスローシャッター時間を設定します。[使用しな 
し^]、 [1/15] 、 [1/8] から選択します。シャッター時間 
を長くするほど、動さのある被写体では残像び発生 
しますので撮影シーンに合った適切な時間を選択し 
て < ださい。 


d AE モード 

オート（シャツ5—语先） ▼ 

d シャッタースビート— 

1/100 マ 


[シャッタースピード] 

シャッタ— スピ _ドは [AE モー ド]を [才 ート（シャッ 
ター優先）]に選択した場合のみ設定でさます。 
カメラのシャッタースピードを [1/8] から [1/8000] ま 
で12段階の設定から選択します。動さのある被写体を 
撮影する場合、速いシャッタースピードを選択するこ 
とで、像ブレの少ない映像表示び可能になります。 

②[露出補正] 

カメラ起動時の露出補正を-3から3の範囲で設定しま 
す。映像を明るめにするとさはプラスの値を、暗めにす 
るときはマイナスの値を設定します。 


起動時設定 


dAE モード 

オート 

▼ 

〇 スローシャッター 

ほ巧しない 

▼ 

け巧 化 巧 正 

0 

▼ 

d 巧 ホモ巧 

やみが重ぶ 

▼ 

け スマートシIー ド 巧 正 

ほ巧しむい 

a 本ワイトバランス 

オート 

▼ 


③[測光方式] 

カメラ起動時の測光方式を設定します。 

[中央部重点] 

画面中央部に重点をおさなびら、画面全体を測光す 
るち式です。 

画面周辺に多少明暗びあってち、中央付近の被写体 
は適正な露出び得られます。 

被写体び画面中央付近の場合にご使用<ださい。 

























[平均] 

画面全体を平均して測光する方式です。 

画面内の明暗差び大さい撮影環境でち安定した露出 
び得られます。 

車の通過、人の出入りびあるシーンなどで露出を安 
定させたい場合にご使用ください。 

[スポット] 

画面中央部を測光するち式です。 

画面周辺の明暗に左ちされることな<、画面中央部 
の被写体は適正な露出び得られます。 

被写体にスポット光び当たっている場合や、逆光の 
場合などで画面中央部に露出を合わせたいとさにご 
使用ください。 

④[スマートシエード補正] 

カメラ起動時のスマートシエードの補正の設定を[使 
用しない]、または補正の強弱を [1] (弱)〜 [7] (強)の7 
段階から選択します。 


圏重要 

• 起動時設定の①-⑥の項目は、カメラ起動時の初期値です。力 
メラの電源を再投入した場合やカメラを再起動した場合に、 
変更した設定び反映されます。 

実際の運用時の設定は、管理者ビューワーで設定してくださ 

し HP. 7-10) 。 

• 信号機、電光掲示板などの被写体を撮影した場合、映像び点 
滅して表示されることびあります。 

[AE モード]を[才ート （シャツ ター優先）]に変更して、1/100 
より低速のシャッタースピードを選択すると、現象び緩和さ 
れる場合びあります。 


デイナイト 



⑥[ホワイトバランス] 

自然な色合いの映像になるように光源に応じたホワイ 
トバランスを選択します。 

[オート] 

自動的にホワイトバランスを調整します。 
[マニュアル] 

光源に合わせて Red と巳 lue のゲイン値を設定しま 
す。 [R ゲイン]、 [B ゲイン]をそれぞれ〇〜1023の数 
値で入力します。 



[堂光打昼光色] 

昼光色堂光好のちとで撮影する場合に選択して<だ 
さい。 

[堂光打白色] 

昼白色堂光好、白色堂光好のちとで撮影する場合に 
選択してください。 

[堂光好暖色] 

暖色堂光打のちとで撮影する場合に選択して<ださ 
い。 

[水銀灯] 

水銀打のちとで撮影する場合に選択してください。 
[ナト U ウム灯] 

オレンジ色のナト U ウム打のもとで撮影する場合に 
選択してください。 

[八□ゲン打] 

八□ゲン電球、白熱電球のちとで撮影する場合に選 
択してください。 


① [モー ド] 

デイナイトのモードを [マニュアル] または[オート]か 
ら選択します。 

[マニュアル] を選択した場合、管理者ビュー ワーの 暗視 
機能で[デイモード]/[ナイトモード]を手動で切り換 
えることびでさます （P. 7-14) 。 

[オート]を選択した場合、カメラを設置する環境や希望 
の切り換え条件にあわせて[切り換える明るさ]、[応答 
性（秒）]を設定します。 

② [切り換える明るさ] 

[デイモード]/ [ナイトモード]の切り換わる明るさを設 
定します。[暗い]、[やや暗い]、嗎準]、[やや明るい]、 
[明るい]から選択します。できるだけカラーで撮影した 
い場合は[暗い]を選択してください。 

ノイズ感を軽減したい場合は[明るい]を選択してくだ 
さい。ただし白黒に切り換わるタイミングび早くなりま 
す。 

③ [応答性(秒)] 

[デイモード]/ [ナイトモード]を切り換える判断をする 
ために要する秒数を設定します。 [5] 、 [10] 、 [20] 、 
[30] 、 [60] から選択します。 

それぞれ上記の秒数の間、継続して②で設定した明る 
さを超えるか、または下回ると、[デイモード]/[ナイト 
モード]び切り換わります。 

カメラの前を光源び通過するなど、明るさの変化び頻繁 
な場合は [30] や [60] を選択してください。明るさの変 
化び少ない場合は [5] 、 [10] を選択してください。 
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[カメラ]カメラの起動時設定やが部デバイス名の設定 


圏重要 

• [デイナイト]を[才ート]でご使用の場合は、事前に十分な運 
用テストを行い、有効性を確認したうえでご利用ください。 

• [デイナイト]を[才ート]でご使用の場合は、 [AE モード]の設 
定および管理者ビューワー設定を[オート]、[才ート（フ IJ ツ 
力ーレス）]または[才ート （シャツ ター優先）]でご使用くだ 

さい （P. 7-13) 。 

• 赤外照明を併用する場合は [デイナイト] を [マニュアル] で 
運用してください。[オート]ではご使用になれません。 

• [デイモード]と[ナイトモード]の切り換え時に、照明によつ 
てはフオーカスび合わない場合びあります。 

• [デイナイト]の設定を[才ート]にした場合、[デイモード]/ 
[ナイトモード]の切り換えの間、赤外線カツトフィルターび 
数回往復動作することびあります。その間、マニュアルフォー 
カスは動作しません。 


盐置爱件 [ VB - M 700 F ] 



d LED ® ぶな 

さ、打する 

▼ 


[LED の点な] 

カメラの LED の状態を、[消打する]または[点打する] 
から選択します。点打させたくないとさは[消打する] 
に設定してください。 

か部入カデバイス1〜2/か部出カデバイス1〜2 


外部入カデバイス/外部出カデノくイスの[デバイス名] 

接続した外部デバイスを識別するため、デバイス名は必 
ず入力してください。[デバイス名（半角英数字）]は15 
文宇 ■Lil 内の「"」を除く ASCN 文き（スぺースまたは印 
字可能文字）で入力します。[デバイス名（曰本語 ）]の 
指定びなければ、[デバイス名（半角英数字）]び用いら 
れます。[デバイス名（曰本語）]び入力されると、曰本 
語名び表示されます。[外部デバイス名（曰本語）]には 
15文字内の J にX 0208 -1990 に含まれる文宇び使用 
でさます。 

胃メモ 

管理者ビューワーや同捆の RM-Lite をご利用の場合、ここで設定 
した外部デバイス名び表示されます。 


d デバイスを（半巧英巧宇） 

U 15ホをは内 


A デバイスを（日本ま） 

M け女ずな内 
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[映像]映像のサイズや品質、フレームレートの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 起動時設定 

JPEG のへッダーに音量検知!; I 外のインテ U ジエ 
ント機能情報付加の設定をします。 

• JPEG 

JPEG での映像品質やサイズ、最大フレームレー 
卜、アップ□ー ドサイズを設定します。 

• H .264 

H .264 でのビットレートや映像サイズ、キヤプ 
チヤーフレームレートを設定します。 


• オンスクリーン表示 

映像上への日時や文字列などの表示について設定 
します。 


起動時設定 



けインテリジ I ント巧を巧狂 

巧■加しない 

叫 


①[インテリジェント機能情報] 

JPEG のへッダーに音量検知外のインテ U ジェント 
機能情報を[付加する]または[付加しない]から選択し 
ます。 


JPEG 


け W を占ち： 160 x 120 

3 

▼ 

a 1* を占ち： 320 x 240 

3 

▼ 

みを S 巧： 640 x 480 

3 

▼ 

〇 A がおち-- 1280 x 960 

3 

▼ 

け！*をクイズ： 1* 巧を信 

320 x 240 

▼ 

3を乂フレームレート： W をを信 

30.0 

〇 1* をサイズ：アツブロード 

320 x 240 

▼ 


① [映像品質] 

JPEG による各映像サイズの送信映像品質を、1〜5(5 
段階）から選択します。 

値び大さいほど高画質になります。 

② [映像サイズ：映像送信] 

送信する映像サイズを、 [160 x 120] 、 [320 x 240] 、 
[640 x 480] 、 [1280 x 960] から選択します。各種ビユー 

ワー起動時の映像サイ ズになります。 


④[映像サイズ：アップ□ー ド] 

アップ□ー ド機能使用時の送信映像サイズを、 

[160 x 120]、[320 x 240]、[640 x 480]、 [1280 x 960] から 

選択します。アップ□ー ドの設定については、 P . 
5-14 をご参照ください。 

H.264 


けビットレートが》 

ビットレートホり御する 

▼ 

〇 目ちピットレート （ kbps ) 

1024 

▼ 

け W をサイズ 

320 x 240 

▼ ■ 

0フレームレート （ fps ) 

30 

▼ ■ 



① [ビットレート制御] 

[ビッ トレート制御する]または [ビッ トレート制御しな 
し^]から選択します。 

② [目標ビットレート （ kbps )] 

①で [ビット レート制御する]を選択した場合、目標 
ビットレートを [32] から [4096](12 段階）から設定し 
ます。 


③ [映像品質] 

①で [ビット レート制御しない]を選択した場合、 
H .264 による送信映像の品質を、1〜5 (5 段階）から選 
択します。 

値び大さいほど高画質になります。 

④ [映像サイズ] 

送信する映像サイズを、 [320 x 240] 、 [640 x 480] 、 
[1280 x 960] から選択します。 

⑥ [フレームレート （ fps )] 

送信する映像のフレームレートを、 [10] 、 [15] 、 [30] 
( fps ) から選択します。 


③[最大フレームレート：映像送信] 

1秒間に送信する最大フレームレートを制限すること 
により、ビューワーの負荷を軽減します。最大30フレー 
ム/秒で、 0.1 〜30.0の数値を入力します。 
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[映像]映像のサイズや品質、フレームレートの設定 


圏重要 

• 映像サイズを大さめに設定したり、映像品質や目標ビット 
レートを高めに設定すると、1フレームあたりのデータ容量び 
大さくなり、ネットワーク負荷び高くなります。 

JPEG： フレームレートび低下する場合びあります 

H.264： 映像び一時的に途切れる場合びあります 

• 映像サイズを大さめに設定し、目標ビットレートを低めの設 
定にすると、ブ□ックノイズび目立つ場合びあります。 

• 被写体の種類や、被写体の動さによってはデータ容量び大さ 
くなる場合びあります。フレームレートの低下などび長時間 
にわたって継続する場合は、映像サイズをルさくしたり、映 
像品質を低く設定してください。 

• 同捆の RM 丄 ite をご使用の場合には、録画時の八ードデイス 
ク使用量にち影響しますのでごを意ください。 


オンスクリーン表示 



① [曰付表示] 

映像上への曰付表示の有無を選択します。[表示する] 
を選択すると、映像に曰付情報び重ねて表示されます。 

② [日付表示位置] 

曰付情報を表示する位置を[左上]、[ち上]、[左下]、[ち 
下]から選択します。 

③ [日付 表示 フォーマット] 

表示する日付の フォー マットを [ YYYY / MM / DD ] 、 [ DD / 
MM / YYYY ]、[ MM / DD / YYYY ] から選択します。 

④ [時刻表示] 

映像上への時刻表示の有無を選択します。[表示する] 
を選択すると、映像に時刻情報び重ねて表示されます。 

⑥ [時刻表示位置] 

時刻情報を表示する位置を[左上]、[ち上]、[左下]、[ち 
下]から選択します。 

⑧ [テキスト表示] 

映像に重ねて表示するテキスト文字を[表示しない]、 
[指定文字列を表示する]、[カメラ名を表示する]から選 
択します。 


[指定文字列を表示する]を選択すると、⑧[テキスト文 
字列]で設定した文字列び表示されます。 

[カメラ名を表示する]を選択すると、[カメラ]の[カメ 
ラ名（半角英数字）]で設定した文字列 （ P . 5-9) び表示 
されます。 

⑦ [テキスト表示位置] 

テキスト文字を表示する位置を[左上]、[ち上]、[左下]、 
[ち下]から選択します。 

⑧ [テキスト文字列] 

⑧[テキスト表示]を[指定文字列を表示する]にした場 
合、映像に重ねて表示する文字列を半角英数字15文字 
じ I 内で設定します。 

⑨ [文字の色] 

映像に重ねて表示する文字の色を[黒]、[青]、[シアン]、 
[緑]、障]、称]、[マゼンタ]、[白]から選択します。 

⑩ [輪郭の色] 

文字輪郭の色を[黒]、[青]、[シアン]、[緑]、[黄]、[ホ]、 
[マゼンタ]、[白]から選択します。 

⑩ [文字と輪郭の濃さ] 

映像に重ねて表示する文字と輪郭の濃さを[文字と輪 
郭を塗りつぶす]、[文字のみ透明にする]、[文字のみ半 
透明にする]、[文字と輪郭を半透明にする]から選択し 
ます。 

圏重要 

オンスク IJ ーン表示される時刻は、高い信頼性びまめられる用 
途には適していません。監視などで常に高い信頼性び要求され 
る用途では、参考情報としてご活用ください。 

国メモ 

• オンスク U —ン表示される時刻とカメラの時刻 （P. 5-8) は、数 
秒ずれることびあります。 

• ⑧のテキスト文字列では、曰本語の「¥」マークは r\j マーク 
で表示されます。 

• 映像品質の設定によっては、オンスク U —ン表示び判読しづら 
くなる場合びあります。実際の映像をご確認のラえ、設定して 
<ださい。 

• オンスク IJ ーン表示はインテ IJ ジェント機能による検知 （P. 6- 
8) の対象となります。必要に応じて調整を行ってください。 
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[アップ□-ド] 

HTTP や FTP でのアップ□—ド、メール通報の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• アップ□ード全般 

アップ □ ー ドの動作について設定します。 

• HTTP アップ□-ド 

HTTP 接続でのアップ□ー ドについて設定しま 
す。 

• FTP アップ□-ド 

FTP 接続でのアップ□ー ドについて設定します。 

• メール 通報 

イベント情報や映像のメール送信について設定し 
9 〇 


アツプロー ドま販 


みアツブロードのめ巧 


[ jHTTP でァッブロード 



[アップ □ー ドの 動作] 

アップ□-ドの方式を[アップ□-ド無効]、 [ HTTP で 
アップ□-ド]、 [ FTP でアップ□-ド]から選択します。 

國重要 

• アップ□-ド機能を使用する場合、[イベント]メニューの設 
定 （ P . 5-19) または、インテ IJ ジェント機能設定ツールの[イ 
ベント]タブの設定 （ P . 6-11) も必要になります。 

• テキストと映像によるメール通報と、 HTTP/FTP アップ □- 
ドによる映像アップ□ー ドを両方利用する場合は、[映像サイ 
ズ：アップ□-ド] ( P . 5-12) を [320 x 240] け T にしてくださ 
い。 

• HTTP アップ□ー ドは、 SSL/TLS には対応しません。 

• アップ□ー ドちしくはメール通報を連続して行う設定とした 
とさ、映像の大ささ、サーバーまでのネットワークの状況に 
より、送信しされない映像、ちしくはメールび発生する可能 
性びあります。この場合、イベント□グ （ P . 5-32) にメッセー 
ジび表示されます。 

• HTTP や FTP でのアップ□-ド、メール通報先に Windows 系 
OS を設定する場合、 IPsec 通信は対応していません。 


国メモ 

アップ□ー ドやメール通報の負荷を下げるには、次のことを行つ 
てみてください。また、サーバーまでのネットワークを含んだ設 
定ちあわせてご確認ください。 

• 映像ファイルのサイズをルさくする： 

- JPEG の[映像品質]をルさな値に設定する （ P . 5-12) 。 


- JPEG の[映像サイズ：アップ□ー ド]をルさなサイズにす 

る （ P . 5-12) 。 

• アップ□ードび行われる頻度を下げる： 

-[イベント前バッファ（枚数）]、[イベント後バッファ（枚数）] 
の枚数を少なくする （ P . 5-19) 。 

-[音量検知イベント]有効時、 [ ON イベント時の動作]、 

[ OFF イベント時の動作]のどれかを無効にする （ P . 5-19) 〇 
-インテ U ジェント機能設定ツールの[イベント]タブ > [ON 
イベント時の動作]、 [ OFF イベント時の動作]、[検知あり 
状態時の動作]のどれかを無効にする （ P . 6-13)。 

-[外部デバイス入カイベント]有効時、 [ ON イベント時の動 
作]、 [ OFF イベント時の動作]のどちらかを無効にする （ P . 
5-20) 。 

-[タイマーイベント設定]有効時、[繰り返し間隔]を長くす 

る （ P . 5-20) 。 


HTTP アップ□—ド 


み巧巧内容 

HTTP で巧かのみ巧う 

， 1 

d URI 255文をな内 

http://192.168.100.67/upload.cgi 

d ユーザーを31文ぞな内 


々バスワード31文をな内 

* けけ**， 

けブロキシサーバー G 3 丈をは内 


ぶブロキシボート宙ち1〜 6553 5 

80 

けブロキシューザーを 31 女ずな內 


々ブロキシバスワード3 1 文ずな内 

が — 

A バラメーター （query string) 

M 127ホをな内 


a HTTP アッブロードテスト 

1 ~^~ 


① [通報内容] 

通報の内容を [ HTTP で通知のみ行 5] または [ HTTP で 
映像を添付する]から選択します。 

② [ URI ] 

アップ□ー ドする URI を入力します （255 文字じ I 内）。 

③ [ユー ザー名]、[パスワード] 

認証に必要なユーヴー名とパスワードを入力します。 
認証ち式は Basic 認証です。 

④ [プ□キ シサーパ’一] 

プ□キシサーバーのホスト名または IP アドレスを入力 
します （63 文字じ(内）。 

⑥[プ□キシポート番号] 

プ□キシサーバーのポート番号を入力します（工場出 
荷設定は [80]) 。 
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[アップ ロード] HTTP や FTP でのアップ日ード、メール通報の設定 


⑧ [プ□キシューサー名]、[プ□キシパスワード] 

プ□キシサーバーのューヴー名とパスワードを入力し 
ます。 

認証方式は Basic 認証です。 

⑦ [パラメーター (query string )] 

パラメーターの入力をします （127 文字 LU 内）。「％」文 
字によるパラメーター記述び可能です （ P . 8-4) 。 

⑧ [HTTP アップ□—ドテスト] 

[実行]をク U ックすると、入力済みの設定値に巧して 
アップ□ー ドテストを行います。このとさ、設定値を 
「適用」する必要はありません。 

パスワードは「適用」する前に[実行]をク U ックして 
<ださい。 

圏重要 

[プ□キシサーパ'-]、[プ□キシポート番号]、[プロキシュー 
ヴー名]、[プ□キシパスワード]は、プ□キシ経由で接続する場 
合に入力してください。 


FTP アップ□—ド 



① 陋報内容] 

通報の内容は[映像を FTP する]に設定されます。 

② [FTP ヴーパ’一] 

FTP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力しま 
す （63 文字 Lil 内）。 

③ [ユー ザー名]、[パスワード] 

認証に必要なユーヴー名とパスワードを入力します。 

④ [PASV モード] 

FTP によるアップ□ー ドを行う際に、 PASV モードを 
[使用する]または[使用しない]から選択します。 

⑥ [ファイル アップ □ー ド パス] 

映像ファイルアップ□ー ド先のパス名を入力します 
(255 文字！;(内）。 


⑧ [ファイル 名記録方式] 

ファイル名記録ち式を設定します。 

[年月曰時分秒 ms ] 

"件}{月}{曰} { 時}{分}{秒}{ミ IJ 秒}. jpg" というファイ 
ル名で映像をアップ□ー ドします。 

(例： 20080123112122000 . jpg ) 

[年月日ディレクト U / 時分秒 ms ] 

"{年}{月}{曰}"という名前のサブディレクトリを作成 
した上で"{時}{分}{秒}{ミ U 秒}. jpg " というファイル 
名で映像をアップ□ー ドします。 

(例： 20080123/1121 22000. jpg ) 

[ループ] 

[最大ループ数]で設定した値を上限とする番号を 
ファイル名として、映像をアップ□ー ドします。 

(例： 0000. jpg , 0001 . jpg ) 

[ューヴー設定] 

[作成サブディレクト U 名]と[作成ファイル名]で指 
定されたファイル名で映像をアップ□ー ドします。 


けファイルを五録ホ巧 

I ルー ブ v^l 

けをスルーブ敎 0—9999 

1100 I 


[最大 ループ 数] 

記録ち式を[ループ]にした場合、最大ループ数を〇〜 
9999の範囲で入力します。 



[作成サブディレクト U 名]、[作成ファイル名] 

記録方式を[ユーヴー設定]にした場合、作成するヴ 
ブディレクト U 名および作成ファイル名を入力しま 
す （127 文宇！; I 内）。入力には、「％」文宇によるパラ 
メーター記述び可能です （ P . 8-4) 。 

⑦ [FTP アップ□—ドテスト] 

[実行]をク U ックすると、入力済みの設定値に対して 
アップ□ー ドテストを行います。このとさ、設定値を 
「適用」する必要はありません。 

パスワードは「適用」する前に[実行]をクリックして 
<ださい。 
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メール通報 


a 巧巧内容 

テキストのみ ▼ 

0メー/レサー'て一 G 3 文辛は内 


0 メールポート者ち 1—65535 

25 

d 差出人 メール アドレス （ From ) 

M G 3 ちすな内 


d 巧ホ メール アドレス （ To ) 

M 63 文ずな内 


a メール 夏註ホ式 

むし ▼ 

〇 まま 31 女をな内 


a 本文 255 ちをな内 


d メール 适巧テスト 



⑦棒題] 

メール送信時の表題を、31文字 Lil 内の ASCII 文字で入 
力します。 


⑧ [ホタ] 

メール送信時の本文（テキスト）を、255文字！;(内の 
ASCII 文字で入力します。テキストには「％」文字によ 
るパラメーター記述び可能です （ P . 8-4) 。 

⑨ [メール通報テスト] 

[実行]をク U ックすると、入力済みの設定値に巧して 
メール通報テストを行います。このとさ、設定値を「適 
用」する必要はありません。 


① 陋報内容] 

通報の内容を[テキストのみ]または[テキストと映像] 
から選択します。 [アップ □-ドの動作]を [アップ □- 
ド無効]にした場合、[テキストと映像]は[適用]できま 
せん。 


パスワードは「適用」する前に[実行]をク U ックして 
<ださい。 


② [メールヴーパ’一] 

SMTP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力し 
ます （63 文字内）。 

③ [メールポート番号] 

SMTP サーバーのポート番号を入力します（工場出荷 

設定は [25]) 。 

④ [差出人メールアドレス ( From )] 

メール発信するアドレスを設定します （63 文字じ I 内）。 

⑥ [宛先メールアドレス ( To )] 

メール受信するアドレスを設定します （63 文字じ(内）。 

⑧ [メール認証方式] 

メール認証ち式を、[なし ]、 [POP before SMTP ] 、 
[ SMTP - AUTH ] から選択します。 

送信先 SMTP サーバーの認証ち式に合わせて設定して 
<ださい。 



[ユ ーヴー名]、 [パ スワード]、 [POP ヴーバ ー] 
メール認証方式を [POP before SMTP ] にした場 

合、認証に必要なユーヴー名とパスワード 、 POP 
サーバーのホスト名または IP アドレスを入力しま 
す。 



[ューヴー名]、[パスワード] 

メール認証ち式を [ SMTP - AUTH ] にした場合、認証 
に必要なユーヴー名とパスワードを入力します。 
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[ヴーパー] 

映像ヴーパー、才ーデイオヴーパー、 HTTP ヴーパーの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 映像 ヴーバー 

カメラからの映像配信について設定します。 

• オーディオヴーバー 

音声の送受信について設定します。 

• HTTP ヴーバー 

認証方式や HTTP ポートや Web ページ配信につい 
て設定します。 


映像 サーパー 


け垣スクライアントな 0-30 

30 

けちスが W 巧待ちない 3 0 

30 

〇 を大巧援時巧<巧） 0-65535 

0 

けカメラが》巧巧（巧） 1~3 G 00 

20 


① [最大クライアント数] 

カメラに同時に接続できるクライアント数の最大値を 
設定します。最大30クライアントまで設定でさます。 

0のとさは、管理者外の接続は禁止されます。 

② [最大制御権待ち数] 

ビューワーからカメラ制御権の要求を受け付けるクラ 
イアント数を設定します。最大数は30で、〇〜30の整 
数を入力します。0のときは、管理ちじ I 外のカメラ制御 
は禁止されます。 

③ [最大接続時間巧少）] 

個々のクライアントびカメラに接続できる時間を秒単 
位で設定します。最大は65535秒で、〇〜65535の整数 
を入力します。0のとさは、接続時間は無制限となりま 
す。 

④ [カメラ制御時間（秒）] 

ビューワーからカメラ制御びでさる最大時間を設定し 
ます。最大は3600秒で、1〜3600の整数を入力します。 

才ー デイ オサーパー 



① [カメラか！ 5 の音芦送信] 

[送信する]を選択すると、カメラに取り付けたマイクの 
音声を VB - M 700/600ビューワーに送信できます。 

② [入力音量] 

カメラに接続したマイクの入力音量を、1〜100の範囲 
で設定します。値び大きいほど、入力音量は大きくなり 

On 9 〇 

③ [無音検出] 

[検出する]を選択すると、音声び無音になったとさ、音 
声データの送信を一時的に停止します。これにより使用 
するネットワークの負荷を減らすことびでさます。 

④ [ビューワーか！ 5 の音芦受信] 

[受信する]を選択すると、同捆の RM 丄 ite ビューワーか 
ら受信した音声を、カメラに取り付けたアンプ付さス 
ピーカーで出力でさます。 

⑥ [出力音量] 

カメラに接続したスピーカーの出力音量を、1〜100の 
範囲で設定します。値び大きいほど、出力音量は大きく 
なります。 

⑧[エコーキャンセラー] 

[使用する]を選択すると、マイクとスピーカーの間で発 
生する エコーを 防ざます。 

⑦ [音芦入カモード] 

マイクの入力を設定します。[ライン-イン]、[マイク • 
イン（ダイナミックマイク）]、[マイク•イン（コンデン 
ヴーマイク）]から選択します。 

-音芦送信 
•入力音量 
-無音検出 

-エコーキャンセラー 
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ま意 


〇 

指示 


マイクの仕様に合わせて、ライン•インと 
マイク-インを設定ページか5切り換えて 
ご使用ください （ P . 5-17) 〇 
間違えて使用した場合、カメラやマイクの 
故障の原因になりますので、正しく設定し 
て < ださい。 


④ [Web ぺージのグ□—バルアドレス] 

ルーターの NAT 機能を利用して固定のグ□ーバルアド 
レスをカメラに割り当てて利用するような場合、ここに 
グ□ーバルアドレスとポート番号を設定してください。 
[ IPv 4 アドレス]を選択した場合は、 [ IPv 4 アドレス]欄 
に指定された IP アドレスを入力します。[ホスト名]を 
選択した場合は、[ネットワーク]の [ DNS ] で指定した 
ホスト名び使用されます。 [ DNS ] で必要な設定を行つ 
て < ださい （ P . 5-6) 。 


國重要 

使用されるマイクの特性で、音量-音質などび変化する場合び 

あります。 

• 音量検知を設定した後に、[入力音量]や[エコーキャンセラー] 
の設定を変更した場合は、検知設定を見直してください。 

• カメラの音声出力端子から音声を出力するには、 RM-Lite 
ビューワーから音声を送信してください。 VB ビューワー/管 
理者ビューワーからは音声を送信でさません （ P .1-7) 。 

• カメラに接続するスピーカーはアンプ付さのちのをご利用く 
ださい （ 『設置ガイド』の「音声入出力端子」）。 

• [エコーキャンセラー]で[使用する]を選択すると、音質や音 
量に影響を及ぼす可能性びあります。設置環境や使用ち法に 
あわせ、必要に応じてご利用ください。 

• 音声を送信する際には『設置ガイド』の「音声入出力端テ」 
内の「重要」をよくお読み<ださい。 


國重要 

• [ HTTP ポート番号]または [ HTTPS ポート番号]の設定を変 
要する場合は、起動中の Web ブラウヴーからカメラに接続で 
さなくなる可能性びあります。 U 再起動項目]再起動び必要と 
なる項目の設定」の「重要」 （ P . 5-31) に記載しているを意事 
項を事前にご確認ください。 

• [ Web ぺージのグ□-バルアドレス]で [ IPv 4 アドレス]を選 
択した場合は、 [ IPv 4 アドレス （ Web ぺージのグ□-バルアド 
レス）]と[ポート番号（同）]の両方を必ず設定してください。 
[ホスト名]を選択した場合は、[ネットワーク]設定ページの 
[ DNS ] の[ホスト名]も必ず設定してください。 


HTTP サーパー 


け贾註モ巧 

日 asic 認隱正 

▼ ■ 

け HTTP ポート番号 80,102 4—65535 

80 

■ 

み HTTPS ポートホち 443,10 24—65535 

443 ■ 

〇 Web ページのヴローバルアドレス 

IPv 4 アドレス 

▼ 

、 IPv 4 アドレス （ Web ページのヴローバ 
W ルアドレス） 


1 ボート呑ち （ Web ページのヴローバ 

W ルアドレス） 1~65535 



① [認証方式] 

HTTP サーバーで使用する認証方式を [ Basic 認証]ま 
たは [ Digest 認証]から選択します。 

② [HTTP ポート番号] 

HTTP ポート番号を、80、1024〜65535の範囲で設定 

しよ9 〇 

通常は [80] (工場出荷設定）を利用します。 

③ [HTTPS ポート番号] 

HTTPS ポート番号を、443、1024〜65535の範囲で 

設定します。 

通常は [443] (工場出荷設定）を利用します。 
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[イベント] 

映像バッファ、音■検知、音声再生、タイマーの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 映像バッファ 

映像ノ くッファに映像を一時保存する際の設定を行 
います。 

• 音■検知 

音量検知時の動作を設定します。 

• 外部デバイス入力 

外部デバイス入力によるイベント時の動作につい 
て設定します。 

• タイマー 

タイマーイベントの設定をします。 

• 再生音ファイル登録 

再生音として登録する音声ファイルについて設定 
しふ 9 〇 


映像バッファ 


d フレームレート1〜10 

1 

けイベントなバッファ（かを） 0—100 

0 

けイベント巧バッファ（れ致）い100 

0 


① [フレームレート] 

映像ノ くッファに、イベントび発生したときの映像を一時 
保をする際のフレームレートを設定します。 

② [イベント前バッファ（枚数）] 

イベント発生からさかのぼって一時保をする映像の枚 
数を設定します。 

③ [イベント後バッファ（枚数）] 

イベント発生後に一時保をする映像の枚数を設定しま 
す。 

圏重要 

• 映像バッファの最大容量は、約 6 MB です。 

映像サイズを大さく設定している場合、フレームレート、イ 
ベント前バッファ、イベント後バッファび、設定通り実行で 
さない場合びあります （ P . 5-19) 。 

• 設定通りバッファび実行できない場合、イベント□グ （ P . 5- 
32) にメッセージび表示されます。 

イベント□グにメッセージび表示されていないことをご確認 
のうえ、ご使用ください （ P . 5-32)。 


音量巧知 


a さをなおイベント 

ほ巧する 

▼ 

0 なかま件 

を準音量レベル W 上 

▼ 

ぶ を華音量 レベル0~100 

50 

d な巧 美 件の巧疫時巧（巧） 

0 

0 ON イベント時のめ巧 

をか 

▼ 

々 OFF イベント巧のめ巧 

無か 

▼ 

0アッ ブロード 

実巧しない 

▼ 

ぶメール适巧 

実巧しむい ▼ 


① [音量検知イベント] 

音量検知イベントを[使用する]または[使用しない]か 
ら選択します。 

② [検知条件] 

音量検知イベントを発生する条件を[基準音量レベル 
上]または[基準音量レベル！;(下]から選択します。 

③ [基準音量レベル] 

検知の基準となる音量レベルを、〇〜100の範囲で設 
定します。 

音量レベルは、実際にテストを行ったうえで、数値を設 
定してください。 

④ [検知条件の継続時間（秒）] 

検知条件の継続時間を、〇〜10 (秒）の範囲で設定しま 
す。検知条件を満たした状態び継続時間 Lil 上続いた場合 
に、 ON イベントび発生します。 

⑥ [ON イベント時の動作] 

ON イベント時の動作を選択します。[有効]を選択する 
と、イベント発生 （ ON イベント）時に、⑦ [アップ □- 
ド]と⑧[メール通報]の設定に従った処理を実行しま 
す。 

⑧ [OFF イベント時の動作] 

OFF イベント時の動作を選択します。[有効]を選択す 
ると、イベント終了 （ OFF イベント）時に、⑦ [アップ 
□ー ド]と⑧[メール通報]の設定に従った処理を実行 
しよ9 〇 

⑦ [ァップ□ー ド] 

アップ□ー ドの動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、音量検知イベントびあるときに、アップ□-ドを 
実行します。また、使用するためには [アップ □ー ド]メ 
ニューの [アップ □-ド全般]サブメニュー、および 
[ HTTP アップ□ー ド]または [ FTP アップ□ー ド]サブ 
メニューの設定も必要です （ P . 5-14) 。 
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⑧ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、音量検知イベントびあるときに、メール通報を実 
行します。また、使用するためには [アップ □ード]メ 
ニューの[メール通報]ヴブメニューの設定ち必要です 

( P . 5-16) 〇 

國重要 

• 音声ファイル再生時と RM - Lite ビューワーからの音声送信時 
は、一時的に音量検知機能び無効になります。 

• 音量検知機能と外部デバイス出力との連動はでさません。 

• 音量検知のを意事項については、「安全にお使いいただくため 
に」の「インテリジェント機能、および同捆のネットワーク 
ビデオレコーディングソフトウェア RM 丄 ite の使用上のを 
意」 （ P . ix ) を参照してください。 


か部デバイス入力 



① [外部デバイス入カイベント] 

外部デバイス入カイベントを[使用する]または[使用 
しない]から選択します。 

② [入力の入/切の反転] 

外部デバイスの入力の ON / OFF を[反転する]または 
[反転しない]から選択します。[反転する]を選択する 
と、外部デバイスから ON 入力びあったときに OFF イべ 
ントび発生します。 

③ [ON イベント時の動作] 

ON イベント時の動作を選択します。[有効]を選択する 
と、イベント発生 （ ON イベント）時に、⑥ [アップ □- 
ド]と⑥[メール通報]の設定に従った処理を実行しま 
す。 

④ [OFF イベント時の動作] 

OFF イベント時の動作を選択します。[有効]を選択す 
ると、イベント終了 （ OFF イベント）時に、⑥ [アップ 
□ー ド]と⑧[メール通報]の設定に従った処理を実行 
しふ 9 〇 


⑥ [アップ □- ド] 

アップ□ー ドの動作を選択します。[実行する]を選択 
すると、外部デバイス入カイベントびあるときに、アッ 
プ□ー ドを実行します。また、使用するためには [アッ 
プ□-ド]メニューの [アップ □-ド全般]ヴブメ 
ニュ ー 、および [HTTP アップ□-ド]または [FTP アッ 
プ□ー ド]サブメニューの設定も必要です （ P . 5-14) 。 

⑧ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、外部デバイス入カイベントび[使用する]のとき 
に、メール通報を実行します。また、使用するため 
には [アップ □-ド]メニューの[メール通報]ヴブメ 
ニューの設定も必要です （ P . 5-16) 。 

⑦ [ON イベント時の音芦再生] 

ON イベント時の音声再生の動作を選択します。[再生 
する]を選択すると、外部デバイスから ON 入力びあっ 
たとさに、[再生音]で指定した音声を再生します。 

⑧ [OFF イベント時の音芦再生] 

OFF イベント時の音声再生の動作を選択します。[再生 
する]を選択すると、外部デバイスからの入力び OFF に 
なったとさに、[再生音]で指定した音声を再生します。 

⑨ [再生音] 

再生する再生音を選択します。再生音の登録は、 P . 5- 
21をご参照ください。 

⑩ 肯司 

再生音の音量を1〜100の整数の間で設定します。値び 
大さいほど音量は大さくなります。 


タイマー 


d タイマーイペント設定1 

ぼ用する 

> 

み巧妃時刻 hh:mfn 

00:00 

a 探り巧し設定 

保用する 

- 

0撰り巧し巧巧 

1巧 

- 

0探り巧し回巧1〜65535 

1 

a タイマーイペント設ぞ2 

棵巧しない 

- 

0タイマーイペント記を3 

巧用しなし、 

▼ 

a タイマーイペント設ぞ4 

席巧しなし、 

- 

a アップロード 

美巧しない 

▼ 

a メール巧巧 

実行しない 

- 


① [タイマーイベント設定] 

タイマーイベントを[使用する]または[使用しない]か 
ら選択します。 

② [開始時刻] 

タイマーイベントの開始時刻を、24時間制で設定しま 
す。 

③ [繰り返し設定] 

[使用する]を選択した場合、④[繰り返し間隔]、⑥[繰 
り返し回数]の設定に従ってタイマーイベントび発生 
します。 
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[イベント]映像バッファ、音量検知、音声再生、タイマーの設定 


④ [繰り返し間隔] 

アップ□ー ドとメール通報動作の繰り返し間隔を、 

[1 秒] [5 秒] [10 秒] [30 秒][1分] [5 分] [10 分] [15 分] 

[ 2 〇分] [30 分][ 1 時間] [3 時間] [6 時間][じ時間]から 

選択します。 

⑥ [繰り返し回数] 

アップ□ー ドとメール通報を繰り返す回数を、1〜 
65535の範囲で設定します。 

⑥ [アップ □— ド] 

アップ□ー ドの動作を選択します。[実行する]を選択 
すると、設定した間隔でアップ□-ドを実行します。ま 
た、使用するためには [アップ □ー ド]メニューの [アッ 
プ□-ド全般]ヴブメニュー、および [ HTTP アップ □- 
ド]または [ FTP アップ□-ド]ヴブメニューの設定も 
必要です （ P . 5-14) 〇 

⑦ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、タイマーイベントび[使用する]のときに、メー 
ル通報を実行します。また、使用するためには [アップ 
□ —ド]メニューの[メール通報]ヴブメニューの設定 
ち必要です ( P . 5-16)。 

固重要 

[タイマーイベント設定]は、 24 時間周期で繰り返し動作します。 
複数のタイマー有効時間び重複した場合は、[開始時刻]び遅い[夕 
イマーイベント設定]による動作に切り換わり、それ前に実行 
していたタイマーイベントは、翌日の開始時刻まで停止します。 


再生音ファイル営録 



① [参照 ファイル] 

再生音として登録する音声ファイルを指定後、[追加] 
をク U ックします。 

② [再生音名] 

再生音として登録する音声ファイルに名前を設定しま 
す （15 文字じ1内）。空欄にして適用した場合には、再生 
音び削除されます。登録済みの音声を削除するには、削 
除したい再生音名の横にある[削除]をク U ックしま 
す。 

胃メモ 

設定できる音声ファイルは、再生時間び20秒まででファイル形式 

び r . wav 」 （い- law PCM 8 bit 。 ヴンプ U ング周波数8000 Hz 、 モ 

ノラル）のみです。 
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[アクセス制御]ユーザーのアクセス権の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 登録 ユーザー アカウント 

カメラへ接続できるユーヴーを登録します。 

• ユーザー 権限 

登録ユーヴーと一般ユーヴーの権限を設定しま 
す。 

• IPv 4 ホストアクセス制限 

IPv 4 のアクセスを許可するホストと制限するホス 
卜を指定します。 

• IPv 6 ホストアクセス制限 

IPv 6 のアクセスを許可するホストと制限するホス 
卜を指定します。 


登録 ユーザー アカウント 



① [ユーザー名]、[パスワード] 

ユーヴー名とパスワードを入力し、[追加]をク U ック 
すると、ユーヴー U ストに登録ユーヴーを追加します。 
ユーヴー名には15文字 Lil 内（半角）の A - Z 、 a - z 、 0-9、 
-、_、の文字び使用でさます。 

パスワードには6〜15文字 • LU 内（半角）の ASCII 文字 
(スペースまたは印字可能文字）び使用できます。 

② [ユーザーリスト] 

登録されたユーヴーの U ストを表示します。これらの 
ユーヴーに対してユーヴー権限を設定でさます。管理者 
( root ) 外に、最大50ユーヴーまで登録できます。 

また、ち側の ▲ ▼ボタンでユーヴーの並び順を切り換 
えることびでさます。 

ユーヴーを削除する場合は、ユーヴー U ストからユー 
ヴーを選択して、[削除]をク U ックします。 


ユーザー 権限 



[特権カメラ制御]、[一般カメラ制御]、[映像配信]、[音芦 
配信] 

登録ユーヴーと一般ユーヴーのユーヴー権限を設定し 
ます。それぞれに対して、利用を許可する項目にチエッ 
クを入れてください。 

国メモ 

登録ユーヴーは 一 般ユーヴーよりも上位の権限となります。 
詳しくは、「7章」の「ユーヴー権限とカメラ制御権」 （ P . 7-2) を 
参照して < ださい。 

IPv 4 ホストアクセス制限 



① [ホストアクセス制限の適用] 

IPv 4 ホストアクセス制限の使用を「適用しない」また 
は「適用する」から選択します。 

② [デフオルトポリシー] 

IPv 4 ホストアクセス制限を適用する場合のデフオルト 
ポ U シーを[アクセスを許可する]または[アクセスを 
禁止する]から選択します。 
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[アクセス制御]ユーザーのアクセス権の設定 


③ [ネッ トワークア ドレス/サブネット] 

アクセスを許可するホストと制限するホストの設定を 
U ストにして、それぞれに対して IPv 4 アドレスのアク 
セスを「許可」または「禁止」の設定をします。 

ヴブネットを指定してネットワーク単位、またはホスト 
単位でのアクセス制限を設定でさます。 

アクセスを禁止した場合は、すべてのポートに対するア 
クセスび制限されます。 

國重要 

• HTTP 接続でプ□キシサーバー経由のアクセスを禁止するに 
は、プ□キシサーバーのアドレスを設定する必要びあります。 

• 誤ったホスト制限設定を行うと、設定ページへのアクセス自 
体び禁止され、工場出荷設定に戻す外に復旧する手段びな 
くなることびあります。 

胃メモ 

同じアドレスび設定された場合、 IJ スト上位の設定び適用されま 
す。 

IPv 6 ホストアクセス制限 



① [ホストアクセス制限の適用] 

IPv 6 ホストアクセス制限の使用を「適用しない」また 
は「適用する」から選択します。 

② [デフオルトポリシー] 

IPv 6 ホストアクセス制限を適用する場合のデフオルト 
ポ U シーを[アクセスを許可する]または[アクセスを 
禁止する]から選択します。 


③[プレフイツクス/プレフイツクス長] 

アクセスを許可するホストと制限するホストの設定を 
U ストにして、それぞれに対して IPv 6 アドレスのアク 
セスを[許可]または[禁止]の設定をします。 

プレフイツクス長を指定してネツトワーク単位、または 
ホスト単位でのアクセス制限を設定でさます。 
アクセスを禁止した場合は、すべてのポートに対するア 
クセスび制限されます。 
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[IPsec] IPsec の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• IPsec 設定方法 

IPsec の設定方法について設定します。 

• 自動鍵交換の設定 

自動鍵交換について設定します。 


• IPsec セット 

自動鍵交換または手動設定で、最大5つの通信相手 
の IPsec を設定でさます。 


IPsec 設定方法 



け IPsec 設をモま 

自か巧で換 

▼ ■ 


① [IPsec 設定方法] 

IPsec を使用する場合の鍵設定を 「自動鍵交換」 または 
「手動設定」 から選択します。 


自動鍵交換の設定 


a IPsec SA 巧 号化アルゴリズム 

AES ->3 DES 

▼ 


〇 IPsec SA 置 11 アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 

▼ 


d IPsec SA ち 巧 巧 巧 （9) 10-1440 

480 ■ 

d ISAKMP SA 巧号化アルゴリズム 

AES ->3 DES 

- 


〇 ISAKMP SA 置註アルゴリズム 

SHA 1 

▼ 


け DH ヴルーブ 

ヴ ルー ブ 2 

▼ 


み ISAKMP SA をみ 巧 巧 （9) 10-1440 

480 - 


① [IPsec SA 暗号化アルゴリズム] 

IPsec SA の暗号化アルコ' U ズムを [ AES ->3 DES ] 、 
[ AES ->3 DES -> DES ] 、 [ AES ->3 DES->DES -> NULL ] 

から選択します。 

設定したアルゴ U ズムは、左側から順に確認され、使用 
可能な暗号化アルゴ U ズムび選択されます。 


⑥ [ISAKMP SA 認証アルゴリズム] 

自動鍵交換プ□トコル IKE で使用する SA 認証アルゴ U 

ズムを [ SHA 1] 、 [ SHA 1-> MD 5] から選択します。 

⑧ [DH グループ] 

自動鍵交換プロトコル IKE による鍵交換で使用する DH 
アルゴ U ズムで使用する鍵生成情報を[グループ 2] 、 
[グループ 2クグループ 1] から選択します。 

⑦ [ISAKMP SA 有効期間（分）] 

ISAKMP SA の有効時間を設定します（工場出荷設定は 

[480]) 。 


IPsec セット（自動鍵交換） 

IPsec セツトは1〜5まであり、各 IPsec セツトに1つの通 
信相手の IPsec 設定びでさます。 



① [IPsec セツトの使用] 

IPsec 設定セツトの使用を[使用しない]、 [ IPv 4 で使用 
する]、 [ IPv 6 で使用する]から選択します。 

② [IPsec 動作モード] 

IPsec の動作モードを [ トンネルモード]または [ トラン 
スポートモード]から選択します。 

③ [接続巧 IPv 4 アドレス]、[接続巧 IPv 6 アドレス] 

接続先の IP アドレスを入力します。 


② [IPsec SA 認証アルゴリズム] 

IPsec SA の認証アルコ ' U ズムを [ HMAC _ SHA 1_96] 、 
[ HMAC _ SHA 1_96 ク HMAC _ MD 5_96] から選択しま 

す。 

設定したアルゴ U ズムは、左側から順に確認され、使用 
可能な認証アルゴ U ズムび選択されます。 

③ [IPsec SA 有効期間（分）] 

IPsec SA の有効時間を設定します（工場出荷設定は 

[480]) 。 

④ [ISAKMP SA 暗号化アルゴリズム] 

自動鍵交換プ□トコル IKE で使用する SA 暗号化アルゴ 

U ズムを [ AES ->3 DES ] 、 [ AES ->3 DES -> DES ] から 

選択します。 


④ [送信元 IPv 4 アドレス]、[送信元 IPv 6 アドレス] 

送信元の IP アドレスを入力します。 

⑥ [1ド56(：プ0 トコル] 

使用する IPsec プロトコルを [ ESP ] 、 [ AH ] または 

[ ESP と AH ] から選択します。 

[ ESP ] を選択した場合は、 ESP に関連する設定項目の 
み入力します。 

[ AH ] を選択した場合は、 AH に関連する設定項目のみ入 
力します。 

[ ESP と AH ] を選択した場合は、すべての設定項目を入 
力します。 


5-24 














































[ IPsec ] IPsec の設定 


⑧[セキュリティゲートウェイの IP アドレス （ IPv 4/ IPv 6)] 
②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合、セキュ U ティゲートウェイの IP アドレスを設定 
します。 

⑦ [接続巧のサブネットマスク長 （ IPv 4)] 、 [接続巧のプレ 
フィックス長 ( IPv 6)] 

②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合のみ必要な設定です。 

IPv 6 を使用する場合、接続先のプレフィックス長は、 
16〜128の間で入力します。 

IPv 4 を使用する場合は、1〜32の間で入力します。 

⑧ [IKE 事前共有鍵] 

IKE (自動鍵交換）で使用する事前共有鍵を入力します 
(127 文宇!; I 内）。 

圏重要 

自動鍵交換を使用した通信中にカメラの再起動を行ラと、再起 
動後、接続エラーび発生する場合びあります。その場合は、再 
度接続を行ってください。 

胃メモ 

自動鍵交換を使用すると、カメラとの通信び開始するまでに、5〜 
10秒程度かかります。 

IPsec セット（手動設定） 

IPsec セットは1〜5まであり、各 IPsec セットに1つの通 
信相手の I Psec 設定びでさます。 



① [IPsec セツトの使用] 

IPsec 設定セツトの使用を[使用しない]、 [ IPv 4 で使用 
する]、 [ IPv 6 で使用する]から選択します。 


② [ IPsec 動作モード] 

IPsec の動作モードを [ トンネルモード]または [ トラン 
スポートモード]から選択します。 

③ [接続知 Pv 4 アドレス]、[接続知 Pv 6 アドレス] 

接続先の IP アドレスを入力します。 

④ [送信元 IPv 4 アドレス]、[送信元 IPv 6 アドレス] 

送信元の IP アドレスを入力します。 

⑥ [1ド56(：プ0トコル] 

使用する IPsec 7 a トコルを [ ESP ] 、 [ AH ] または 

[ESP と AH] から選択します。 

[ ESP ] を選択した場合は、 ESP に関連する設定項目の 
み入力します。 

[ AH ] を選択した場合は、 AH に関連する設定項目のみ入 
力します。 

[ESP と AH] を選択した場合は、すべての設定項目を入 
力します。 

⑧[セキュリティゲートウェイの IPv 4 アドレス]、[セキュ 
リティゲートウェイの IPv 6 アドレス] 

②の [IPsec 動作モード]を [ トンネルモード]に設定した 
場合、セキュ U ティゲートウェイの IP アドレスを設定 
しよ9 〇 

⑦ [接続巧のサブネットマスク長 （ IPv 4)] 、[接続巧のプレ 
フィックス長 ( IPv 6)] 

②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合のみ必要な設定です。 

IPv 6 を使用する場合、接続先のプレフィックス長は、 

16 〜 128 の間で入力します。 

IPv 4 を使用する場合は、 1 〜 32 の間で入力します。 

• ⑥の[1ド56(：プ0トコル]を [ESP] または [ESP と AH] 
に設定した場合、⑧ [SA ESP 暗号化アルゴリズム]〜 
⑩ [SA ESP SPI (受信）]の設定び必要になります。 

⑧ [SA ESP 暗号化アルゴリズム] 

ESP の暗号化アルゴリズムを、接続先の機器びヴポー 
卜している暗号化アルコ 'U ズムにあわせて、 [AES] 、 
[3DES] 、 [DES] 、 [NULL] から選択します。 

通常は [AES] または [3DES] での運用をお勧めしま 
す。 

⑨ [SA ESP 認証アルゴリズム] 

ESP の認証アルゴリズムを、接続先の機器びサポート 
している認証アルゴ U ズムにあわせて 

[ HMAC _ SHA 1_96] 、 [ HMAC _ MD 5_96] 、 [認証なし] 
から選択します。 

[ESP] のみを使用する場合、[認証なし]は選択でさま 
せん。 



5-25 


























































⑩ [SA ESP 暗号鍵（送信）] 

送信用 SA の暗号鍵を設定します。⑧び [ AES ] ならば 
128 bit . [3 DES ] ならば 192 bit 、[ DES ] ならば 64 b けに 

相当する16進数で設定してください。 [ NULL ] の場合 
は設定不要です。 

⑩ [SA ESP 認証鍵（送信）] 

送信用 SA の認証鍵を設定します。⑨び 
[ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 

[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 b けに相当する16進数で 

設定してください。[認話なし]の場合は設定不要です。 

⑩ [SA ESP SPI (送信）] 

送信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。 

⑩ [SA ESP 暗号鍵（受信）] 

受信用 SA の暗号鍵を設定します。 

⑧ び [ AES ] ならば 128 bit 、[3 DES ] ならば 192 bit 、 
[ DES ] ならば 64 bit に相当する16進数で設定してくだ 
さし、 [ NULL ] の場合は設定不要です。 

®[SA ESP 認証鍵（受信）] 

受信用 SA の認証鍵を設定します。 

⑨ び [ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。[認証なし]の場合は設定不要です。 

⑩ [SA ESP SPI (受信）] 

受信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。設定値 
は SA を識別するための ID 番号として使用されるので、 
受信用の SPI として、他の ESP の SPI と同じ値を指定し 
ないようにごを意ください。 


⑩ [SA AH 認証鍵(受信)] 

受信用 SA の認証鍵を設定します。 

颇び [ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 b けに相当する16進数で 

設定してください。 

@ [SA AH SPI (受信)] 

受信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。設定値 
は SA を識別するための ID 番号として使用されるので、 
受信用の SPI として、他の AH の SPI と同じ値を指定し 
ないようにご注意ください。 

圏重要 

• カメラを IPsec で運用するためには、あらかじめ通信相手や 
ネットワークの設定び必要です。これらの設定についてはシ 
ステム管理者にお問い合わせください。 

• [ IPsec ] メニユーで設定を変更する場合は、起動中の Web ブ 
ラウヴーからカメラに接続でさなくなる可能性びあります。 
r [再起動項目]再起動び必要となる項目の設定」の「重要」 （ P . 
5-31) に記載しているを意事項を事前にご確認ください。 

国メモ 

IPsec 使用時は、映像配信性能び低下します。 


• ⑥の[1ド560プ〇トコル]を [ AH ] または [ ESP と AH ] に 
設定した場合、颇 [SA AH 認記アルゴリズム]〜 
翅 ) [SA AH SPI (受信）]の設定び必要になります。 

⑩ [SA AH 認証アルゴリズム] 

AH の認証アルゴ U ズムを、接続先の機器びサポート 
している認証アルゴ U ズムにあわせて、 

[ HMAC _ SHA 1_96] または [ HMAC _ MD 5_96] から 

選択します。 

⑩ [SA AH 認証鍵（送信）] 

送信用 SA の認証鍵を設定します。 

⑩び [ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 b けに相当する16進数で 

設定してください。 

⑩ [SA AH SPI (送信)] 

送信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。 
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[ SSUTLS ] HTTP 通信の暗号化の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 証明書 

SSL/TLS 証明書を作成します。 

• 証明書の管理 

SSL/TLS 証明書を管理します。 

• 暗号化通信 

暗号化通信の使用を設定します。 


証明書 


a 白己註巧まの巧ぶ 

1 

a 註巧まの巧货 

インストールされています 

4 国を （ C ) はを 

JP 

A 巧适巧みを （ ST) 

M 128 まをな内 

Tokyo 

a 市区 町 巧を （ L) 128 文をな内 

Ohta-ku 

〇 巧巧を （ 0) 64 ちをな内 

Canon Inc. 

g 巧 as 単位を （ OU) 

M 64 ちをな内 

Network Camera Div 

々一おを （ CN) 64 文をは内 

Canon Inc. 

ぶを巧期巧巧た日 yyyy/mm/dd 

2011/04/01 

夕ち巧巧!巧巧了日 yyyy/mm/dd 

2012/03/31 


① [自己証明書の作成] 

次の各項目の入力を終えた後、[実行]をク U ックする 
と、自己証明書の作成を行います。メッセージに従って 
システムを再起動してください。作成された証明書は、 
再起動後に有効になります。 

国メモ 

証明書の作成には時間びかかるため、映像配信やアップ□ー ドな 
どの処理は停止することをお勧めします。 

② [証明書の状態] 

証明書びインス!-ールされていない場合は、「インス 
I -ールされていません」と表示され、証明書をインス 
I -ールした場合は、「インス!-ールされています」と表 
示されます。 

③ [国名 （ C )] 

国名コードを入力します。 

④ [都道府県名 （ ST )] 、[市区町村名 （ L )] 、[組織名 （0)] 、 
[組織単位名 （0 U )] 、[一般名 （ CN )] 

都道府県名、市区町村名、組織名、組織単位名、一般名 
を ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）で入力し 
ます。一般名（必須）には、 FQDN 形式のホスト名など 
を設定します。 


⑥[有効期限開始曰]、[有効期限終了曰] 

作成する証明書の有効期限を 2001/01/01 〜 2031/12/31 
の範囲で設定します（自己証明書の作成時は必須）。 

圏重要 

自己証明書はセキュ U ティ上、動作テストなど完全なセキュ U 
ティび確保されていなくてち問題ない場合に使用することを推 
奨します。システム運用時には、 CA 局から発行される証明書 
を取得し、インス!-ールしてください。 


証明書の管理 


a 罰巧ま吾を妄ボのをぶ 


ぶ罰巧ま吾ををお内ををを 


a ブーバー罰■月まのインストール 

I き照I 


a 中巧 CAR 巧まのインストール 

I き照I 

I 

a 訝巧まの削除 


0ヴーバー訝巧ま内を表を 


a 自己 cAii 巧ま 


ぶバックアッブ 


d リストア 

11 き照 I 

1 ■ 


① [証明書署名要求の生成] 

[実行]をク U ックすると、サーバー秘密鍵、自己認証局 
秘密鍵を作成し、証明書署名要求の生成を行います。処 
理び終わると、別ウィンドウに証明書署名要求び表示さ 
れます。 

国メモ 

証明書署名要ホの生成には時間びかかるため、映像配信やアップ 
□-ドなどの処理は停止することをお勧めします。 

② [証明書署名要求内容表示] 

[実行]をク U ックすると、証明書署名要求の内容び表示 
されます。 

③ [ヴーバー証明書のインストール] 

ヴーパ'-証明書をインス I ルします。[参照]でイン 
ス I -ールする証明書ファイルを選択して、[実行]をク 
U ックします。インス!-ールした証明書は、再起動後に 
有効になります。 

④ [中間 CA 証明書のインストール] 

中間 CA 証明書をインス I -ールします。[参照]でインス 
I -ールする証明書ファイルを選択して、 [ 実行]をク 
U ックします。インス!-ールした証明書は、再起動後に 
有効になります。 






































⑥ [証明書の削除] 

[実行]をク U ックすると、証明書を削除します。ただ 
し、 SSL 通信を行う設定になっていると証明書の削除 
はでさませんので、 [ SSL 通信]を[使用しない]に設定 
してから実行してください。なお、削除は、再起動後に 
有効になります。 

⑧ [サーバー証明書内容表示] 

[実行]をク U ックすると、証明書の内容び表示されま 
す。 

⑦ [自己 CA 証明書] 

SSL 通信のテストなどの目的で使用しますび、通常は 
使用しません。 


⑧ [バックアップ] 

[実行]をク U ックすると、証明書と秘密鍵のバックアッ 
プを行います。 SSL 通信でのみ行えます。 

⑨ [リストア] 

バックアップされている証明書と秘密鍵をインス I -一 
ルします。[参照]でバックアップファイルを選択し 
て、[実行]をク U ックします。 SSL 通信でのみ行え、再 
起動後に有効になります。 

B 音号化通信 


ぶ SSLii 信 


u ま巧する 


3 ■ 


① [SSL 通信] 

SSL 通信の設定を[使用しない]または[使用する]から 
選択します。設定は再起動後に有効になります。 

ただし、証明書びインス I -ールされていない場合 、 SSL 
通信の設定を[使用する]に変更でさません。 

国メモ 

• SSL 鍵生成には15分！;(上かかる場合びあります。 

• SSL 通信時は、映像配信性能び低下します。 

• カメラにインス I ルされる証明書の種類によっては、 Web ブ 
ラウヴーび証明書を受け入れるかどラかのダイア□グを表示 
することびないため、接続でさないことびあります。 
この場合には CA 局の証明書を Web ブラウヴーに登録してく 
ださい。 
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[メモリーカード ] SD メモリーカードの各種操作や設定 


ここではなの設定びでさます。 

• SD カードの操作 

SD メモ U —力ードの操作を行います。マウント状 
態とアンマウント状態とで表示項目び異なりま 
す。 

• SD カードの情報 

SD メモ U —力ードの情報を表示します。 


SD 力ードの操作（アンマウント状態) 



① [マウント/アンマウント] 

アンマウント状態のとさは、[マウント実行]び表示さ 
れます。[マウント実行]をク U ックすると 、 SD メモ 
リーカー ドびマウントされます。 

胃メモ 

SD メモ IJ ーカード、 SDHC メモ IJ ーカードを使用でさます。 SD 
メモ IJ ーカードをカードス□ットにセットした場合は、自動的に 
マウントされます。また、起動時にカメラに SD メモ IJ ーカード 
びセットされている場合も、自動的にマウントされます。 

SD メモ IJ ーカードの出し入れの操作は、『設置ガイド』の rsD 
メモ IJ 一力ードご利用の場合」を参照してください。 

證 

② [動作設定] 

SD メモ U —カードへの書き込み動作を、[□グを保を 
する]または[□グと映像を保をする]から選択します。 
[□グと映像を保をする]を選択した場合、アップ□ー ド 
時にネットワークに異常び発生したとさの映像を、フ 
レームレート1 fps ([映像] ( P . 5-12) で設定されてい 
る映像サイズと映像品質）で SD メモ U —カードに保を 
でさます。 

③ [フオーマット] 

[実行]をク U ックすると 、 SD メモ U —カードのフオー 
マツトび行われます。 


SD 力ードの操作（マウントが態) 



① [マウント/アンマウント] 

マウント状態のとさは、[アンマウント実行]び表示さ 
れます。[アンマウント実行]をク U ックすると 、 SD メ 
モ U —力ードびアンマウントされます。 

圏重要 

カメラの電源をオフにする場合や、 SD メモ IJ 一力ードを取り出 
す場合は、必ずアンマウント処理を行ってください。アンマウ 
ントしていない場合、管理ファイル異常となることや、 SD メモ 
U —カードへのアクセスびできなくなることびあります。 

② [動作設定] 

「 SD カードの操作（アンマウント状態）」の②[動作設 
定]と同様です。 

③ [映像の削除] 

[実行]をク U ックすると 、 SD メモ U —カードの映像を 
削除します。削除中は、[実行]のもにインジケーターび 
表 7 J \ されます。 

国メモ 

• 映像の削除には、10分1^(上かかる場合びあります。 

• 映像の削除には時間びかかる場合びあるため、映像配信やアッ 
プ□ードなどの処理は停止することをお勧めします。 

④ [映像管理情報の再作成] 

[実行]をク U ックすると、映像管理情報の再作成を行い 
ます。 

再作成中は、[実行]のちにインジケーターび表示され、 
この間 SD メモ U —力ードにアクセスでさません。 

国メモ 

• 映像管理情報の再作成には20分！;^上かかる場合びあります。 

• 映像管理情報の再作成には時間びかかる場合びあるため、映像 
配信やアップ□ー ドなどの処理は停止することをお勧めしま 
す。 
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国メモ 

• SD メモ U —力ードに保をされたファイルへのアクセスち法は、 
「 SD メモ U - 力ードのアクセスについて」 （ P . 8-2) を参照して 
ください。 

• SD メモ IJ ーカードに映像を蓄積でさる枚数の上限は、10万枚 
です。 

• SD カードの空さ領域びないとさや蓄積枚数び上限に達した場合、 
新しいファイルは保をされません。 

① [SD 力ードの認識] 

SD メモ U —カードの状態を表示します。 [SD カードび 
入っていません]、[マウントされていません]、[マウン 
卜されています]の 3 つの状態びあります。 

② [SD カードの操作状態] 

SD メモ U —カードの操作の状態を表示します。次の 3 
つの状態びあります。 

• 「操作可能」：各種操作を実行でさる状態。 

• 「映像管理情報を再作成中」：映像管理情報の再作成 
び行われています。他の操作はでさません。 

• 「映像削除中」：映像を削除しています。他の操作は 
でさません。 

③ [映像管理情報の状態] 

映像管理情報の状態を表示します。次の2つの状態びあ 
ります。 

• 「正常」：映像管理情報は正常です。 

• 「映像管理情報の再作成び必要」：管理ファイルび壊 
れているか、保をされている映像と管理ファイルと 
の整合性びとれていない状態です。映像管理情報の 
再作成び必要です。 

④ [映像保存] 

SD メモ U —力ードへの映像の保存の可/不可を表示し 
9 〇 

• [保を可]: SD メモ U —カードへ保をび可能です。 

• [保存不可]: SD メモ U- 力ードへの保をびでさませ 
ん。この場合、 SD メモ U —力ードびマウントされて 
いない、映像ファイル数び上限に達している、映像 
管理ファイルび壊れている、書さ込み禁止状態に 
なっているなどの理由び考えられます。 

⑥ [SD 力ード容量 (KB)] 

SD メモ U —力ードの容量を表示します。 

⑧[使用容量 （KB)] 

SD メモ U —力ードの使用容量を表示します。 

圏重要 

SD メモ IJ ーカードに記録された情報内容は、「個人情報」に該 
当する場合びあります。カメラび廃棄、譲渡、修理などで第兰 
者に渡る場合には、その取り扱いに十分にを意してください。 


SD 力ードの情幸民 


a SD カードの 置 巧 

マウントされてし、ます 

け SD カードの抹巧巧態 

悚巧巧お 

a か巧を巧な親のが態 

正巧 

d 歧巧は巧 

巧巧す巧 

み SD カード容置 （ KB ) 

1984640 

み ほ巧容量 （ KB ) 

1019360 
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[再起動頃目]再起動が必要となる頃目の設定 


ここでは設定の変更を行った際、再起動び必要となる 
次の項目を集めています。 

• LAN 、 IPv4 、 IPv6 、 H.264 、 HTTP ヴーバー 



① [ LAN ] 

LAN インターフェース、最大パケットサイズなどの設 

定 （ P . 5-5) 

② [ IPv 4] 

IP アドレスなど、 IPv 4 の設定 （ P . 5-5) 

③ [ IPv 6] 

IPv 6 の使用についての設定 （ P . 5-6) 

④ [ H .264] 

H .264 での映像サイズやフレームレートについての設 

定 （ P . 5-12) 

⑥ [HTTP ヴーパ ’ 一 ] 

認証方式、 HTTP、HTTPS ポート番号の設定 （ P . 5-18) 


國重要 

ネットワークの接続に関わる設定で、起動中の Web ブラウヴー 
からカメラに接続でさなくなる可能性のある設定値を変更した 
場合、確認のダイア□グび表示されを意を促します。 

変更した設定を適用する場合は、 [0K] をク U ックしてくださ 
し)。 

設定変更によつてカメラび再起動したあと、カメラに再接続で 
さない場合びあります。このとさ、カメラに再接続するための 
URI の候補びあれば表示されます。 

カメラに再接続する場合は、表示された URI をお試しください。 
表示された URI でカメラに接続でさない場合は、システム管理 
者にお問い合わせください。 

* [再起動項目]メニューで、ネットワークの接続に関わる設定は 
[LAN インターフェース]、[最大パケットサイズ]、 [IPv4 アドレ 
ス設定ち式]、 [IPv4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [IPv4 デ 
フオルトゲートウェイアドレス]、 [IPv6 の使用]、[自動設定]、 
[IPv6 アドレス（手動設定）]、[プレフィックス長]、 [IPv6 デフオ 
ルトゲートウェイアドレス]、 [HTTP ポート番号]、 [HTTPS 
ポート番号]です。 
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[メンテナンス] 

イベント□グや現巧の設定识お表示、メンテナンスの実巧 


ここでは次の項目を使用でさます。 

• 表示と実行 

カメラの設定の表示や初期化を行います。 


表示と実行 



① [□グを見る] 

カメラの動作および各種ビューワーなどとの接続の履 
歴を表示します。 

② [現在の設定を見る] 

現在の設定を一覧表示します。 

③ [再起動] 

カメラを再起動します。 

④ [初期設定に戻す] 

カメラの管理者パスワード、ネットワーク設定、曰付、 
時刻、タイムゾーン、 SSL 証明書、暗号化通信を除く 
すべての設定項目について、ユーヴーの設定値を破棄し 
て工場出荷設定に戻します。実行すると、自動的に再起 
動を行います。 


ま意 

0 

[初期設定に戻す]の実行中は、カメラの電 

源を絶対に切！5ないでください。電源を切 

禁止 

ると、正常に起動しなくなる場合びありま 


す。 


宜メモ 

• [初期設定に戻す]で、工場出荷設定の状態に戻す際には、現在 
の各設定値を控えた後に行ラことをお勧めします （P. 8-23) 。 

• IJ セットスイッチによってち工場出荷設定に戻すことびでさ 
ますび、カメラの日付と時刻(外すベての設定び工場出荷設定 
に戻るのでごを意ください （P. 8-22) 。 
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6 章 

■ 

管理 ツール 


□ プライバシーマスクの設定 
□インテリジェント機能の設定 
□ I □グの閲覧 
















管理ツールは、[プライバシーマスク設定ツール]、[インテ U ジェント機能設定ツール]、[□グビューワ ー] の各アプ U ケー 
シヨンで構成されています。ネットワークを通じて、遠隔からカメラの設定や動作状況の確認、□グ取得などび簡単に行え 
ます。 


管埋ツール ( P - 6-3) 


管理ツールのトップページです。ここから各ツールを起動 
でさます。 


ブライ! V シーマスク設定ツール 

( P . 6-4) 


見せたくない領域にプライバシーマスクを設定して、見え 
ないようにするツールです。マスクは8箇所まで設定でさ、 
さめ細かくプライバシーを保護でさます。 



インテリジェント機能設定ツール 

( P - 6-8) 


被写体び動< ことで 映像の一部に変化びあった場合、 その 
時点でアップ □ ー ド、ビューワーへの通知、□グの記録な 
どを行うインテ U ジェント機能を設定するためのツール 
です。条件を設定することで、「置さ去り」、「持ち去り」、 
「いたずら」などのイベントを検知させることもできます。 
カメラの映像を見なびら、検知領域の位置や大ささ、検知 
条件の設定などび行えます。 


□グビューワー ( P - 6-16) 


カメラに記録されている動作状況の□グを閲覧でさる 
ビューワーです。 



宜メモ 

Windows の〕ント□-ルパネルでの[地域と言語]の設定に関わ 
らず、数値のル数点は常に 1.1 で表示されます。また、日付は ryyyy / 
mnn / ddj または 「 mm / dd 」、 時刻は rhh : mm : ss 」 の形式で表示 
されます。 

* y 、 m 、 ん h 、 m 、 s はそれぞれ、年、月、日、時、分、秒を表します。 



音巧をピユづ1 i 淀1 トサが—お 1 

管理ツール 


taH ブライバシー 7 スウ段定ツール 

IP ^ ィン 刊ジか機ぉ設定ッ-ル 1 

□ヴビュ-ワ- 



管理ツールの概要 


h tlllhll |ltl 11 
IlflllHIil in II 

niiiiiiii! Ill II 
EEEiilllfifE 

11111111 illiillllE 
iiliiiiiiiiliiiilin 
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管理ツールにアクセスする 


カメラのさまざまな設定は、 Web ブラウヴーからカメラにアクセスして行います。まずはカメラのトップページにアクセ 
スしてください （ P . 4-2)。 

ユーヴー名とパスワードの入力については、 P . 4-3 を参照してください。 


宜メモ 

• 各管理ツールを初めて起動するとさは、ソフトウェアび PC に 
ダウン□ー ドされるまで、5〜10秒程度お待ちください。2回 
目からは素早く起動します。なお、 SSL 暗号通信でアクセスし 
ている場合は、さらにダウン□ー ドに時間びかかります (20 〜 
30秒程度)。 

• 各管理ツールは、同時に起動でさません。 


① [管理者ビュ ーワーへ] 

ク U ックすると管理者ビューワーび起動します。 

② [設定ぺージ へ] 

ク U ックすると設定メニューび起動します。 

③ [トップ ぺージ へ] 

ク U ックするとカメラのトップページに移動します。 

④ [管理ツール] 

各ツールのボタンをク U ックして、管理ツールを起動し 
ふ^ 〇 

なお、管理ツールのいずれかを最初に起動する際に認証 
画面び表示されますので、ユーヴー名とパスワードを入 
力して < ださい。 

固重要 

[管理ツール]を利用する PC には、 Canon Inc. 発行の証明書を 
登録しておく必要びあります。「4章カメラのトップページにつ 
いて」の「証明書の登録」 （P. 4-4) を参照して、セツトアップ 
CD-ROM に収録されている証明書を登録してください。 


管埋 ツールを 起動ずる 

①②③ 


管理 ツール 

Er ~| ブ5がシ-マスゥ設定ッ-ル 
iiA ロヴピュづ- 



イン刊ジ I ント機臨錠ツ-ル 
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プライバシーマスク設定ツール 


カメラ画像で、特定の領域び見えないようにプライバシーマスクをかけるツールです。 


カメラの映像を確認しなびら、8箇 
所までプライバシーマスクを設定で 
さます。 



プライバシーマスク設定ツールの表示画面について 



① 映像表示部 

現在のカメラ映像び表示されます。プライバシーマスク 
のサイズ変更-移動びでさます。 

② [画面サイズ切換]ボタン 

ボタンをク U ックするたびに、映像表示部のスク U —ン 
サイズび「320 x 240」または「640 x 480」に切り換わ 
ります。 

③ [逆光補正]ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使 
用すると効果びあります。 


④[カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P . 7-6) を参照してくだ 
さい。管理者ビューワーなど他でカメラ制御権び取得さ 
れていなければ、 フライ J (シーマスク設定ツールを起動 
した時点で、制御権び取得されます。 

⑥ [フォーカス] 

制御権を取得している場合に操作でさます。フォーカス 
の操作は、管理ちビューワーと同じです。詳しくは、 
「フオーカスを設定する」 （ P . 7-12) を参照してくださ 
い。 
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プライバシーマスク設定ツール 


⑧[スマートシェード補正] 

制御権を取得している場合に操作でさます。スマート 
シェード補正の操作は、管理者ビューワーと同じです。 
詳しくは、「スマートシェード補正を設定する」 （P. 7- 
12) を参照してください。 

⑦ 登録済みプライバシーマスク領域表示エリア 

映像の、どの部分にプライノ（シーマスクび設定されてい 
るかを確認でさます。 

⑧ [プライバシーマスク登録数] 

登録されているプライバシーマスクの数を表示します。 
最大8個のプライバシーマスクを設定でさます。 

⑨ [次へ] 

複数のプライノ（シーマスクを設定している場合、ボタン 
をク U ックして、選択中のプライノトンーマスクを切り換 
乂ふ9 〇 

⑩ [色] 

プライバシーマスク領域の表示色を選択します。すべて 
のプライノ（シーマスク領域び、選択した色に設定されま 
す。 

⑩[簡単追加] 

プライバシーマスク領域を追加して、カメラに保をしま 
す。 

⑩[簡単変更] 

プライバシーマスク領域の変更を反映して、カメラに保 
をします。 

⑩[カメラか5削除] 

カメラに保をされているプライバシーマスク領域を削 
除します。 

® [詳細設定] 

詳細設定の項目を表示します。 

0-1 [プライバシーマスクを有効にする]チェックボック 
ス 

選択しているプライバシーマスク領域の設定を有効 
にする場合、チェックボックスをチェックします。 

0-2 [プライバシーマスクの位置と大きさ] 

プライバシーマスクの位置の左、上、幅、高さを設 
定します。 

®-3 [設定のプレビュー] 

[プライバシーマスクの位置と大ささ]で設定した値 
を映像表示部と登録済みプライバシーマスク領域表 
示エ U アに反映します。 

⑩[設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保をさ 
れている設定内容に戻します。 


⑩[設定を保存] 

[詳細設定]で設定したプライバシーマスクの設定を力 
メラに保存します。 


プライ/ V シーマスク領域を設定ずる 

カメラの映像を確認しなびら、プライバシーマスク領域を 
設定します。 

1カメラの制御権び取得されていない場合は、[カメラ 
制御権取得/解放]ボタンをクリックして、制御権を取 
得する 

2プライバシーマスク領域の位置と大きさを設定する 

映像表示部に、プライバシーマスク領域を示すプレ 
ビュー枠び表示されます。 




サイズを変更する場合は、プレビュー枠の四辺の" ■" 
をドラッグします。プライバシーマスク領域の移動は、 
枠内をドラッグします。 

変更を取り消して、カメラに保をされている設定に戻 
す場合は、[設定を戻す]をク U ックします。 

3 [簡単追加]をクリックして、プライバシーマスク領域 
を保存する 

設定したプライバシーマスク領域びカメラに保をされ 
ます。 



最大8個のプライバシーマスクを設定でさます。続け 
てプライバシーマスク領域を設定する場合は、設定操 
作を繰り返してください。 
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4 プライバシーマスク領域を確認する 

プライバシーマスク領域を保をすると、映像表示部と 
登録済みプライバシーマスク領域表示エ U アにプライ 
ノ（シーマスク領域び表示されます。 

P 映像表示部 

有効に設定されているプライバシーマスクは領域 
内び塗りつぶされて表示されます。無効に設定され 
ているプライバシーマスクは枠のみ表示されます。 



プライバシーマスク領域- 

[プライバシーマスクを有効にする]びチェックさ 
れているプライバシーマスクは、領域内び塗りつ 
ぶされて表示されます。チェックされていないプ 
ライバシーマスクは枠内に斜線び表示されます。 


プライバシ ー7 スク領域を変ち/削除 
ずる 


変更のしかた 

1変更したいプライバシーマスク領域を選択する 

登録済みプライバシーマスク領域表示エ U アで、変更 
したいプライバシーマスク領域をクリック、または、 
[次へ] でプライバシーマスク領域を選択します。 



2プライバシーマスク領域の位置とサイズを変更する 

プライバシーマスク領域はマウス操作、または数値入 
力で変更でさます。 


圏重要 

• プライバシーマスクび設定されている領域は、インテ IJ ジェ 
ント機能で検知されません。 

• プライバシーマスクは、カメラから配信されるすべての画像 
(ライブ映像、アップ□ー ド画像、録画映像）に適用されます。 


数値入力する場合 

[詳細設定]をク U ックします。 

[プライバシーマスク領域の位置と大ささ]を数値で入 
力し、[設定のプレビュー]をク U ックしてプレビュー 
枠の位置と大ささを確認します。 

変更を取り消して、カメラに保をされている設定に戻 
す場合は、[設定を戻す]をク U ックします。 

3 [簡単変更]をクリックして、プライバシーマスク領域 
を保存する 


変更したプライバシーマスク領域びカメラに保をされ 
ます。 



メモ 

無効に設定されているプライバシーマスクを選択して、[簡単変更] 
をクリックすると、設定び有効に変更されます。 
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プライバシーマスク設定ツール 


削除のしかた 

削除したいプライバシーマスク領域を選択し、[カメラか 
5削除]をクリックします 

カメラに保をされたプライバシーマスク領域び削除され 
ふ^ 〇 










インテリジェント機能設定ツール 


被写体び動<ことで映像に変化びあった場合、その時点でアップ□ード、ビューワーへの通知、音声の再生などを行うイン 
テ U ジェント機能を設定するためのツールです。 


カメラ 



インテ U ジェント機能には、次の5つの検知種別びあります。目的に応じた検知種別を利用してください。 


動巧巧知 

動いている物体を検知します。来訪者や不審者の検知に利用できます。 
検知領域内に動く物体び入っている間、動体検知になります。 
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インテリジェント機能設定ツール 


置ままり巧知 

持ち込まれた物体び一定時間じ(上、置かれたままであることを検知します。置き去りに 
された不審物の検知に利用でさます。 

検知領域内に物体び置かれ、そのまま判定時間を経過すると、置さ去りと判定します。 



背景初期化 


判定時間後 

置さ去り検知 I 


持ち去り巧知 

物体び持ち去られたことを検知します。貴重品などの持ち去り行為の検知に利用でさます。 
検知領域内の物体び持ち去られ、そのまま判定時間を経過すると、持ち去りと判定します。 



背景初期化 ^生 •蝴丐時?後. 持ち去り検知 I 


いたず6巧知 

撮影び妨げられたことを検知します。カメラの向さを変えたり、スプレーなどで映像表 
示を妨害する行為の検知に利用でさます。 

設定した面積より広い領域び物体などで変化し続けると、いたずらと判定します。 


瑕 I 

\ 

► 

%り 

► 


背景初期た ^ず5検知1 


音量巧知 

音量レベルの設定に従って検知します。設定の詳細は「5章設定ページ」の[イベント] 
> [音量検知] (P. 5-19) を参照してください。 
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⑦ 一3 



— 


⑧ ④ 

① 映像表示部 

現在のカメラ映像び表示されます。検知領域び半透明の 
塗りつぶし（四角または多角形）で表示され、ドラッグ 
操作で枠の変更びでさます。また、動さび検知された被 
写体は輪郭線で表示されます。 

② [画面サイズ切換]ボタン 

ボタンをク U ックするたびに、映像表示部のスク U —ン 
サイズび「320x240」または「640x480」に切り換わ 
ります。 

③ [逆光補正]ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使 
用すると効果びあります。 

④ [カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （P. 7-6) を参照してくだ 
さい。管理ちビューワーなど他でカメラ制御権び取得さ 
れていなければ、インテ U ジェント機能設定ツールを起 
動した時点で、制御権は取得されます。 


⑩ 


颇 


⑥ [フオーカス] 

制御権を取得している場合に操作できます。フオーカス 
の操作は、管理者ビューワーと同じです。詳しくは、 
「フオーカスを設定する」 （P. 7-12) を参照してくださ 
い。 

⑧[スマートシェード補正] 

制御権を取得している場合に操作でさます。スマート 
シェード補正の操作は、管理者ビューワーと同じです。 
詳しくは、「スマートシェード補正を設定する」 （P. 7- 
12) を参照してください。 

⑦ [表示オプション] 

映像表示部に表示する[検知領域]または[検知結果]を 
次から選択します。 

• [選択中の検知設定のみ] 

検知設定一覧で選択している検知設定の検知領域ま 
たは検知結果のみ表示します。 

• [すべての検知設定] 

検知設定一覧のすべての検知設定の検知領域または 
検知結果を表示します。 


ミ王后、 

カメラご利用上のま意事項 

インテリジェント機能は高い信頼性びホめ 5 れる用途には適していません。監視などで常に高い信頼性び要求され 
る用途では、使用しないことをお勧めします。インテリジェント機能の動作の結果生じた事故、損害などにつし、 
て、製社では一切の責任を負いかねます。 


インテリジェント機能設定ツールの表示画面について 













⑨ ⑩⑩⑩⑩® 



⑥ ⑧ 
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インテリジェント機能設定ツール 


• [同じ検知種別の検知設定] 

検知設定一覧で選択している検知設定と同じ種別の 
検知設定の検知領域、または検知結果を表示します。 

• [表示しない] 

すべての検知領域または検知結果を表示しません。 

⑧[インテリジェント機能の再起動] 

設定中に背景の映像び変化してしまったとさや、設定ど 
おりの検知結果にならないときは、ボタンをク U ックし 
てインテ U ジェント機能を再起動してください。 

圏重要 

インテ U ジェント機能の再起動には数十秒かかります。再起動 
中は、検知び実行されません。 


⑨ [検知設定一覧] 

設定した検知設定の一覧び表示されます。 

⑩ [追加] 

新規検知設定ダイア□グび表示され、検知設定を追加で 
さます。 

⑩[削除] 

検知設定一覧から選択した検知設定を削除します。 

⑩[検知設定番号]、[検知種別] 

[検知設定一覧]で選択している検知設定の番号および 
検知種別を表示します。 

⑩にの検知設定を有効にする]チェックボックス 

検知設定一覧で選択している検知設定を有効にする場 
合は、チェックボックスをチェックします。 

® [検知条件]タブ/ [イベント]タブ 

検知条件タブとイベントタブの表示を切り換えます。 

• [検知条件] 

検知設定名、検知領域、検知条件を指定します (P. 6- 

12)。 

• [イベント] 

イベント発生時の動作を指定します (P. 6-13)。 

⑩[設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保をさ 
れている設定内容に戻します。 

⑩[設定を保存] 

編集した検知設定をカメラに保をします。 

検知設定を行った際は、必ず[設定を保を]でカメラに 
保をしてください。 


インテリジェント機能設定の流れ 

インテ U ジェント機能は次の手順で設定します。設定方法 
の詳細については、各参照ページをご覧ください。 

1検知設定を追加する 

[検知設定一覧]の[追加]をク U ックすると、[新規検 
知設定]ダイア□グび表示されますので、追加する検 
知設定の[検知設定番号]と[検知種別]を設定して 
[0K] をク U ックします。 

最大15種類の検知設定を登録でさます。 



① 

② 


① [検知設定番号] 

設定する検知領域の検知設定番号を1〜15から指定 
しよ 9 〇 

② [検知種別] 

[動体検知]、[置さ去り検知]、[持ち去り検知]、[いたず 
ら検知]から、目的に合った検知種別を選択します。種 
別の詳細は P. 6-8 を参照してください。 

2検知設定を有効にする 

検知設定を有効にする場合、[この検知設定を有効にす 
る]をチェックします。 

無効にしたいときはチェックを外してください。 



3検知条件を設定する（[検知条件]タブ P . 6-12) 

映像表示部で操作、確認しなびら、検知条件を設定し 
ます。 

4被写体の変化を検知したときの動作を設定する（[イ 
ベント]タブ P . 6-13) 

検知時のメール通報、アップ□ー ド、音声再生を設定 
します。 

5検知設定をカメラに保存する 

[設定を保を]をク U ックして、設定した内容をカメラ 
に保をします。 
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0 検知結果を確認する 

設定した検知設定の検知状況は、管理者ビューワーの 
イベント表示パネルのアイコンで確認できます （P. 7- 

15) 。 

圏重要 

インテリジェント機能設定-運用上のま意 

• インテリジェント機能を設定するにあたっては、実際に検知 
テストを行い、正しく検知でさるか確認してください。 

• 画面全体に急激な明暗の変化び発生した場合、最長5分間、意 
図通りに検知されないことびあります。 

• [デイナイト]の設定を[才ート]でご使用の場合は、[デイモー 
ド]/[ナイ トモード]の自動切り換えび行われたときに、[イン 
テ IJ ジェント機能の再起動中です。しばらくお待ちください。] 
と表示され、インテ U ジェント機能び再起動します。 

再起動中は検知び実行されません。 

• オンスク U —ンを表示する領域には、検知領域を設定しない 
で < ださい。 

• プライバシーマスク設定エリアは、被写体の動さを検知でさ 
ません。 

苦手被写は 

• 背景との、明るさや色の違いび少ない物体および部分は、検 
知されない場合びあります。 

• 画面上の小さな物体や変化は、検知されない場合びあります。 

. 画面全体や一部の明るさの変化び、検知される場合びありま 
す。 

• 複数の物体び重なると、検知状態び変化する場合びあります。 


インテリジェント機能の巧知設定をする 
■ 巧知祭件を設定する （ [巧知祭件]タブ） 

検知条件を映像表示部で操作、確認しなびら設定します。 

[検知条件]タブ 



① 


② 

③ 

④ 


映像表示部 



検知領域 


① [検知設定名（半角英数字)い[検知設定名（日本語)] 

検知設定名を64文字内で入力します。半角英数字の 
検知設定名は必ず入力してください。 

[検知設定名（半角英数字）]には ASCII 文字（スペース 
または印字可能文字）び使用でさます。 

[検知設定名（日本語）]には J にX 0208-1990 に含まれ 

る文字び使用でさます。 

② [領域のお状] 

映像表示部で設定する検知領域の形状を、[四角形]か 
[多角形]から選択します。 

検知領域の設定操作については、「検知種別ごとの検知 
条件を設定する」 （P. 6-14) を参照してください。 

[ク U ァ] 

[領域の形状]び[多角形]の場合、映像表示部に設定し 
た検知領域を削除します。 

③ 棒示色] 

検知設定の色を選択します。ここで選択した色は、映像 
表示部の検知領域の表示色になります。 
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インテリジェント機能設定ツール 


④ [物体の大きさド/。）][変化割合ド/。）][判定時間（秒）] 

設定した検知領域に対する、検知した大ささや変化の割 
合、判定時間の下限値を設定します。ここで設定した値 
を超えたとさ、検知あり状態となります。 

テキストボックスをク U ックして数値を直接入力する 
か、スライダーで設定します。 

設定ち法の詳細は「検知種別ごとの検知条件を設定する」 
( P . 6-14) を参照してください。 

國重要 

• 検知条件の設定は、でさる限り実際の運用に近い状態で設定 
することをお勧めします。 


■ イベント時の動作を設定ずる 
( [イベント]タブ） 

被写体の変化を検知したとさの動作を設定します。 


[イベント]タブ 



① 動作のタイミングの指定（複数指定可能） 

[ON イベント時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態になったとき、 

②[メール通報]、[アップ□-ド]の設定にしたびった 
処理を行います。 

[OFF イベント時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態び終了したとさ、 

②[メール通報]、[アップ□-ド]の設定にしたびった 
処理を行います。 

[検知あり状態時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態の続く間、②[メール 
通報]、[アップ□-ド]の設定にしたびった処理を行い 
ます。 


② イベント時の動作の指定（複数指定可能） 

[メール通報]チェックボックス 

チェックすると、①で指定したタイミングでメール通報 
を行います。あらかじめ、設定ページの[アップ□ー ド] 
で、[メール通報]の設定をする必要びあります （ P . 5- 

16)。 

[アップ □—ド]チェックボックス 

チェックすると、①で指定したタイミングでアップ□一 
ドを行います。あらかじめ、設定ページの[アップ□一 
ド]で、アップ□ー ド全般の設定をする必要びあります 

( P . 5-14)。 

③ 音芦再生のタイ S ングの指定 

[ON イベント時の音芦再生]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態になったとさ、④[再 
生音名]で設定した音声を再生します。 

[OFF イベント時の音芦再生]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態び終了したとさ、 

④[再生音名]で設定した音声を再生します。 

④ 再生音の設定 
[再生音名] 

再生する音声を選択します。設定ページの[イベント] 
で、[再生音ファイル登録]を設定した再生音名びプルダ 
ウン U ストに表示されます （ P . 5-21) 〇 

恒量] 

再生音の音量を1〜100の範囲で設定します。 


■ 巧知領域を設定する 

検知領域は、映像表示部で設定します。 



[四角お]で検知領域を設定する場合 

映像表示部にデフオルトで四角形び表示されるので、その 
四角形を移動、 U サイズして、検知する領域を設定します。 
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[多角お]で検知領域を設定する場合 

最大32頂点の多角形の領域を指定でさます。 

映像表示部で多角形の頂点を順番にク U ックします。最初 
の頂点をちう一度ク U ックすると多角形び作成され、検知 
領域として設定されます。設定した領域をドラッグして移 
動ちでさます。 



国メモ 

• 各頂点の"■"をドラッグすると多角形の形状を変更でさます。 
•[ク U ア]をクリックすると、多角形の検知領域はク U アされます。 
• いたずら検知の検知領域は変更でさません。 

[四角お]か 5 [多角お]への変更、および[多角お]か！ 5 [四 
角お]への変更 

すでに検知領域を設定していた場合、形状を変更すると領 
域び削除され、新しい描画設定に切り換わります。 

■ 巧知種別ごとの巧知祭件を設定ずる 

検知種別によって、検知条件の設定内容び異なります。 


動きび検出されたすベての物体には輪郭び表示されます。 
[物体の大ささ（％) ] より動体びルさい場合、輪郭は白の線 
で表示されます。[物体の大ささ（％) ] より大さい動体の場 
合は、輪郭び検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」状 
態であることを表します。 



[置きまり検知]の検知条件 

物体び置かれたことを検知したい領域を、検知領域に設定 
しよ9 〇 



[物体の大ささ（％) ] 

検知領域に対する、検知領域内に置かれた物体の大ささの 
割合を、入力またはスライダーで設定します。 

[物体の大ささ（％) ] を変更すると、物体の大ささを表すイ 
ンジケーター枠び、映像表示部中央に1秒間表示されるの 
で、大ささの割合を確認しなびら設定でさます。 

[判定時間巧少 ） I 

物体び置かれてからの経過時間を設定します。 


[動体検知]の検知条件 

動いている物体を検知したい領域を、検知領域に設定しま 


[物体の大ささ（％) ] と[判定時間（秒)]の設定値を両方超 
えたとき、検知あり状態になります。 


す。 



[物体の大ささ（％)]には、検知領域に対する、検知領域内 
で動<物体の大ささの割合を、入力またはスライダーで設 
定します。 

カメラび動体を検知した領域の割合び、[物体の大ささ(％)] 
の設定値を超えたとさ、検知あり状態になります。 

[物体の大ささ（％) ] を変更すると、物体の大ささを表すイ 
ンジケーター枠び、映像表示部中央に1秒間表示されるの 
で、大ささの割合を確認しなびら設定でさます。 






物体の大ささの 
インジケーター 

検知領域 


動きび検出されたすベての物体には輪郭び表示されます。 
[物体の大ささ（％) ] と[判定時間（秒）]を満たさない場合、 
輪郭は白の線で表示されます。すべての検知条件を満たし 
た場合、輪郭は検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」 
状態であることを表します。 



置さ去り検知された 
物体の輪郭 
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インテリジェント機能設定ツール 


[持ちまり検知]の検知条件 

持ち去りを検知したい物体を検知領域に設定します。 



[判定時間（秒）]には、持ち去られてからの経過時間を設 
定します。検知領域内の物体び持ち去られ、[判定時間 
(秒）] Lil 上経過したとさ、検知あり状態になります。 



動さび検出されたすベての物体には輪郭び表示されます。 
[判定時間（秒）]未満の間、輪郭は白の線で表示されます。 
[判定時間（秒）]上経過すると、輪郭び検知領域と同じ 
色で表示され、「検知あり」状態であることを表します。 



養競 Si 知された 


圏重要 

持ち去り検知の検知領域は、対象物の外形におって正確に設定 
して < ださい。対象物の影や隣接する物体の影響で、対象物び 
実際より大さな物体として認識され、持ち去りを検知でさない 
場合びあります。その場合は、対象物と認識された輪郭に沿っ 
て、検知領域を再設定してください。 

[いたず5検知]の検知条件 

[いたずら検知]の場合は映像表示部全体び検知領域にな 
ります。[変化割合（％) ] で設定した割合を超える面積の 
映像び妨げられたとさに「検知あり」と判定します。 



[変化割合（％) ] を変更すると、妨げられる面積を表すイン 
ジケーター枠び、映像表示部中央に1秒間表示されるので、 
映像表示部全体に占める割合を確認しなびら設定でさま 
す。 



動さび検出されたすベての物体には輪郭び表示されます。 
[変化割合ド/。）]未満の大ささの場合、輪郭は白の線で表示 
されます。[変化割合（％) ] • LiLt の大ささで映像び変化す 
ると、輪郭び検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」状 
態であることを表します。 



いたずら検知された 
物体の輪郭 


国メモ 

インテ IJ ジてント機能設定ツールの画面上でちク IJ ックするとメ 
ニューび表示され、次の機能び使用でさます。 

[検知領域をコピ ー] 

設定中の検知設定の検知領域をコピーします。 

[検知領域を貼り付け] 

コピーされている検知領域を、設定中の検知設定に貼り付けま 


す。 


いたずら検知には貼り付けられません。 


[検知領域をク U ア] 

設定中の検知設定の検知領域をク U アします。 

いたずら検知ではク U アでさません。 

[検知条件の設定値をコピー] 

設定中の検知設定の検知条件をコピーします。 

[検知条件の設定値を貼り付け] 

コピーされている検知条件を、設定中の検知設定に貼り付けま 
す。 


[イベントの設定値をコピー] 

設定中の検知設定のイベント内容をコピーします。 

[イベントの設定値を貼り付け] 

コピーされているイベント内容を、設定中の検知設定に貼り付 
けます。 














































⑩一 


① [ダウン□—ド] 

カメラ本体または SD メモ U —力ードから□グファイル 
をダウン□ー ドします。 

② [再読み込み] 

表示中の□グファイルを再度読み込み、最新の□グを表 
7 J \ しよす。 

③ [前のファイル] 

本体メモ U —または SD メモ U —力ードの□グファイル 
び複数に分かれている場合、表示中の□グー覧の前の 
ファイルを読み込み、表示します。 

④ [次のファイル] 

カメラ本体または SD メモ U —力ードの□グファイルび 
複数ある場合、表示中の□グー覧の次のファイルを読み 
込み、表します。 

⑥ [□一カルファイルを開く] 

PC に保をされている□グファイルを□グ表示領域に読 
み込みます。 

⑧[□—カルファイルに保存] 

表示中の□グデータを PC にテキストファイルで保をし 
ます。 

⑦ 読み込み元 

□グファイルの読み込み元の名称び表示されます。 




⑩ ⑩ 

カメラ内蔵メモ U —の場合：カメラ（本体メモ U —） 
SD メモリーカードの場合：カメラ （ SD カード） 

PC に保をされているファイルの場合：ファイル名 

⑧ [コピ ー] 

□グ表示領域上で選択した□グを、ク U ップボードにコ 

ピーします。 

⑨ [すべて選択] 

□グ表示領域に表示されているすべての□グを選択し 

9 〇 

⑩ [すべての□グを表示する]チェックボックス 

チェックすると、□グコードがないものも含めたすべて 
の□グび表示されます。 

⑩□グ表示領域 

カメラ、 SD メモ U —カード、または PC から読み込ん 
だ□グファイルの内容び表示されます。 

⑩[□グ種別] 

フィ j レター機能で表示する □ グの種別を選択します。 
[指定しない]: 

□グの種類を指定しません。 


W ♦- hoc^l 92.168 lO.4. um ド root prio=51 
W= 化 1 化 0.4, usar^root. vMeo=te117545 

W- hoct=1 の .1 化 0.4, UM ド root pr わぶ 
Updited system 

(vhMMruL3026) System Mttincs updated 
W* hoct= ，化 1 化 0.4, uMr=root prk>=0 
W* hoct="2.1 化 0 .ん UM ド root 口わ =51 


•X _ 

• がる义，か ‘ — 

■ 大义宇 fc 小义ネ t 巧 « する ‘ = 


①②③ 


④ 


I I 


II I I 




^ 2 LSbK^； 2 ^ 2 £lJiA カルフアイルを巧く.— 

1 且ーカル乃イルになな —1 


Jtt み込み元:がラ(本体夕だ)一) 

ザむ ■ ■ 


•曰時 ，かホー 


] W031 04/02 01:54:57 

中 W030 04/02 01:54:57 

因 V321 04/02の33か 

m W031 04/02 0027•ぶ 

111 W030 04/02 0027•ぶ 

[ 1 ] WD30 04/02 0〇2&5« 
の W030 04/01 20:06dM 

の W031 04/0,化併が 

[T] W030 04/01 0600:32 

の W031 04/01 05:59:03 

の W030 04/01 0S:5fi:03 

正！ 功的 04/0, 02;助;18 

m S005 04/01 02:53:17 


W= hoetFlS 2.16 ao.4, uMFroot 舟 

W- hostM02.1 化 0.4, UM ド root pr わぶ 
psaudo mods sflttinf 

hoct=1D2.16&0.4. UMr=root 
W- hoct=1 & 2.16&0.4. prk>=144 

W* hoct=1 の .1 化 0 •ん UMr=root prio=144 
W* hoc^ け 2.1 化 0.4, usar=root prk>=51 
W= hoct=192.16&0.4, use ド root. vidM>^pi：398360 
W- hoct=1 の .1 化 0.4. UM 円 root prio=0 
W= hoc^l 92.16 aO.4. um ド root vMso^^pc： 394655 
W- hoc^l 化 .1 化 0.4, UMr=root prk>^1 
Updrtsd system settinfR. 

(vbKMn>adQ26) System Mttincs i4>datod 



参植■ちする 

■田巧- 

■ D «« 

■ S mm 


h ⑩ 


ぃ日 か 

始日時 tM ちする I 

■HHH1 _1 

■ » 下日 R を指をする 


⑩ 


□グビューワー 


力 メラの動作状況の□グを閲覧でさるツー>1レです。 

□グビューワーの表示画面について 


I 11 

⑦⑧⑨ 


齡 W W W 柳 W W 

iziiii 

ZEii 

I ののののののの = 
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□グビューワー 


[種別を指定する]: 

□グのレベル （ [エラー]、[警告]、[情報])、および、 
□グを出力したモジュール（[アプ U ケーシヨン]、 
[ HTTP ヴーバー]、[システム])をチェックして□グの 
種別を指定します。複数チェックでさます。 

[コードを指定する]: 

入力した□グコードに該当する□グび表示されます。 

⑩ [日時] 

フィ j レター機能で表示する □ グの曰時を設定します。 
[開始曰時を指定する]/ [終了曰時を指定する]チェック 
ボックスをチェックし、日時を設定してください。 

® [フィルターの適用] 

フ ィ ルターを適用した結果を□グ表示領域に表示しま 
す。 

⑩ [検索する文字列] 

検索する文字列を入力します。 

⑩ [大文字と小文字を区別する]チェックボックス 

検索時に大文字とル文字を区別するかどうかを指定し 
ます。チェックすると、[検索する文字列]と完全に一致 
する文字列を検索します。 

⑩ [前へ]/ [次へ] 

⑩[検索]の検索結果から、 [次へ] で下へ選択表示し、 
[前へ] で上へ選択表示します。 

⑩[検詞 

表示中の□グー覧から、検索文字列を含む□グを上から 
検索し、表 7 J \ します。 

胃メモ 

□グビューワーは□グの閲覽を行う機能のみで、□グの削除はで 
さません。 


□クフアイルをタウン□ー ドずる 

□グビューワーを起動すると、自動的に最新の□グファイ 
ルを取得し、表示します。 

新たに□グファイルの一覧を取得するには、[ダウン□一 
ド]をク U ックします。[ダウン□-ド]ダイア□グび表示 
されますので、ダウン□ー ド元を[本体メモ U — ]または 
[ SD 力ード]から選択します。 

一覧の取得び完了すると、□グファイルの一覧をダイア □ 
グに表示します。閲覧したい□グファイルを選択し、[ダウ 
ン□ー ド]をク U ックすると、選択した□グファイルをダ 
ウン□ー ドします。 



□グを閲覽ずる 


□グには次の内容び表示されます。 

• コード 

□グコードび表示されます。□グコードは「□グメッ 
セージー覧」 （ P . 8-8) を参照してください。 

□グコードとともに、そのレベルに応じた3種類のアイ 
コンび表示されます。 

また、□グコードなしの□グは、アイコンなしで表示さ 
れます。 

□ I エラーレベル [#1警告レベル 


〇 情報レベル 


•曰時 

□グの発生曰時び表示されます。 

• メッセージ 

□グのメッセージび表示されます。 
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■ □グをファイルに巧を/巧巧したファイ 
ルを開< 

表示されている □ グをファイルに保をしたり、じ I 前保をし 
た□グファイルを閲覧できます。 

保巧のしかた 

[□一カルファイルに保存]をクリックし、[名前を付けて 
保存]ダイア□グで保存します。 

閲覧のしかた 

[□一カルファイルを開く]をクリックし、[ファイルを開 
く]ダイア□グで□グファイルを選択します。 

■ ログのコピーや巧索 

表示されている□グをク U ップボードにコピーしたり、 □ 
グを検索でさます。 

コピーのしかた 

コピーしたい□グをクリックで選択し、[コピー]をクリッ 
クします。 

検索のしかた 

[検索する文き列]に検索したい文字列を入力し、[検詞を 
クリックします。 

検索対象の□グび見つかると、その□グび選択された状態 
で表示されます。 

[前へ]/[次へ] をク U ックすると、上または下の□グを検 
索し、見つかった□グの行び選択された状態で表示されま 
す。 



■ すべての□グを表巧する 

[すべての□グを表示する]チェックボックスをチェック 
します。 

このとさ、 [フィ ルター]の□グ種別で[指定しない]び選択 
されていると、□グコードなしの□グち表示されます。 

■ 祭件で□グを選別して表巧する 

□グの種別、コード、曰時でフィルタ U ングし、必要な情 
報だけを表示でさます。 

次の条件を設定して[フィルターの適用]をクリックする 
と、設定した条件に合致する□グのみ表示されます。 



[□グ種別] 

□グの種別でフィルタ U ングする場合は[種別を指定する] 
または[コードを指定する]をチェックします。また、フィ 
ルタ U ングしない場合は[指定しない]を選択します。 

• 種別を指定する 

□グのレベルを指定 

[エラー]、[警告]、[情報]のレベルで、表示させるレべ 
ルをチェックします。 

□グを出力したモジュールを指定 

[アプ U ケーシヨン]、 [ HTTP サーバー]、[システム]の 
モジュールで、表示させる出力元モジュールをチェック 
しふ9 〇 

• コードを指定する 

□グのコードを指定します。入力された文字を含むコー 
ドの□グのみを表示します。たとえば、 「 A 0」 と入力し 
た場合、コードの先頭び 「 A 0」 の□グを表示します。 


6-18 











□グビューワー 


[日時] 

• [開始曰時を指定する] 

チェックし、日時を入力すると、指定された日時じ I 降に 
発生した□グび表示されます。 

• [終了曰時を指定する] 

チェックし、日時を入力すると、指定された日時じ(前に 
発生した□グび表示されます。 

國重要 

本体メモリーに保をされている□グは、設定ページの[メンテナ 
ンス]>[初期設定に戻す]および[再起動]、カメラの IJ セット 
スイッチを実行すると、消去されます。 

胃メモ 

[アプ IJ ケーシ ヨン]、 [HTTP サーバー]、[システム]は□グメッ 
セージー覧 （P. 8-8) に対応しています。 
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7 章 

匯 - 二 

管理者ビュ ーヮー 
VB ビユーワー 


□管理者ビューワーと VB ビューワーの違い 
□ ユーザー権限とカメラ制御権 
□ ビューワーの起動方法と操作 
□ カメラ制御権の取得とカメラの制御 
□ 管理者ビューワーの操作と設定 

















ビューワーの概要 


カメラにはビューワーび搭載されています。 Web ブラウヴーを使ってカメラのビューワーにアクセスすることで、映像表 
示などのカメラの操作びでさます。 

ビューワーには、管理者ビューワー、 VB ビューワーの2種類のビューワーびあります。 



VB - M 700/600 ビユーワー 


管理者ビューワー 


VB ビューワー 






圏重要 

カメラの H.264 の映像を表示する場合は、 RM 丄 ite ビューワー 
をご使用ください。 

VB-M700/600 ビューワーで表示できるのは JPEG の映像のみ 
です。 


管埋さビューワーと VB ビューワーの 
まな違い 


• 操作できる節囲び異なります 

管理者ビューワー： 

カメラ映像表示、ビューワー PTZ 操作、フォーカス、 
露出、ホワイトバランス、イベント検知表示など、管 
理者コント□ールの機能び使用でさます。 

V 巳ビューワ ー : 

カメラ映像表示を中必とした、基本的な映像操作に 
限られます。 

• アクセス制御び異なります 

管理者ビューワー： 

特権カメラ制御権を持つユーヴーび使用でさます。 

ノ くスワード認証び必要です。 

登録ユーヴーで使用する場合は、事前に管理者び特 
権カメラ制御権を付与する必要びあります （ P . 5- 

22) 。 


V 巳ビューワ ー: 

一般カメラ制御権を持つユーヴーび使用でさます。 
設定によっては、認証のあり/なしを切り換えるなど 
びでさます。 


ユーザー巧限とカメラ制御権 


ユーヴー権限とカメラ制御権の関係は次の通りです。 


ユー ザー 
権限 

カメラ制御権 



特権 

カメラ制御 

-般 

カメラ制御 

映像配信 

音声配信 

管理者 

〇 

〇 

〇 

〇 

登録 

〇 

〇 

〇 

〇 

ユーヴー 

(変更可能） 

(変更可能） 

(変更可能） 

(変更可能） 

-般 
ユーヴー 

X 

〇 

(変更可能） 

〇 

(変更可能） 

〇 

(変更可能） 


* 変更可能：管理者によって、登録ユーヴーまたは一般 
ユーヴーの権限を変更でさます （ P . 5-22) 。 

ユーヴーには、特権カメラ制御、一般カメラ制御、映像 
配信、音声配信の4つの権限び設定でさます。 

管理者ビューワーを使用するには特権カメラ制御権限び 
必要です。 

V 巳ビューワーで映像を表示するには映像配信権限び必要 
です。 V 巳ビューワーでカメラ操作も行う場合は、さらに 
一般カメラ制御権限び必要になります。 

音声配信権限は、管理者ビューワーおよび VB ビューワー 
で音声を受信する場合に必要となります。 
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ビューワーの概要 


[管理者] 

すべての権限び与えられた ユー ヴーです。 ユー ヴー名は 
" root " に固定されています。 

トップページの[管理ちビューワー] U ンクから管理者 
ビューワーを起動でさます。 

障録ューザー] 

登録ユーヴーは、特権カメラ制御権限び与えられている 
場合、トップページの[管理ちビューワー] U ンクから 
管理者ビューワーを起動でさます。特権カメラ制御権限 
を削除された場合、管理ちビューワーを起動することび 
できなくなりますび、 V 巳ビューワーを起動することは 
可能です。また、登録ユーヴーのすべての権限を無効に 
することで、 V 巳ビューワーの起動ち禁止できます （ P . 
5-22) 。 

[ —般ューザー] 

逆光補正、スナップショット、映像表示、音声配信のみ 
び可能なユーヴーです。 

トップぺージの[ V 巳ビューワ ー] U ンクから V 巳ビユー 
ワーを起動でさます。 管理者は一般ユーヴーのすベての 
権限を無効にすることで、一般ユーヴーのカメラへのア 
クセスを完全に禁止できます。 


登録 ユーザーのユーザー 権限 一 覧 


固重要 

• [管理者]び起動した管理者ビューワーは[登録ユーヴー]び起 
動した管理ちビューワーから、いつでちカメラ制御権を奪う 
ことびでさます。また、そのままカメラ制御権を保持し続け 
ることち可能ですび、その間、登録ユーヴーはカメラ制御権 
を取得でさません。閲覧び終わった後には必ず終了するか、 
[カメラ制御権取得/解放]ボタンをク IJ ックして、制御権を解 
放してください。 

• [管理者]び起動した管理者ビューワーは同時に1つしかカメ 
ラに接続することびでさません。ある PC から管理者権限で 
接続している場合、他の PC から管理者権限で接続でさな< 
なります。これに巧し、[登録ユーヴー]び起動した管理者 
ビューワーは同時に複数の PC からカメラに接続でさます。 
ただし、カメラを制御する場合、制御権は後優先になります。 


宜メモ 


工場出荷設定では、[登録ユーヴー]ち特権カメラ制御権び与え 
られています。 

一般ユーヴーのすべての権限を無効にした場合、 VB ビューワー 
の起動時にユーヴー認証ダイア□グび表示されます。ここで登 
録ユーヴーか管理者のユーヴー名とパスワードを入力するこ 
とで、登録ユーヴーあるいは管理者の権限で VB ビューワーを使 
用でさます。 

登録 ユーヴーのユーヴー 権限 一覧 

登録ユーヴーの権限はそれぞれ次の通りに割り当てられています。 


与え 5 れた 
制御権 

ビューヮー 

操作 

特権カメラ制御権 
一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

管理者ビューワー 

管理ちビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

ビューワー PTZ * 1 操作、逆光補正の on / off 切り換え、スナップショット、映像表示 
サイズの切り換え、映像受信サイズの切り換え、音声ボタン操作、再接続ボタン操 
作、全画面表术、スマートシェード補正、フオーカス、露出、ホワイトバフンス、 

暗視機能、外部デバイス出力制御、イベント表示、 SD カード挿入状態表示 

V 巳 ビューワー 

V 巳 ビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

逆光補正の on / off 切り換え、スナップショット、映像表示サイズの切り換え、映像 
受信サイズの切り換え、音声ボタン操作、再接続ボタン操作 

一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

V 巳 ビューワー 

V 巳 ビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

逆光補正の on / off 切り換え、スナップショット、映像表示サイズの切り換え、映像 
受信サイズの切り換え、音声ボタン操作、再接続ボタン操作 

映像配信 
音声配信 

V 巳 ビューワー 

映像表示サイズの切り換え、映像受信サイズの切り換え、音声ボタン操作、再接続 
ボタン操作 

映像配信 

V 巳 ビューワー 

映像表示サイズの切り換え、映像受信サイズの切り換え、再接続ボタン操作 


*1 画面切り出しと、拡大（縮小）表示機能 
*2 映像配信権限をオフにした場合、 V 巳ビこ 


-ワーは使用でさなくなります。 


® 湿ご-ご -V 
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ビューワーを起動する 


ビューワーを起動ずる 


ビュー ヮ ーのさまざまな操作や設定は、 Web ブっウヴー 
によってカメラにアクセスして行います。まずはカメラの 
トップページからビューワーにアクセスします。 

圏重要 

• 管理者ビューワーを利用する PC には 、 Canon Inc . 発行の証 
明書を登録しておく必要びあります。「4章カメラのトップ 
ぺージについて」の「証明書の登録」 （ P . 4-4) を参照して、 
セットアップ CD - ROM に収録されている証明書を登録して 
<ださい。 

• この『操作ガイド』では、 IP アドレス"192.168.100 .1" (エ 

場出荷設定）を用いて設定の説明をします。実際にはお客様び 
カメラに設定した IP アドレスを入力してください。 

1 Web ブラウザーか！5 http ://1 92.168.100.1/ にアク 
セスする 

2ユーザーに応じて[管理者ビューワ ー] または [VB 
ビューワー]をクリックする 



3 [管理者ビューワ ー] の場合、ユーザー名とパスワード 
を入力する 


ビューワーび起動します。 



ビューワーを終了ずる 

ビューワーの Web ブラウヴーを閉じて終了します。 

管理ツールか6接続ずる 

管理者として接続するビューワーになります。 

1管理ツールを起動する 

(管理ツールの起動ち法については、6章「管理ツール 
を起動する」 （ P . 6-3) を参照してください。） 

2 [管理者ビューワーへ]をクリックする 


管理 ツール 

プラィバシ-マスゥ髓ッ-ル m ィン刊ジか機能!娩ッ-ル 

日ヴむ-ワ- 


ユーザー記 i 正びぶ要です 
トトを： 

バストド： 

OK キサシたル 


ユーヴー名とパスワードについては、「4章カメラの 
トップぺージについて」の「ユーヴー認証」 （ P . 4-3) 
を参照してください。 
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① 映像表示部 

カメラから受信した映像を表示します。 

② SD メモリーカード挿入状態アイコン 

SD メモ U —力ードびマウントされているかいないかを 
表します。 

国 SD メモ U —力ードびマウントされています。 

因 ! SD メモ U —力ードびマウントされていません。 

③ 映像サイズ設定 

カメラからの映像受信サイズを設定します。 

④ 表示サイズ設定 

画面上の映像表示サイズを設定します。 

⑥[全画面表示]ボタン 

ライブ映像を全画面で表示します。 


⑥[再接続]ボタン 

カメラに接続しなおします。 


管理ちビューワーを起動して表示されたボタンやボック 
スなどの機能の概要を説明します。 

なお、なの画面は説明のためにすベてのパネルを開いた状 
態にしています。実際の Web ブラウヴー画面では、必要 
なパネルだけを開いたり、上下左ちにスク□ールしてご覧 
<ださい。 

②③④ ⑥⑧⑦⑨ ⑩ ⑩ 



ビューワーの操作方ミ去 


管埋さビューワーの表示画面について 


⑦ [音芦受信]ボタン 

カメラからの音声を受信して出力します。 

⑧ 制御権表示領域 

映像表示中のクライアントび、カメラに対し制御権を保 
持しているかいないかび表示される領域です。 

⑨ [カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。 

⑩ [逆光補正]ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使 
用すると効果びあります。 

⑩ [スナップショット] ボタン 

クリックした瞬間の静止画を、別ウィンドウに表示しま 
す。 

⑩[ビューワ ーPT 习ボタン 

ビューワー PTZ パネルび表示されます。 

⑩[イベント表示]ボタン 

イベント表示パネルび表示されます。 

® インフ オメー ション領域 

ビューワー使用者に対して、情報メッセージ、警告メッ 
セージ、エラーメッセージを表します。 

⑩[設定ぺージへ] 

設定メニューページに移動します。 

⑩ [トップ ぺージ へ] 

カメラのトップページに移動します。 

⑩[スマートシエード補正] 

スマートシエード補正を操作します。 

⑩ [フオーカス] 

フオーカスを操作します。 

⑩[露出] 

露出を操作します。 

@[ホワイトバランス] 

ホワイトバランスを操作します。 

⑩[暗視機能] 

デイモード/ナイトモードの切り換えを行います。 

© [外部デバイス出力] 

外部デノ くイスの出力を操作します。 

透)ビューワー PTZ パネル 

[ビューワ ー PT 习ボタンをク U ックすると表示されま 
す。 


②③④ ⑥⑧⑦⑨ 



映像表示部 

カメラから受信した映像を表示します。 






⑩⑨⑩⑩⑩®® 


® 湿ご-ご -V 


7-5 































@ ビューヮー PTZ 領域指定部 

映像表示部に切り出す領域を設定します。 


透)イベント表示パネル 

[イベント表示]ボタンをク U ックすると表示されます。 
外部デバイスの入力状態、およびインテ U ジェント機能 
の映像検知と音量検知の状態び表示されます。 


VB ビューワーの表示画面について 


V 巳 ビューワーを起動して表示されたボタンやボックスな 
どの機能の概要を説明します。 



① 映像表示部 

カメラから受信した映像を表示します。 

② 映像サイズ設定 

カメラからの映像受信サイズを設定します。 

③ 表示サイズ設定 

画面上の映像表示サイズを設定します。 

④ [全画面表示]ボタン 

ライブ映像を全画面で表示します。 


⑥ [再接続]ボタン 

カメラに接続しなおします。 

⑧[音芦受信]ボタン 

カメラからの音声を受信して出力します。 

⑦ 制御権表示領域 

映像表示中のクライアントび、カメラに対し制御権を保 
持しているかいないかび表示される領域です。 

⑧ [カメラ制御権取得]ボタン 

カメラ制御権を取得するためのボタンです。 


⑨ [逆光補正]ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使 
用すると効果びあります。 

⑩ [スナップショット] ボタン 

ク U ックした瞬間の静止画を、別ウインドウに表示しま 
す。 


⑩ インフ オメー シヨン領域 

ビューワー使用割こ対して、情報メッセージ、警告メッ 
セージ、エラーメッセージを表します。 


カメラ制御巧の取得 


カメラの制御は同時に複数のユーヴーからは行えません。 
制御権を取得したユーヴーだけびカメラを制御でさます。 
逆光補正のカメラ制御を行うには、まず制御権を取得する 
必要びあります。 

操作のしかた 

[カメラ制御権取得/解放]ボタンをク U ックして、制御 
権を取得します。 


巧里ちビユーワービユーワー 



[カメラ制御権取得/解が]ボタン 

カメラ制御権を取得/解がします。 

* V 巳ビューワーではカメラ制御権の 
取得のみび可能です。 


■ カメラ制御権表示領域について 

カメラ制御ボタンとカメラ制御権表示領域は、制御権の状 
態により、表示び次のように変わります。 

制御権解放中 

制御権表示領域はグレーです。 

I 


制御権取得待ち 

1―で! VB ビューワーで制御権取得待ち状態に入って 
I いる場合は、制御権表示領域に残り待機時間の 
't カウントび表示されます。 


制御権取得中（制限時間カウント中) 



V 巳 ビュー ワーで 制御権取得中に、別の ユー 
ヴーび VB ビュー ワーで 制御権取得待ち状態に 
入った場合、制御権表示領域に残り取得時間の 
カウントび表示されます。 
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ビューワーの操作方法 


制御権取得中 

制御権表示領域は青です。 

V 巳 ビューワーでは[カメラ制御権取得]ボタ 
ンは、中必部び青です。 


命 



管理者ビューワーでは[カメラ制御権取得/解 
放]ボタンは、中必部び黄緑です。 


映像の一時停止中 



全画面表示中はビューヮー内の映像は一時 
停止しますので、制御権表示領域に一時停止 
を示すアイコンび表示されます。 


カメラを制御ずる 


カメラの基本的な操作方法を説明します。ここで説明する 
操作は、管理ちビューワーと VB ビューワーで共通です。 
まずカメラ制御権を取得してから、次の操作をします。 

■ 逆光を補正する 

映像び逆光で暗いとさに使用すると効果びあります。 


■ 映像サイズを変更する 

カメラから受信する映像サイズを設定でさます。 

[160 x 120] 、 [320 x 240] 、 [640 x 480] 、 [1280 x 960] から 

選択します。 



1280x960 


■ 表示画面サイズを変更する 


映像を表示する画面サイズを変更でさます。[等倍表示]、 

[160 x 120] 、 [320 x 240] 、 [640 x 480] 、 [1280 x 960] 、 

[自動調整]から選択します。 

[等倍表示]は、映像サイズの大きさのままで表示します。 
[自動調整]は、 Web ブラウヴーのウインドウサイズにあわ 
せて、最大のサイズで表示します。 



320x240 

640x480 

1280x960 


白旣 i 同堅 


[逆光補正]ボタンをクリックすると、逆光で暗かった映像 
び明る <なります。 

もう一度ボタンをク U ックすると解除されます。 



国メモ 

• VB ビューワーでは、起動時の映像サイズはカメラの設定び適用 
されます。 

管理者ビューワーは初めて起動した場合はカメラの設定び適用 
されますび、2回目降は前回起動時の設定び使用されます。 

• ビューワー起動時の表示画面サイズは、[等倍表示]です。 


映像や音声を設定ずる 






























を画面表巧にする 


ディスプレイ全体に映像を表示でさます。ク U ックすると 
全画面表示用に別ウィンドウび立ち上びります。 


M 


さ 


ぶ 


全画面表示ウィンドウを閉じるとさは、全画面表示ウィン 
ドウのク□ーズボタンをク U ックしてください。 

全画面中に、カメラの制御に必要なパネルを表示でさま 
す。画面上でマウスをちク U ックし、表示されたメニュー 
で必要なパネ J レを選択してください。 


管理者ビューヮー 


^ http:// 192.168 .100.1/ - V 




[ビューワー PT 习ビューワー PTZ パネルび表示されます。 
(管理ちビューワーのみ） 

[コント□ール]カメラコント□ールパネルび表示され 
ます。 

[イベント表示]イベント表示ノ くネルび表示されます 
(管理者ビューワーのみ）。 

各パネルは、タイトル部分をドラッグすることで任意の位 
置に移動でさます。 


イベント表示パネル 


■ スナップシヨットを取得する 

ライブ映像をキャプチャーし、静止画を別のウィンドウに 
表71^します。 

静止画は保存することちでさます。 

静止画を撮りたいタイミングで [スナップショット] ボタ 
ンをク U ックします。 



別のウィンドウび開さ、ク U ックした瞬間の静止画び表示 
されます。 

静止画を保をするとさは、静止画上でマウスをちクリック 
し、表示されたメニューで[名前を付けて画像を保を]を選 
択します。 

任意のファイル名を付けて保存して < ださい。 

.も h 仰://192.1朗 .100.1/ - スナップショット- Windows Internet Explorer I 



静止画を保存する！;1外にも、表示メニューから選択でさる 
便利な機能びあります。 




ィへ〜ソト統 

▼ かがデバイス入力 


入力1 

巧入力2 

〇 



，イシテリジェシト蝶お(巧は巧な） 




投定1 

9 i 旋2 

0 

設定5 

0 

設定4 

@試を5 

0 

設ミ6 

③ 

設走？ 

<9 i 梯8 

み 

設を9 

9 

設定10 

分設定 3] 

0 

設ミ12 

9 

設定。 

@設定14 

0 

設ミ。 

0 


▼ イシテリジじ卜概能请を獅 

巧 
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ビューワーの操作方法 


■ 再接続ずる 

カメラと接続しなおす機能です。 



カメラとの再接続をする場合は、このボタンをク U ックし 
ふ 〇 

宜メモ 

再接続を実行した場合、音声受信び停止し、制御権は破棄されま 
す。 

また、 VB ビューワーでは、映像サイズ、表示画面サイズび初期値 
に戻されます。 


情串良を表示ずる 


ビューワー上の情報や警告メッセージなどび表示されま 
す。 



■ 音声を受信する 

カメラ側に取り付けたマイクを通じて、音声を受信でさま 
す。 


\ W さぶ] 


音声を受信する場合は、このボタンをク U ックします。 
音量調整パネルび表示されますので、適切な音量に調整し 
て < ださい。 



固重要 

• IPv6 接続時は、音声受信機能びご利用になれません。 

• プ□キシサーバーを経由する場合、音声はご利用になれませ 
ん。 

• SSL による暗号通信での接続時は、音声受信機能びご利用に 
なれません。 

国メモ 

• 音声を受信するには、あらかじめ設定ページで[サーバー]の 
[オーディオサーバー]で[カメラからの音声送信]を[送信する] 
に設定します （P. 5-17) 〇 

• 音量調整パネルを閉じると音声の受信も終了します。 

• 音量調整パネルを初めて表示するとき、 'Canon Network Camera 
Audio Receiver' アドオンをインストールするメッセージび Web 
ブラウヴーの情報バーに表示されます。アドオンをインストールし 
て < ださい。 


■情報メッセージ 



アイコンは青色です。 

カメラの操作び正常に行われたとさのメッセージです。 
各種ボタン、プルダウンなどのヘルプ用メッセー义力 
メラからのフレームレート情報などを表示します。 

■警告メッセージ 

巧 

アイコンは黄色です。 

カメラの制御権び取得でさない場合や、音声受信び停止 
した場合など、ユーヴーへの注意を促すメッセージを表 
7 J \ します。 

■エラーメッセージ 

H 

アイコンはオレンジ色です。 

ビューワー上でシステムエラーび発生した場合に表示 
されます。 

国メモ 

上記メッセージの詳細ついては「ビューワーメッセージー覽」 

(P. 8-20) をご覧ください。 


































管理者としての操作と設定を巧ラ 


管理者ビューワーのみび行える操作と設定について説明します。 


映像の一部を拡大表示ずる 
(ビューワ ーPTZ) 


ビューワー PTZ パネルを使用して、カメラ映像の一部を 
映像表示部に拡大表示でさます。 

ビューワー PTZ パネルは、[ビューワー PT 习ボタンをク 
U ックして表示します。 


■ プレビュー砕のサイズを調節する 

プレビュー枠線をドラッグして枠をルさくすると、枠内の 
映像び映像表示部に拡大表示されます。 



プレビュー枠 
な広大表示する領域） 

プレビュー枠の中む 


ビューワー PTZJ くネルの初期状態は、プレビュー枠（黄色) 
び映像全体を囲むサイズになっています。 


ドラッグ中はプレビュー枠び青で表示されます。 

宜メモ 

• プレビュー枠の縦横比は常に3:4です。 

• ビューワー PTZ はデジタルズーム機能を使用しているため、拡 
大倍率び高<なるに従い画質び低下します。 





7-10 

































管理者としての操作と設定を行ラ 


■ プレビュー巧を移動ずる 

プレビュー枠は任意の位置へ移動でさます。 

ドラッグで移動する 

プレビュー枠内をク U ックしてドラッグし、拡大表示した 
い対象物に重ねます。 



ドラッグ中は枠び青で表示されます。 


クリックで移動する 

プレビュー枠の外側をク U ックすると、その位置ヘプレ 
ビュー枠び移動します。拡大表示したい対象物の上でク 
U ックしてください。 



国メモ 

• プレビュー枠変更後、ビューワ ーPTZ パネルを閉じても、映像 
表示部は継続してプレビュー枠に対応する切り出し画像を表 
示します。ただし、管理者ビューワーに再接続した場合は、初 
期状態に戻ります。 

•ビュー ヮ — PTZ パネルの映像表示は、設定ぺージの[映像ヴー 
バー]で設定されている[最大クライアント数]と[最大接続時 
間（秒）]び適用されます。そのため、設定値によっては映像び 
表示されないとさや、一定時間しか表示されないとさびありま 
す。その場合は「8章付録」の「トラブルシューティング」の 
「ビューワ ーPTZ パネルに映像び表示されない」/「ビューワー 
PU パネルの映像び消える」を参照して、設定値を確認してく 
ださい。 

• 拡大表示から元の表示に戻すには、プレビュー枠をドラッグ操 
作で元の大ささ（画面全体）に戻してください。 

• 映像表示部での切り出し位置は、全画面表示でち反映されま 
す。 


ほ用ずるコント□ール I 頁目を開く/閉 
じる 


コント□ール項目のタイトル部分をク U ックするたびに、 
閉じたり開いたりします。 



\\ ► スマートシ I ード補正 I 

► フォーカス 
► 巧化 



► かがデバイス化力 


なお、カメラ制御権を取得しない状態でわ各コント□一 
ル項目を開くことびでさますび、項目内容はグレー表示 
されます。 















スマートシエード補正を設定ずる 

スマートシエード補正機能は逆光補正機能と異なり、明る 
い部分はそのままに暗い部分を明るくする機能です。 



① 


② 


① [スマートシェード補正] 

[切]、[入]を設定します。 

② スマートシてード補正強弱 

スマートシてード補正び[入]のとさ、補正の強弱を [1] 
(弱）〜[ 7 ] ( 強）の7段階にて設定します。 

例）背景び明る <て被写体び見に<い場合に、暗い部分 
を明るくして見やすくでさます。 

逆光補正と比べ、明るい部分の白飛びを緩和でさます。 

；; 

iiiw 

OFF スマートシェード 補正 逆光補正 

国メモ 

• スマートシェード補正を[入]に設定すると、映像のファイルヴ 
イズび大さくなります。 

• スマートシェード補正を[入]に設定すると、画面ノイズび増え 
る場合びあります。ノイズび気になる場合には、補正強度を弱 
めに設定してください。 


フォーカスを設定ずる 


フオーカス設定を [マニュアル] または[無限遠固定]から 
選択します。 



[マニュアル] :囚 （遠） 回 （近） のボタンを押し 
続けることで、フォーカスを調整で 
さます。 

[ワンシヨット AF] をク U ックする 
と、才ートフォーカスび作動し、 
フ ォー カスび合った後に、マニュア 
ルフ ォー カスで停止します。 

[無限遠固定]:無限遠近傍にフォーカスを固定した 
ままにでさます。 

圏重要 

• 管理者ビューワーでのフォーカス操作は、一時的な確認にお 
使いください。長時間固定する場合は、カメラアングル設定 
ツールをご使用ください。 

• 管理者ビューワーで設定すると、他のユーヴーち同様の 
フォーカスモードになります。 

• マニュアル 露出時 （P. 7-13) にシャッタースピードで1/1〜 
1/4を選択した場合、フォーカスの[ワンシヨット AF] を選択 
してもフォーカスび合いません。フォーカスを [マニュアル] 
に切り換えてフォーカスを合わせてください。 

• ナイトモード （P. 5-10、 P. 7-14) を設定した場合のフォーカ 
スの合う範囲は、 P. 3-7 のメモをご参照ください。 
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管理者としての操作と設定を行ラ 


露出を設定ずる 


露出操作に関する設定をします。 



① 露出モード 

[才ート]、 [マニュアル]、 [才ート（フ U ッカーレス）]、 
[オート（シャッター優先）] から選択します。 

設定ぺージの[カメラ]で[デイナイト]を[才ート]にし 
てご使用の場合 （ P . 5-10) は、[才ート]、[才ート（フ 
U ッカーレス）]、 [才ート （シャッ ター優先）]を選択し 
て < ださい。 

露出モードの各設定項目に関する説明は、設定ページ 
( P . 5-9) をご参照ください。 

② [露出補正] 

露出 モー ドび[才ート]、[才ート （フ U ッカーレス）]、 
[オート（シャッター優先）] のとさ、7段階 （-3 〜 +3) 
の露出補正値をボタンで選択でさます。 

映像を暗くしたい場合はマイナスの値を、明るくしたい 
場合はプラスの値を選択してください。 

③ 切 Ij 光方式] 

露出 モー ドび [才ー ト]、 [才 ート（フ U ッカーレス）]、 
[才 ート （シャッター優先）] のとさ、測光方式を [中央 
部重点]、[平均]、 [スポット] から選択します。 

[中央部重点] 

画面中央部に重点をおさなびら、画面全体を測光す 
る方式です。 

画面周辺に多少明暗びあってち、中央付近の被写体 
は適正な露出び得られます。 

被写体び画面中央付近の場合にご使用<ださい。 


[スポット] 

画面中央部を測光するち式です。 

画面周辺の明暗に左ちされることな<、画面中央部 
の被写体は適正な露出び得られます。 

被写体にスポット光び当たっている場合や、逆光の 
場合などで画面中央部に露出を合わせたいとさにご 
使用ください。 

④ [シャッタースピード] 

露出モードび [マニュアル]、 [才ート （シャッ ター優先）] 
のときに、シャッタースピードを選択します。 [マニ ュア 
ル]の場合は [1/1 sec ] 〜 [1/8000 sec ] の間でプルダウ 
ンメニューから設定します。[才ート （シャッ ター優先）] 
の場合は [1/8 sec ] 〜 [1/8000 sec ] の間でプルダウンメ 
ニュ ーから設定します。 



⑥[絞！ 3] 

露出モードび [マニュアル] のとさに、絞りの値を設定 
しよ 9 〇 

スライダーを左に動かすほど絞りび絞られ、映像は暗< 
なります。一方、もに動かすほど絞りび開かれ、映像は 
明る < なります。 

⑧[ゲイン] 

露出モードび [マニュアル] のとさに、ゲインの値を設 
定します。 

スライダーを左に動かすほどゲイン（明るさに対する 
感度）び低くなり映像は暗くなります。一方、もに動か 
すほどゲインび高くなり、映像は明るくなります。 

圏重要 

信号機、電光掲示板などの被写体を撮影した場合、映像び点滅 
して表示されることびあります。 

露出モードを[才ート （シャ ッター優先）]に変更して、 1/100 よ 
り低速のシャッタースピードを選択すると、現象び緩和される 
場合びあります。 


[平均] 

画面全体を平均して測光するち式です。 

画面内の明暗差び大さい撮影環境でち安定した露出 
び得られます。 

車の通過、人の出入りびあるシーンなどで露出を安 
定させたい場合にご使用ください。 


































ホワイトバランスを設定ずる 

ホワイトバランスに関して[才ート]、[光源選択]、[□ック] 
から選択します。 


設定方法例： 

白い被写体（白い紙など）を光源で照らし、被写体を画 
面いっぱいに撮影した状態で[ワンシヨット WB ] を実 
行します。 



① 


③. 


② 


圏重要 

• 光源選択は代表的な特性に合わせていますので、お使いの光 
源によっては、適切な色合いにならない場合びあります。そ 
の場合には[ワンシヨット WB] 機能をお使いください。 

• [オート]モードに設定され水銀巧光源下で画面び緑色を帯び 
る場合は、光源選択[水銀な]モードをご使用ください。また、 
光源選択[水銀灯]モードに設定されてち水銀な光源下で画面 
び適切な色にならない場合には、[才ート]モードをご使用く 
ださい。 


①[才ート] 

自動的にホワイトバランスを調整します。 


②[光源選択] 

光源を使用状況に合わせて、下のプルダウンメニューか 
ら選択します。 


[堂光好昼光色] 
[堂光打白色] 
[堂光打暖色] 
[水銀打] 

[ナト U ウム打] 


:昼光色堂光打のちとで撮影する場 
合に選択してください。 

:昼白色堂光打、白色堂光好のちとで 
撮影する場合に選択してください。 

:暖色堂光好のちとで撮影する場合 
に選択してください。 

:水銀打のちとで撮影する場合に選 
択してください。 

:オレンジ色のナト U ウム打のちと 
で撮影する場合に選択してくださ 


い。 

[八□ゲン打] :八□ゲン電球、白熱電球のもとで撮 

影する場合に選択してください。 


• 昼夜連続で撮影する場合のを意 
屋外での昼夜連続撮影など、光源び徐々に変化する場所で、 
変化び少ない被写体を撮影したとさ、映像び適切な色になら 
ない場合びあります。 

• 単一色の被写体およびナト U ウム灯、水銀灯や一部の堂光灯 
などの照明を使用する環境下では、自動でカメラの色合いを 
調整でさないことびあります。 

• [暗視機能]び[ナイトモード]になっている場合 （ [才ート]に 
設定されていて、ナイトモードと判定されている場合を含む) 
は、ホワイトバランス機能は使用できません。 


D 音視機能を設定ずる 

[デイモード]、[ナイトモード]を切り換えます。 




③ 


③[□ック] 

現在受信している映像でホワイトバランスを固定しま 
す。 

またホワイトバランスを光源に強制的に合わせて固定 
する場合、[ワンシヨット WB ] を使用してください。 


国メモ 

暗視機能は設定ページの[カメラ]でデイナイトび[オート]に設 
定されていると操作でさません （P. 5-10) 。 

[デイモ ー 

通常のモードでカラー映像を見ることびでさます。 

[ナイトモード] 

赤外線カツトフィルターび外れ、映像び白黒になりま 
す。 

国メモ 

[ナイトモード]を設定 （P. 5-10、 P. 7-14) した場合のフオーカス 
の合う範囲は、 P. 3-7 のメモをご参照ください。 
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管理者としての操作と設定を行ラ 


か部デバイス出力の操作 


外部デノくイスの出力を操作し、現在の状態をアイコンで表 
示します。アイコンをク U ツクすると、[入]/[切]の状態 
を切り換えることびできます。 


■ 外部デパイス化力 

化力1 化力2 


例： 

出力1:出力 OFF 状態 
出力2 :出力 ON 状態 


イベントのが態を表示ずる 


[イベント表示]ボタンをク U ックすると、イベント表示パ 
ネルび表示され、外部デバイスの入力状態、およびインテ 
U ジ I ント機能の映像検知と音量検知の状態び表示され 
ふ 9 〇 



①[外部デバイス入力] 

外部デバイスによる接点入力信号を受けると、入力び 
ON となりアイコンで表示されます。 



例： 

入力1:入力 OFF 状態 
入力2 :入力 ON 状態 


②[インテリジェント機能（映像検知）] 

インテ U ジェント機能による映像検知の状態び表示さ 
れます。インテ U ジェント機能（動体検知、置き去り検 
知、持ち去り検知、いたずら検知）の検知設定で、検知 
あり状態になると、そのアイコンび緑色になります （ P . 

6-12)。 

インテ U ジェント機能設定ツールの[検知設定名]に名 
前び入力されている場合 （ P . 6-12) は、[設定 1] 〜[設定 
15] に、その名称び表示されます。 



例： 

設定1:映像検知状態 ON 
他の設定：映像検知状態 OFF 

国メモ 

検知あり状態を示すアイコン表示は、最大で約5分間です（動体検 
知を除<)。 


③[インテリジェント機能（音量検知）] 

音量検知の状態び表示されます。設定メニューの[イべ 
ント] > [音量検知]で設定された条件を検知すると、ア 
イコンび緑色になります。 



例： 

音量検知状態 ON 
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8 章 

匯 

付録 


□ SD メモリーカードのアクセス 
□修飾子について 
□ トラブルシューティング 
□ □グメッセージー覧 
□ ビューワーメッセージー覧 
□工場出荷設定に戻す 
□ 工場出荷設定一覧 
□索引 

















SD メモ U— カードのアクセスについて 


カメラにセットした SD メモ U —カードに、なのデータび自動的に保をされるよう設定しておくことびでさます （ 「5章設定 
ぺージ」の「[メモ U - 力ード ] SD メモ U - 力ードの各種操作や設定」 （ P . 5-29)) 。 

• ネットワーク異常時に HTTP 、 FTP アップ□ー ドに失敗した JPEG 画像 
• □グ 


ここでは、 SD メモ U —力ードに保存されたデータへのアクセス方法について説明します。 

■ SD メモリーカードへのアクセス 

FTP ソフトウェア（同捆していません）を使用してカメラの IP アドレスにアクセスしてください。 

FTP ソフトウェアの 設定 

アドレス： カメラの IP アドレス（工場出荷設定 192.168.100.1) 

ュ—ヴー ID -管理者のユーヴー ID (工場出荷設定 root ) 

ノ くスワード：管理者のノ くスワード（工場出荷設定 camera ) 

■ SD メモリーカードのディレクトリー構ぶ 

SD メモ U - 力ードは、カメラ本体メモ U - の 7 mnt / card " の下にディレクト US " CANON " でマウントされ、さらにサブ 
デイレクト U び次のように作成されています。 


カメラの IP アドレス/ mnt / card/CANON 


/UPLOAD 


アップ□ード失敗時の 

JPEG 画像 


/LOG 

_/MSG 

_/ MSG .1 

: □グ 

L / MSG .5 


SD メモ U —カード 


— /00/000 .JPG 
一 /99/999 .JPG 
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SD メモ U —力ードのアクセスについて 


■ アップ□-ド巧敗時の JPEG 画像 

アップ□-ドに失敗した JPEG 画働ま、"カメラの IP アドレス/ mnt / card / CANON / UPLOAD " に110011〜 "99" のサブデイレ 
クト U び作成され、それぞれにファイル名11000 JPG " 〜 "999. JPG " で保をされています。 

なお、 SD メモ U —カードの残り容量びなくなるか、画像び全サブデイレクト U で保存可能なファイル数に達すると、 SD メ 
モ U —カードへの保をはできません。その場合は、 FTP ソフトウェアを使用して PC にダウン□ー ドしてください。また、 
不要になった JPEG 画像を削除してください。 


■ ログファイル 

□グファイルは、"カメラの IP アドレス/ mnt / card / CANON / LOG " にファイル名 " MSG " " MSG.r 〜 " MSG .5" で保をされ 
ており、 " MSG " び最新の□グとなります。 

FTP ソフトウエアを使用して PC にダウン□ー ドすることも可能ですび、管理ツールの□グビューワーを使用することで、 
□グファイルを容易に表示およびダウン□ー ドでさます。 

國重要 

FTP ソフトウ I アを使用した結果生じた事故や損害について、キヤノンは一切の責任を負いかねます。 




修飾子について 


設定項目によっては、修飾テ‘％文字’によるパラメーター記述び可能です。 


修飾子 

意味 

記入される文字列の内容 

%n 

撮影理由（番号） 

0(テスト）11(外部デバイス入力 1 ) I 2(外部デバイス入力 2) I 

33 (タイマーイベント） I 145 (音量検知 ） I 

161(インテ IJ ジェント機能検知設定 1) I 162(インテ U ジェント機能検知設定 2) I 

163 (インテ IJ ジェント機能検知設定 3) I 164 (インテ U ジェント機能検知設定 4) I 

165 (インテ IJ ジェント機能検知設定 5) I 166 (インテ U ジェント機能検知設定 6) I 

167 (インテ IJ ジェント機能検知設定 7 ) I 168 (インテ U ジェント機能検知設定 8) I 

169(インテ IJ ジェント機能検知設定 9) I 170(インテ IJ ジェント機能検知設定 10) I 

171(インテ IJ ジェント機能検知設定 11) I 172(インテ IJ ジェント機能検知設定 12) I 

173(インテ IJ ジェント機能検知設定 13) I 174(インテ IJ ジェント機能検知設定 14) I 

175 ( インテ IJ ジェント機能検知設定1 5) 

%N 

撮影理由（文字列） 

く外部入カデバイス名（半角英数宇）> I くインテ U ジェント機能検知設定名 （1 〜 15) > I 

NULL (外部入カデバイス名（半角英数字）未設定/音量検知/タイマーイベント-テストの場 
合） 

%X 

画像の幅 

横ち向の画素数 

%Y 

画像の高さ 

縦ち向の画素数 

%C 

カメラ番号 

1 

%D 

カメラ名 

[カメラ名（半角英数字）]の設定値 

%P 

パン位置 

0 

%T 

チルト位置 

0 

%Z 

ズーム位置 

0 

%v 

カメラサーバー 

VB - M 700 F / VB - M 600 D / VB - M 600 VE 

%y 

撮影時刻の年 

2001〜2031 

%m 

撮影時刻の月 

01〜12 

%d 

撮影時刻の曰 

01〜31 

%w 

撮影時刻の週曰 

〇〜6 (日曜〜±曜に対応） 

%H 

撮影時刻の時 

00〜23 

%M 

撮影時刻の分 

00〜59 

%S 

撮影時刻の秒 

00〜59 

%s 

撮影時刻のミ IJ 秒 

00〇〜999 

%z 

撮影時刻のタイムゾーン 

-1200 〜+1300 

%a 

撮影時刻の週曰名 

Sun I Mon I Tue I Wed I Thu I Fri I Sat 

%b 

撮影時刻の月名 

Jan I Feb I Mar I Apr I May I Jun I Jul I Aug I Sep I Oct I Nov I Dec 

%h 

ホスト名 



不整合びあれば実行時エラーとなります。 
未定義の文字については、1%力ぐ削除されます。 
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修飾子について 


■ 利用可能な修飾子について 


各設定項目での利用可能な修飾テは、次の通りです。 

【HTTP アップ □-ド】 （ P . 5-14) 

[ノ くラメーター （query string )] 

すべての修飾テび利用可能です。 

【FTP ァップ □—ド】 （ P . 5-15) 

[作成サブデイレクト US ] 

利用可能な修飾テは、 ％ y ，％ m ，％ d ，％ w ，％ H ，％ h ，％ n のみです。 

[作成ファイル名] 

利用可能な修飾テは、 ％ y ，％ m ，％ d ，％ w ，％ H ，％ M ，％ S ，％ s ，％ n のみです。 

【メール通報】 （ P . 5-16) 


[本文] 

すべての修飾テび利用可能です。 



トラブルシューテイング 


販売店やお客様相談センターに連絡する前に、次のことを確認してください。□グメッセージび表示されている場合は、 □ 
グメッセージー覧の内容と対策を参考にしてください。 


問題 

巧処方法 

カメラび起動しない 

• PoE 対応 HUB をご使用の場合、 LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してく 

ださい。 

• AC アダプター(オプション）をご使用の場合、 AC アダプターび正しく接続されてい 
るか確認してください。 

• 電源を入れ直してください （ 『設置ガイド』の「カメラを接続する」）。 

VB 初期設定ツールび動作しない 

• LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

• カメラの電源を入れ直してみてください （ 『設置ガイド』の「カメラを接続する」）。 

電源を入れてから20分！; Lb 経過すると、 VB 初期設定ツールに反応しなくなります。 

• カメラと VB 初期設定ツールび動作している PC び、同じセグメント上の LAN に接続 
されているか確認してください。 

• [ Windows ファイアウォール]機能を有効に設定してある場合は、 VB 初期設定ツール 
び動作しない場合びあります。そのときは 「[ Windows ファイアウォール]機能を有 
効に設定してある場合のを意事項」 （ P .1-9) をご覧ください。 

• 従来機種の VB 初期設定ツールを使っていないか確認してください。 

カメラアングル設定ツールび動作しない 

• LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

• カメラとカメラアングル設定ツールび動作している PC び、同じセグメント上の LAN 
に接続されているか確認してください。 

• 「アプ IJ ケーションび起動できませんでした 。 .NET Framework 3.5 ( SPli ； (降）をイ 
ンス1ルしてください。」と表示される場合は、 . NETFramework 3.5( SP 1 lU 降） 

をインス!-ールするか、設定を有効にしてください （ P .1-8 参照）。 

カメラのトップページび表示されない 

• LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

• カメラのネットワークび正しく設定されているか確認してください。特に IP アドレ 

ス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイアドレスについては利用している 

ネットワークで使用可能な設定か確認してください。 

• IP アドレスの変更を行った場合には、カメラび再起動するまで有効になりません。 

• Web ブラウヴーに入力している URI (カメラの IP アドレス）び正しいか確認してくだ 

さい （ P . 4-2、 P . 5-31、 P . 7-4) 。 

管理ツールび起動でさない 

管理者ビューワーび起動でさない 

• 「ご使用の Web ブラウヴーには対応していません。」と表示される場合は 、 Internet 
Explorer 7.01 ツ降をお使いください。 

• 「アプ IJ ケーションび起動できませんでした 。 .NET Framework 3.5 ( SPli ； (降）をイ 
ンス1ルしてください。」と表示される場合は、 . NETFramework 3.5( SP 1 政降） 

をインス I -ールするか、設定を有効にしてください （ P .1-8 参照）。 

•「 JavaScript び使用できないか無効化されています。」と表示される場合は 、 Internet 
Explorer のセキュ IJ ティで[アクティブスク U プト]を[有効にする]に設定してくだ 
さい（設定ち法は、次の (2) を参照してください）。 

• 「アプ IJ ケーションび起動でさませんでした。管理者ビューワーおよび管理ツールを 
使用するには、 l ^ TF の設定び必要です。」と表示される場合は、次の設定を行ってく 
ださい。 

(1) r 信頼された発行元」に管理ツールの証明書を登録してください （ P . 4-4) 。 

(2) Internet Explorer で[ツール] > [インターネットオプション] > [セキュ U ティ] 

> [レベルのカスタマイズ]をク U ックし、セキュ IJ ティ設定の IJ ストで、 

[ XAML ブラウヴアプ U ケーション]、[ファイルのダウン□-ド]、 [ FRAME の 
プ□グラムとファイルの起動]の各項目を[有効にする]に設定します。 
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トラブルシューテイング 


問題 

対処方法 

映像び表示されない 

• 映像品質を改善したい場合、「5章設定ページ」の r [映像]映像のサイズや品質、フ 
レームレートの設定」 （ P . 5-12) を参照いたださ、設定を変更して調整してください。 

• カメラに同時にアクセスでさるビューワーの数は最大30です。制限を超えた場合に 
は映像び表示されずにメッセージび表示されます。 

ビューワー PTZ パネルに映像び表示されな 

い 

• 設定ページの[映像サーバー]で設定されている[最大クライアント数]び0の場合、 
ビューワー PTZ パネルに映像び表示されません。[最大クライアント数]の数を増やし 
て < ださい。 

ビューワー PTZ パネルの映像び消える 

• ビューワー PTZ パネルに映像び表示されている時間は、設定ページの[映像サーバー] 

の[最大接続時間(秒）]び適用されます。 

設定を0にすると接続時間び無制限になります。ただし、この設定はビューワー 

PTZ パネルだけでなく、個々のクライアントびカメラに接続でさる時間でちあるた 

め、ごを意<ださい。 

音声び利用でさない 

• 音声び利用でさない場合は、カメラのオーディオサーバーの設定を確認していただく 
とともに、 PC のヴウンドとオーディオデバイスの設定もご確認ください。 

• 管理者ビューワーを管理者ユーヴー権限で使用する場合、 RM 丄 ite ビューワーなどの 
管理者権限で音声を使用するビューワーびカメラに接続していないか確認してくださ 

い。 

• プ□キシサーバーを経由する場合、音声はご利用になれません。 

• SSL による暗号通信での接続時、音声はご利用になれません。 

• IPv 6 接続時は、音声受信機能びご利用になれません。 

• アドインびインス!-ールされていない場合、音声はご利用になれません。 

カメラ制御びでさない 

• 管理者ビューワーに管理者として接続するとカメラ制御権を占有します。管理を 
ビューワーに登録ユーヴーとして接続すると、管理者びカメラ制御権を解放しない限 
り、カメラ制御びでさません。管理者に相談してください （ P . 7-2) 。 

ビューワーの接続び切れる 

• ネットワークや PC に異常びないか確認してください。 

• PC を再起動し、接続してみてください。 

パスワードを忘れてしまった 

• IJ セットスイッチを用いて、カメラの日付と時刻外のすべての設定を初期化できま 
す （ P . 8-21)。初期化後の管理用パスワードは 「 camera 」 です。ただし、 IP アドレ 
スやヴブネットマスクなどのネットワーク設定ち初期化されますので、再設定び必要 

になります。 

アップ□ードでさない 

• [アップ□-ド]メニューでのアップ□-ド先の設定と、[イベント]メニューでのイべ 
ントに対するアップ□ー ド動作の両方の設定び、正しくされているか確認してくださ 

い。 

• 適用済みのアップ□ー ド先の設定は、[アップ□ー ド]メニューのテスト （ P . 5-15) を 
実行することで、動作確認でさます。 

• [メンテナンス]メニューの[□グを見る]やサーバー側の□グを見て、詳細な動作環境 
を確認してください。[□グを見る]については、「アプ IJ ケーシヨン（アップ□ーダー） 

のメッセージ」 （ P . 8-9) をご参照ください。また、 P . 5-14 の「重要」もご参照くださ 
い。 

• サーバー側の設定については、システム管理をにお問い合わせください。 

設定ページや管理ツールでファイルび保をで 

さない 

• Windows 7 、 Windows Vis ねおよび Windows Server 2008では、一部のフォルダ 
への保をを禁止しているため、ファイルの保をに失敗する場合びあります。[ドキュメ 
ント]や[ピクチャ]など、ほかのフォルダを指定してください。 
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□グメッセージー覧 


カメラの□グメッセージ 

□グメッセージは、次の6種類に分類されています。 


分類 

レベル 

コード 

障害の程度 

alert 

エラー 

5 xx 

八ー ドレべルの異常（システム動作停止） 

crit 

エラー 

4 xx 

ソフトレべルの異常（タスク動作停止） 

err 

エラー 

3 xx 

動作に支障のある異常（動作継続） 

warning 

敬化 
言 口 

2 xx 

動作に支障のない異常 

notice 

敬化 
言 口 

1 xx 

システム外部の異常 

info 

情報 

Oxx 

正常動作に関する情報 


宜メモ 

約 2 時間□グに記録される内容び無い場合は、メッセージェ U アに"― MARK — II と記録されます。 


■ アプリケーション（カメラ）のメッセージ 

W 001 システムの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 webview ( W 001) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 （ stopping ) 

意昧 

wvhttp サーバー ( webview ) の起動と停止。 


W 030 WebView Livescope クライアントの開始と終了 [ info ] 


内容 

%1%2 host =< ホスト >， user =< ューヴ ー >， prio =< 優先度 > ( W 030) 

%1 

W : WebView セッション 、V :セッションレスビデオクライアント 、 N :セッションレスイベントクライアント 

%2 

+ :接続、-:切断 

意昧 

カメラサーバークライアントの接続と切断。 


W 031 映像データ送信 量 [ info ] 


内容 

%1= host =< ホスト >， user =< ユーヴ ー >， video=<jpg | h 264>:< フレーム数 > ( W 031) 

%1 

W : WebView セッション 、V :セッションレスビデオクライアント 

意昧 

クライアント切断時に、クライアントに送信した総データ量をフレーム数で表示。 


W 040 か部メモリーへのお避 [ info ] 


内容 

%1 the image storing - %2 ( W 040) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 （ stopping ) 

%2 

開始-終了原因 

意昧 

録画スト IJ ームの外部メモ U —への退避び開始または終了した。 
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□グメッセージー覧 


W 101 不正ユーザー名 [ notice ] 


内容 

user <ユーヴー名> not found ( W 101) 

意昧 

登録されていないューヴーによるアクセス。 


W 102 不正パスワード [ notice ] 


内容 

user <ューヴー名> password mismatch ( W 102) 

意昧 

パスワードび不正。 


W 111 不正ホスト [ notice ] 


内容 

host <IP アドレス〉 access denied ( W 111) 

意昧 

禁止されているホストからのアクセス。 


W 130 バッファの回復 [ notice ] 



議 


内容 

stream buffer recovered ( W 130) 

意昧 

録画スト U —ムの映像バッファび回復した。 


W 210 カメラ操作の取り消し [ warning ] 


内容 

camera operation discarded ( W 210) 

意昧 

要求されたカメラ操作を取り消した。 


W 230 バッファオーバーフ □— [ warning ] 


内容 

stream buffer overflowed ( W 230) 

意昧 

録画スト U —ムの映像バッファびオーバーフ□一し、映像び破棄された。 


■アプリケーション（アップ□ーダー）のメッセージ 

A 004 アップ□—ダーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 uploader ( A 004) 

%1 

起動 （ starting ) または停止 （ stopping ) 

意味 

アップ□ーダー ( uploader ) の起動と停止。 


A 040 アップロード回数 ( MAIL ) [ notice ] 


内容 

uploader mail : normal =%1 test =%2 ( A 040) 

%1 

通常のアップ□ー ドの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意昧 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 
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A 041 アップ□—ド回数 （ FTP ) [ notice ] 


内容 

uploader ftp : normal =%1 test =%2 ( A 041) 

%1 

通常のアップ□ー ドの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意味 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 


A 042 アップ□—ド回数 （ HTTP ) [ notice ] 


内容 

uploader http : nornnal =%1 test =%2 ( A 042) 

%1 

通常のアップ□ー ドの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意昧 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 


A 120 アップ□—ド送信巧の名前解決失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot resolve the server name ( A 120) 

意昧 

アップ□ー ド送信先の名前解ミ夫に失敗。 


A 121 アツプロード送信巧の接続失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot connect the server ( A 121) 

意昧 

アップ□—ド送信先への connect 0 に失敗。 


A 122 アップ□—ド送信巧の接続失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot connect the server ( A 122) 

意昧 

A 120、 A 121 の原因で、アップ□ー ド送信先への接続に失敗。 


A 134 アップ□—ドの設定値不正 ( FTP / HTTP モード） [ notice ] 


内容 

ftp/http mode invalid , uploader set < none > forcibly ( A 134) 

意昧 

アップ□ー ドち式の設定値不正。アップ□ー ドしない、に強制的にセットした。 


A 135 アップ□-ドの設定値不正 ( FTP の PORT / PASV モード） [ notice ] 


内容 

ftp port/pas V mode invalid , uploader set < pasv > forcibly ( A 135) 

意味 

FTP アップ□-ドにおける PORT / PASV モードの設定値不正。 PASV モード、に強制的にセットした。 


A 136 アップ□—ドの設定値不正 ( HTTP の通知のみ/画像付きモード） [ notice ] 


内容 

http notice/image mode invalid , uploader set < image > forcibly ( A 136) 

意味 

HTTP アップ□ー ドにおける通知のみ/画像付さモードの設定値不正。画像付さモード、に強制的にセットした。 


A 137 アップ□—ドの設定値不正（メール通知） [ notice ] 


内容 

mode invalid , uploader set < none > forcibly ( A 137) 

意昧 

メール通知の設定値不正。メール通知しない、に強制的にセットした。 
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□グメッセージー覧 


A 138 アップ□—ドの設定値不正（メール通知の認証方式） [ notice ] 


内容 

authentication mode invalid, uploader set <smtp auth> forcibly (A138) 

意昧 

メール通知の認証ち式の設定値不正。 SMTP_AUTHs に強制的にセットした。 


A 271 メール通報の通信バッファあふれ [ warning ] 


内容 

mail queue is full (A271) 

意昧 

乂 一 J レ通報び通信ノ（ッファからあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、アップ□ー ド用の画質、映像サイズを調整する。 


A 272 アップ□—ドの通信バッファあふれ [ warning ] 


内容 

ftp/http queue is full (A272) 

意昧 

アップ□ー ドび通信ノ（ッファからあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、アップ□ー ド用の画質、映像サイズ、フレームレートを調整す 

る。 



A 273 バッファ ffi 用量制限 [ warning ] 窥 


内容 

used buffer size is over maximum size. (A273) 

意昧 

バッファの使用サイズび最大に達した。 

対策 

アップ□ー ド用の画質、映像サイズ、フレームレートを調整する。 


A 274 アップ□—ド用イベントバッファあふれ [ warnina ] 


内容 

event queue is full (A274) 

意味 

アップ□ー ド用イベントバッファびあふれた。 

巧策 

イベント発生数を低減するように調整する。 


A 275 アップ□—ド用映像バッファあふれ [ warning ] 


内容 

buffer queue is full (A275) 

意味 

アップ□ー ド用映像ノくッファびあふれた。 

巧策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、アップ□ー ド用の画質、映像サイズ、フレームレートを調整する。 


A 470 アップ□—ダー初期化失敗 [ crit ] 


内容 

uploader initialization failure - %1(A470) 

%1 

エラー 番号 

意昧 

アップ□ーダーの初期化び失敗した。 

対策 

再起動してち解消しない場合は故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


■アプリケーション（オーディオサーバー）のメッセージ 

B 001 才ーデイオサーパーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 audio. (B001) 

%1 

starting I stopping 

意昧 

オーディオヴーノ（一び起動/停止した。 
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B 011 才ーデイオクライアントの開始 [ info ] 


内容 

[%1]%2 connected n =%3 ( B 011) 

%1 

クライアント種別 （send I recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

総クライアント数 

意昧 

オーディオクライアントび接続した。 


B 012 才ーデイオクライアントの終了 [ info ] 


内容 

[%1]%2 closed n = %3 ( B 012) 

%1 

クライアント種別 （send I recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

総クライアント数 

意昧 

オーディオクライアントとの接続び切れた。 


B 101 異常リクエストの受信 [ notice ] 


内容 

%1 unusual request [%2] ( B 101) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

異常種別 （400 I 404 I ...) 

意昧 

コマンドエラー (400) 、パラメーターエラー (404) により、 U クエストを拒否した。 


B 102 クライアントの接続拒否 [ notice ] 


内容 

%1 request denied [%2] ( B 102) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 I 43 I ...) 

意味 

認証エラー(41)、時間指定エラー(42)、 U ソース不足（43)、非対応コーデック指定（45)、非許容ユーヴーレベル 
指定(47)、クライアント数制限 （49) 、動作モード （4 a ) により、クライアントの接続を拒否した。 

対策 

41:接続時のユーヴー名、パスワード、もしくはユーヴー U ストを確認する。42:接続時の playtime 、 もしくは最大接 
続時間設定を確認する。43:再接続または再起動する。45:対応しているクライアントソフトを用いる。47:接続時の 

userlevel を確認する。49:クライアント数設定を確認する。 4 a : 才ーディオヴーパーを使用する設定になっているか 

確認する。 


B 103 クライアントの強制切断 [ notice ] 


内容 

%1 access denied [%2] ( B 103) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 I 42 I 4 a ) 

意昧 

開始時は接続び許可されていたび、設定変更によってアクセス禁止となったため、強制的に切断された（拒否種別は 
B 102 と同じ）。 


B 201 イベント通知失敗 [ info ] 


内容 

cannot notify % 1 event [%2] ( B 201) 

%1 

ィベント種別 ( aid ) 

%2 

エラー 番号 

意昧 

ィベントの通知に失敗した。 
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□グメッセージー覧 


B 202 イベント受信失敗 [ info ] 


内容 

cannot recv event [%1] ( B 202) 

%1 

エラー番号 

意昧 

イベントの受信に失敗した。 


B 203 才ーデイオメッセージ送信失敗 [ info ] 


内容 

audio message send error %1[%2] ( B 203) 

%1 

メッセージ種別 

%2 

エラー番号 

意昧 

才ーディオメッセージの送信に失敗した。 


B 204 才ーデイオメッセージ受信失敗 [ info ] 


内容 

audio message recv error [%1 :% 2] ( B 204) 

%1 

エラー通番 

%2 

エラー要因 

意昧 

才ーディオメッセージの受信に失敗した。 



B 301 才ーデイオデバイス異常 [errl 


内容 

cannot use audio device for %1[%2:%3] ( B 301) 

%1 

送受信種別 （「x I tx ) 

%2 

エラー処理 (open I write I flush ) 

%3 

エラー番号 

意昧 

オーディオデノ くイスの異常を検出した。 

対策 

自動的に復旧しないとさは、販売店へ連絡び必要。 


B 401 才ーデイオデバイス初期化失敗 [ err ] 


内容 

audio device initialization error [%1] ( B 401) 

%1 

エラー番号 

意昧 

オーディオデノくイスの初期化に失敗した。オーディオヴーノく一は停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


B 402 才ーディオサーパー初期化失敗 [ err ] 


内容 

audio initialization error [%1] ( B 402) 

%1 

エラー番号 

意味 

オーディオヴーノ（一の初期化に失敗した。オーディオヴーノ（一は停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 
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B 403 設定変更失敗 [ err ] 


内容 

cannot set config [%1 :% 2] (B403) 

%1 

エラー 通番 

%2 

エラー 番号 

意味 

設定値の更新に失敗した。オーディオサーバーは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


■ アプリケーシヨン（ビデオ関連）のメッセージ 

V 001 ビデオサーパーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 video (V001) 

%1 

起動 (starting) または停止 （ stopping) 

意昧 

ビデオヴーノ（一の起動と停止。 


V 020 インテリジェントサービスの起動 [ info ] 


内容 

starting intelligent. (V020) 

意昧 

インテ ij ジェントサービスの起動。 


V 020 インテリジェントサービスの停止 [ info ] 


内容 

shutdown intelligent. (V020) 

意昧 

インテ U ジェントサービスの停止。 


V 200 ビデオ入力の警告 [ warning ] 


内容 

video %1 warning - %2 (V200) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

エラー 番号 

意昧 

ビデオ入力び復旧可能な異常を検出した。 

対策 

画像サイズ、 Q 値を変更し、 JPEG 画像 1 枚あたりのデータをルさくする。 


V 320 インテリジェントサービスの内部エラー [ err ] 


内容 

cannot work intelligent [%1][%2] [%3] . (V320) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意味 

インテ IJ ジェントサービスの内部エラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


V 321 インテリジェントサービス仮設定モードエラー [ err ] 


内容 

pseudo mode setting fail. (V321) 

意味 

インテ IJ ジェントサービスの仮設定モードの設定変更に失敗した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 
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□グメッセージー覧 


V 400 ビデオ入力の初期化エラー [ crit ] 


内容 

video %1 initialization failure - %2 (%3) (V40 0) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

処理内容 

%3 

エラー言羊糸田 

意昧 

ビデオ入力の初期化に失敗したため、ビデオ入力機能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


V 401 ビデオ入力のコマンドエラー [ cr け] 


内容 

video %1 command error - %2 (%3) (V40 1) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

処理内容 

%3 

エラー 詳細 

意昧 

ビデオ入力のコマンド処理に失敗したため、ビデオ入力機能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 



議 


V 402 ビデオ入力停止 [ crit ] 


内容 

video %1 stalled (V40 2) 

%1 

ビデオ番号 

意昧 

ビデオ入力からの映像び停止したため、ビデオ入力機能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


V 403 ビデオ入力のエラー [ crit ] 


内容 

video %1 fatal error - %2 (V403) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

エラー番号 

意昧 

ビデオ入力び復旧不可能なエラーを検出したため、ビデオ入力機能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


V 420 インテリジェントサービスの起動失敗 [ crit ] 


内容 

intelligent initialization error [%1][%2] . (V420) 

%1 

エラー 番号 

%2 

エラー 原因 

意味 

インテ IJ ジェントサービスの初期化に失敗した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


V 421 インテリジェントサービスのエラー [ crit ] 


内容 

intelligent working error [%1][%2] . (V421) 

%1 

エラー番号 

意昧 

インテ IJ ジェントサービスの動作中に復旧不可能なエラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 
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■アプリケーション （ SD カード）のメッセージ 

M 001 SD 制御モジュールの起動と停止 [infol 


内容 

%1 sdctrl (M001) 

%1 

起動 (starting) または停止 （ stopping) 

意昧 

SD 制御モジュール （ sdctrl) の起動と停止。 


■ HTTP サーパーのメッセージ 

H 143 ユーザー名の指定異常 [ notice ] 


内容 

(http_auth.c.XXX) ge し password failed (H143) 

意昧 

ユーヴー認証で未知のユーヴーび指定された。 


H 144 パスワードの指定異ち [ notice ] 


内容 

(http_auth.c.XXX) password doesn't match for %1 %2, IP:%3 (H144) 

%1 

URL XSS 脆弱性対策実施 （ ftpd 同等の処理） 

%2 

ユーヴー名 

%3 

IP アドレス 

意昧 

ユーヴー認記で誤ったパスワードび指定された。 


H 145 ホストアクセス制限による接続拒否 [ notice ] 


内容 

(mod_haccess.c.XXX) host %1 access denied (H145) 

%1 

IP アドレス 

意昧 

ホストアクセス制限で接続拒否び行われた。 


H 201 タイムアウトによる切惭 [ warning ] 


内容 

a request for %1 tinned out after writing %d seconds (H201) 

%1 

U クエスト URI 

%d 

360( タイムアウト時間） 

意昧 

HTTP サーバーのタイムアウト （ 360 秒）により切断された。 


■システムのメッセージ 

S 001 システムの起動 [ info ] 


内容 

starting paramd (S001) 

意昧 

パラメーター管理モジュールの起動。 


S 002 システムの設定変更 [ info ] 


内容 

Updated system settings. (S002) 

意味 

再起動なしの設定変更びあった。 
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□グメッセージー覧 


S 010 イベントサービスの起動 [ info ] 


内容 

starting event (S010) 

意昧 

イベント サービスの起動。 


S 011 イベントサービスの停止 [ info ] 


内容 

shutdown event (S011) 

意昧 

イベント サービスの停止。 


S 012 か部デバイスサービスの起動 [ info ] 


内容 

starting extio (S012) 

意昧 

外部デバイス入出カサービスの起動。 


S 013 か部デバイスサービスの停止 [ info ] 


内容 

shutdown extio (S013) 

意昧 

外部デバイス入出カサービスの停止。 


S 014 タイマーサービスの起動 [ info ] 


内容 

starting tinner (S014) 

意昧 

タイマーヴービスの起動。 


S 015 タイマーサービスの停止 [ info ] 


内容 

shutdown tinner (S015) 

意昧 

タイマーサービスの停止。 


S 070 SSL 証明書の変更 [ info ] 


内容 

ssl: succeeded to %1 certificate (S070) 

%1 

作成 （ generate) I インストール (load) | 削除 (delete) | U ストア (restore) 

意味 

記明書の作成/インス I -ール/削除 /U ストアを行った。 

対策 

なし 



議 


S 240 カメラの異ち [ warning ] 


内容 

serviceman call (S240) 

意味 

カメラに異常を検出した。 

巧策 

販売店へ連絡び必要。 


S 306 設定値の保をエラー [ err ] 


内容 

Can't update system settings (S306) 

意昧 

システムで設定値を保をする際にエラーびあった。設定値び保をでさていない。 

巧策 

ユーヴー領域の不要なファイルを削除するなどして領域の確保び必要。 
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S 307 設定値の巧をエラー [ err ] 


内容 

( vbadmin.c XXX ) Can't update system settings ( S 307) 

意味 

設定プロトコルで設定値を保をする際にエラーびあった。設定値び保をでさていない。 

巧策 

ユーヴー領域の不要なファイルを削除するなどして領域の確保び必要。 


S 310 イベントサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work event [%1][%2] [%3] ( S 310) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意昧 

イベントサービス動作中のエラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


S 311 か部乂出カサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work extio [%1][%2] [%3] ( S 311) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意昧 

外部入出カデバイスサービス動作中のエラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


S 312 タイマーサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work tinner [%1][%2] [%3] ( S 312) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意昧 

タイマーサービスの内部エラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


S 410 イベントサービスの初期化エラー [critl 


内容 

event initialization error [%1][%2] ( S 410) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意昧 

イベントサービスの初期化エラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


S 411 か部乂出カサービスの初期化エラー [ crit ] 


内容 

extio initialization error [%1][%2] ( S 411) 

%1 

エラー 番号 

%2 

エラー 原因 

意味 

外部入出カデバイスサービスの初期化 エラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 
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□グメッセージー覧 


S 412 タイマーサービスの初期化エラー [ crit ] 


内容 

tinner initialization error [%1][%2] (S412) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意昧 

タイマーサービスの初期化エラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


S 413 タイマーサービスのランタイムエラー [ crit ] 


内容 

tinner working error [%1] (S413) 

%1 

エラー 番号 

意昧 

タイマーサービス 動作中に エラーび 発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販売店へ連絡び必要。 


S 501 フアン停止巧出 [ alert ] 


VB-M600VE 


内容 

FAN rotation speed is less than 150rpnn. (S501) 

意昧 

カメラ内のファンび停止もしくは回転数び著しく低下している。 

巧策 

販売店へ連絡び必要。 



議 


S 502 温度ヒユーズ切断巧出 [ alert ] 


VB-M600VE 


内容 

Heater unit error. Fuse is cut off. (S502) 

意昧 

ヒーター基板上の温度ヒューズび切断した。 

巧策 

販売店へ連絡び必要。 
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ビューワーメッセージー覧 


インフォメーシヨン領域に表示をれるメッセージ 

ビューワーのインフオメーシヨン領域に表示されるメッセージには、次の3つの分類びあります。 


アイコン 

分類 

説明 


D 


情報メッセージ 

各種ボタン、プルダウンなどのヘルプ用メッセージ、フレームレート情報などを表示し 

ます。 

巧 

警告メッセージ 

カメラの制御権び取得でさない場合や音声セッシヨンび切断された場合など、ユーヴー 

へのを意を促すメッセージを表示します。 


D 


エラーメッセージ 

ビューワー上でシステムエラーび発生した場合に表示されます。 


■情報メッセージ 


メッセージ 

説明 

カメラとの接続び切れました。 

カメラとの接続び切れた 

音声接続び切れました。 

音声セツシヨンび切断されてち、映像セツシヨンび継続している場合（送信 
系、受信系共用） 

制御権を取得しました。 

制御権取得時に表示。カメラの操作び可能 

制御権を失いました。 

制御権解放時に表示。次に制御権を取得するまでカメラの操作不可 


■警告メッセージ 


メッセージ 

説明 

カメラに接続でさませんでした。 

IP アドレスび正しくないなどで接続に失敗した 

ただいま混雑しています。 

接続制限数を超えている 

カメラ制御権を取得でさません。 

管理者ビューワーび占有しているなどの理由で制御権要ホび拒否された 

音声接続でさませんでした。 

音声受信のための接続に失敗した 

カメラに接続していません。 

カメラに接続していないのにカメラ操作しようとした 

カメラ制御権を取得してください。 

カメラ制御権びないのにカメラ操作しようとした 

既に他のユーヴーび管理者接続しています。 

管理者ビューワーび既に接続している 

別ウィンドウのビューワーび既に接続しています。 

別ウィンドウのビューワーび既に接続している 

Cookie び使用でさないかブ□ックされています。 

Cookie び使用でさないかブ□ックされている 

JavaScript び使用できないか無効化されています。 

JavaScript び使用できないか無効化されている 

オーディオデノ（イスびありません。 

PC のオーディオデノ（イスびない場合や無効化されていた場合に 


[音声]ボタンびク U ックされた 

Canon Network Camera Audio Receiver の初期化に 

[音声]ボタンをク U ックしたときに、 ActiveX プラグインびインス!-ールさ 

失敗しました。 

れるのを10秒間待ってもプラグインびインス I -一 J レされない 

ビューワー PTZ 用の映像表示び制限されています。 

カメラ側の設定でビューワー PTZ 用の映像表示び制限されている 
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工場出荷設定に戻ず 


カメラは多様な機能をサポートしている関係上、各機能の設定値はメモしておくことをお勧めします。設定値を忘れてし 
まったなどで、カメラを一から設定し直したい場合には、いったん工場出荷設定に戻してください。 

* 工場出荷の設定値については P . 8-23 を参照してください。 


Web ブラウザーでメンテナンスの 
ページか6初期設定に戻ず 

1 Web ブラウザーを起動し、設定メニューを表示する 

設定メニューを表示させるには、カメラの IP アドレス、 
ユーヴー名、管理用パスワードび必要です （ P . 4-3) 




ま意 

[初期設定に戻す]の実行中は、カメラ 
の電源を絶対に切5ないでください。電 
源を切ると、正常に起動しなくなる場合 
びあります。 

-度 [0 K ] をクリックすると、初期設定 
に戻す処理は中断できません。 


4次の項目 m 外び工場出荷設定に戻る 

カメラの管理者パスワード、最大パケットサイズ、ネッ 
トワーク設定、日付、時刻、タイムゾーン、 SSL 証明 
書、暗号化通信。 


2 各種設定のメニューぺージ上で[メンテナンス]をク 
リックする 

メンテナンスのページび表示されます。 



本はリセットスイッチか6工場出荷設 
定に戻ず 


カメラの IP アドレスや管理用パスワードび不明であった 
り忘れてしまった場合は、ネットワーク経由での操作びで 
さません。この場合は、カメラの U セットスイッチを押し 
よ9 〇 


[初期設定に戻す]の[実行]をクリックする 

初期設定に戻してもよいかどうかの確認を求めるメッ 
セージび表示されます。初期設定に戻してちよい場合 
は [ OK ] をク U ックします。 

Web ぺージ からのゾ ツセージ 


初期設定に房しますか？ 


OK i キでンたル 


1 VB - M 600 D / VB - M 600 VE の場合はドームケースを外 
す 

ドームケースの外しかたについては、 『 VB - M 600 D / 
VB - M 600 VE 設置ガイド』を参照してください。 

2 カメラの電源を切る 

カメラには電源スイッチびありません。 LAN ケーブル 
( PoE 給電）、 AC アダプターや外部電源の電源プラグ 
を抜さ差しすることで、電源の入/切をします。 

3リセットスイッチを押したまま電源を入れ、 5 秒上 
押し続ける 

U セットスイッチは穴の奥にあります。ク U ップの先 
端など、細いちので押してください。 

カメラの曰付と時刻 Lil 外の全設定び工場出荷設定に戻 
ります。 








































圏重要 

IJ セットスイッチを押して初期化すると、カメラの IP アドレス、 
ヴブネットマスク、デフオルトゲートウェイアドレスなどネッ 
トワークに関連した設定値ち工場出荷設定に戻るため、接続し 
ていた PC から操作びでさなくなります。カメラの初期設定時、 
PC にインス!-ールされた 「 VB 初期設定ツール」で、ご使用の 
環境に適合した IP アドレスを設定してください （ P . 2-5 「カメ 
ラの初期設定をする」参照)。 


4 VB-M600D/VB-M600VE の場合はドームケースを取 
り付ける 

ドームケースの取り付けかたについては、 

『 VB - M 600 D / VB - M 600 VE 設置ガイド』を参照してく 
ださい。 


[yB-M700F I 



み B-M600DI 



VB-M600VE 
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工場出荷設定一覧 


工場出荷の設定値です。設定を変更した際は、必ず設定値をメモしておいて<ださい。 


項目 

設定値 

設定値1 

(年月曰） 

設定値2 

(年ち曰） 

. ユーヴ名（管理者 ID ) 

root 



• 管理用パスワード 

camera 



• 設定ページのパス 

admin 



• LAN 




LAN インターフェイス 

才ート 



最大パケットサイズ 

1500 



• IPv 4 




IPv 4 アドレス設定ち式 

マニュアル設定 



IPv 4 アドレス 

192.168 .100.1 



ヴブネットマスク 

IPv 4 デフオルトゲートウェイアドレス 

255.255 .255.0 



• IPv 6 




IPv 6 の使用 

使用する 



白重力設定 

有効 



IPv 6 アドレス（手動設定） 

プレフィックス長 

IPv 6 デフオルトゲートウェイアドレス 

IPv 6 アドレス（自動設定） 

64 



• DNS 




ネームサーバーアドレス 1 

ネームサーバーアドレス 2 

ホスト名 

ホスト名の DDNS 登録 

登録しない 



• SNMP 




SNMP の使用 

使用しない 



コミュニティ名 

管理者連絡先 

public 



管理用の機器名称 

( VB - M 700 F ] 

VB - M 700 




[ VB - M 600 D ] の。, 福 •の d 




VB - M 600 



設置場所 




• 現在の曰付と時刻 

• 設定 




設定ち法 

手動で設定する 



NTP ヴーバー 

タイムゾーン 

( GMT +09:00) 大阪、 

札幌、東京 
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項目 

設定値 

設定値1 

設定値2 

(年月曰） 

(年ち曰） 

• カメラ名 




カメラ名（半角英数字） 

カメラ名（曰本語） 

Camera 



• 起動時設定 




AE モード 

才ート 



ス□—シャッター 

使用しない 



シャッタースピード 

1/100 



露出補正 

0 



測光ち式 

中央部重点 



スマートシエード補正 

使用しない 



ホワイトバランス 

才 一 h 



R ゲイン 

255 



B ゲイン 

255 



• デイナイト 




モード 

マニュアル 



切り換える明るさ 

標準 



応答性（秒） 

20 



• 設置乗件 ( VB - M 700 F ] 

LED の点灯 

• 外部入カデバイス1 

点なする 



デバイス名（半角英数字） 

デバイス名（日本語） 




• 外部入カデバイス2 




デバイス名（半角英数字） 

デバイス名（曰本語） 




• 外部出カデバイス1 




デバイス名（半角英数字） 

デバイス名（日本語） 




• 外部出カデバイス2 




デバイス名（半角英数字） 

デバイス名（曰本語） 





8-24 










工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

設定値1 

(年月曰） 

設定値2 

(年ち曰） 

• 起動時設定 




インテリジェント機能情報 

付加しない 



• JPEG 




映像品質: 160 x 1 20 

3 



映像品質: 320 x 240 

3 



映像品質: 640 x 480 

3 



映像品質:1280 X 960 

3 



映像サイズ:映像送信 

320 x 240 



最大フレームレート:映像送信 

30.0 



映像サイズ:アップ□ー ド 

320 x 240 



• H .264 




ビットレー h 制御 

ビットレート制御する 



映像品質 

3 



目標ビットレート ( kbps ) 

1024 



映像サイズ 

320 x 240 



フレームレート ( fps ) 

30 



• オンスク IJ ーン表示 




曰付表示 

表示しない 



曰付表示位置 

左上 



曰付表术フォーマット 

YYYY / MM/DD 



時刻表示 

表术しない 



時刻表示位置 

左上 



テキスト表示 

表示しない 



テキスト表示位置 

左上 



テキスト文字列 




文字の色 

黒 



輪郭の色 

白 



文字と輪郭の濃さ 

文字と輪郭を塗りつぶす 
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項目 


設定値 


設定値1 

(年月曰） 


設定値2 

(年月曰） 


• アップ□ード全般 

アップ□ー ドの動作 アップ□ー ド無効 

• HTTP アップ□-ド 

通報内容 HTTP で通知のみ行う 

URI 

ューヴー名 
パスワード 
プ□キシ サーバー 

プ□キシポート番号 80 

プ□キシューヴー名 
プ□キシパスワード 
パラメーター (query string ) 

• FTP ァップ□-ド 

通報内容 映像を FTP する 

FTP ヴーバ ー 
ューヴー名 
パスワード 

PASV モード 使用する 

ファイルアップ□ードパス 

ファイル名記録ち式 年月曰時分秒 ms 

作成サブディレクト IJ 名 
作成ファイル名 
最大ループ数 

• メール通報 

通報内容 テキストのみ 

メールサーバー 

メールポート番号 25 

差出人メールアドレス ( From ) 

宛先メールアドレス ( To ) 

メール認証ち式 なし 

ューヴー名 
パスワード 
POP ヴーバ ー 
表題 
本文 


image.jpg 

0 




工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

設定値1 

(年月曰） 

設定値2 

(年ち曰） 

• 映像サーバー 




最大クライアント数 

30 



最大制御権待ち数 

30 



最大接続時間（秒） 

0 



カメラ制御時間（秒） 

20 



• オーディオサーバー 




カメラからの音声送信 

送信しない 



入力音量 

50 



無音検出 

検出しない 



ビューワーからの音声受信 

受信しない 



出力音量 

50 



エコーキャンセラー 

使用しない 



音声入カモード 

ライン-イン 



• HTTP ヴーバー 




認証ち式 

Basic 認証 



HTTP ポート番号 

80 



HTTPS ポートき号 

443 



Web ページのグ□ーバルアドレス 

IPv 4 アドレス 



IPv 4 アドレス 




(Web ぺージのグ□-バルアドレス） 




ポー h 番号 




(Web ぺージのグ□-バルアドレス） 




• 映像バッファ 




フレームレート 

1 



イベント前バッファ（枚数） 

0 



イベント後バッファ（枚数） 

0 



• 音量検知 




音量検知イベント 

使用しない 



検知条件 

基準音量レベル ULb 



基準音量レベル 

50 



検知条件の継続時間（秒） 

0 



ON イベント時の動作 

無効 



OFF イベント時の動作 

無効 



ァップ□-ド 

実行しない 



メール通報 

実行しない 



• 外部デバイス入力 




外部デバイス入カイベント 

使用する 



• 外部デバイス入力1 




入力の入/切の反転 

反転しない 



ON イベント時の動作 

無効 



OFF イベント時の動作 

無効 



ァップ□-ド 

実行しない 



メール通報 

実行しない 



ON イベント時の音声再生 

再生しない 



OFF イベント時の音声再生 

再生しない 



再生音 




音量 

50 
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工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

設定値1 

(年月曰） 

設定値 2 

(年ち曰） 

• 登録ユーヴーアカウント 





ユーヴー名 





パスワード 





ユーヴー IJ スト 





• ユーヴー権限 





登録ユーヴー 





特権カメラ制御 

チェックあ0 



一般カメラ制御 

チェックあ0 



映像配信 

チェックあ0 



音声配信 

チェックあ0 



一般ユーヴー 





一般カメラ制御 

チェックあ0 



映像配信 

チェックあ0 



音声配信 

チェックあ0 



• IPv 4 ホストアクセス制限 





ホストアクセス制限の適用 

適用しない 



デフオルトポ U シー 

アクセスを許可する 



ネットワークアドレス/サブネット 

01 

/ 32許可 




02 

/ 32許可 




03 

/ 32許可 




04 

/ 32許可 




05 

/ 32許可 




06 

/ 32許可 




07 

/ 32許可 




08 

/ 32許可 




09 

/ 32許可 




10 

/ 32許可 




11 

/ 32許可 




12 

/ 32許可 




13 

/ 32許可 




14 

/ 32許可 




15 

/ 32許可 




16 

/ 32許可 




17 

/ 32許可 




18 

/ 32許可 




19 

/ 32許可 




20 

/ 32許可 











項目 

設定値 

設定値1 

(年月曰） 

設定値2 

(年月曰） 

• IPv 6 ホストアクセス制限 





ホストアクセス制限の適用 

適用しない 



デフオルトポリシー 

アクセスを許可する 



プレフイツクス/プレフイツクス長 

01 

/128許可 




02 

/128許可 




03 

/128許可 




04 

/128許可 




05 

/128許可 




06 

/128許可 




07 

/128許可 




08 

/128許可 




09 

/128許可 




10 

/128許可 




11 

/128許可 




12 

/128許可 




13 

/128許可 




14 

/128許可 




15 

/128許可 




16 

/128許可 




17 

/128許可 




18 

/128許可 




19 

/128許可 




20 

/128許可 
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工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

設定値 1 

(年月曰） 

設定値 2 

(年ち曰） 

• IPsec 設定方■法 




IPsec 設定方■法 

自動鍵交換 



• 自動鍵交換の設定 




IPsec SA 暗号化アルづ U ズム 

AES ->3 DES 



IPsec SA 認証アルゴ U ズム 

HMAC _ SHA 1_96 



IPsec SA 有効期間（分） 

480 



ISAKMP SA 暗号化アルゴ IJ ズム 

AES ->3 DES 



に AKMP SA 認証アル 3' iJ ズム 

SHA 1 



DH グループ 

グループ2 



に AKMP SA 有効期間（分） 

480 



• IPsec セット1 




IPsec セットの使用 

使用しない 



IPsec 動作モード 

トンネルモード 



接続先 IPv 4 アドレス 




接続先 IPv 6 アドレス 




送信元 IPv 4 アドレス 




送信元 IPv 6 アドレス 




1ド50〇プロトコル 

ESP 



セキュ U ティゲートウェイの IPv 4 アドレス 




セキュ IJ ティゲートウェイの IPv 6 アドレス 




接続先のサブネットマスク長 

16 



接続先のプレフィックス長 

16 



IKE 事前共有鍵 




SA ESP 暗号化アルゴ U ズム 

AES 



SA ESP 認証アル3 IJ ズム 

HMAC _ SHA 1_96 



SA ESP 暗号鍵（送信） 




SA ESP 認証鍵（送信） 




SA ESP SPI (送信） 




SA ESP 暗号鍵（受信） 




SA ESP 認証鍵（受信） 




SA ESP SPI (受信） 




SA AH 認証アルゴ U ズム 

HMAC _ SHA 1_96 



SA AH 認証鍵（送信） 




SA AH SPI (送信） 




SA AH 認証鍵（受信） 




SA AH SPI (受信） 











項目 

設定値 

設定値 1 

設定値2 

(年月曰） 

(年月曰） 

• IPsec セット2 




IPsec セットの使用 

使用しない 



IPsec 動作モード 

接続先 IPv 4 アドレス 

接続先 IPv 6 アドレス 

送信元 IPv 4 アドレス 

送信元 IPv 6 アドレス 

トンネルモード 



1ド560プロトコル 

ESP 



セキュリティゲートウェイの IPv 4 アドレス 

セキュ U ティゲートウェイの IPv 6 アドレス 

接続先のサブネットマスク長 

16 



接続先のプレフィックス長 

16 



IKE 事前共有鍵 

SA ESP 暗号化アルゴ IJ ズム 

AES 



SA ESP 認証アル3リズム 

HMAC _ SHA 1_96 



SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESPSPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

SA ESPSPI (受信） 

SA AH 認証アル HU ズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC _ SHA 1_96 



• IPsec セット3 




IPsec セットの使用 

使用しない 



IPsec 動作モード 

接続先 IPv 4 アドレス 

接続先 IPv 6 アドレス 

送信元 IPv 4 アドレス 

送信元 IPv 6 アドレス 

トンネルモード 



1ド560プロトコル 

セキュ IJ ティゲートウェイの IPv 4 アドレス 

セキュ IJ ティゲートウェイの IPv 6 アドレス 

ESP 



接続先のサブネットマスク長 

16 



接続先のプレフィックス長 

16 



IKE 事前共有鍵 

SA ESP 暗号化アルづ U ズム 

AES 



SA ESP 認証アル： d ' lJ ズム 

HMAC _ SHA 1_96 



SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESPSPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

SA ESPSPI (受信） 

SA AH 認証アルゴ U ズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC _ SHA 1_96 
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工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

設定値 1 

設定値2 

(年月曰） 

(年ち曰） 

• IPsec セット4 




IPsec セットの使用 

使用しない 



IPsec 動作モード 

接続先 IPv 4 アドレス 

接続先 IPv 6 アドレス 

送信元 IPv 4 アドレス 

送信元 IPv 6 アドレス 

トンネルモード 



1ド50〇プロトコル 

ESP 



セキュ IJ ティゲートウェイの IPv 4 アドレス 

セキュ IJ ティゲートウェイの IPv 6 アドレス 

接続先のサブネットマスク長 

16 



接続先のプレフィックス長 

16 



IKE 事前共有鍵 

SA ESP 暗号化アルゴ IJ ズム 

AES 



SA ESP 認証アル3 IJ ズム 

HMAC _ SHA 1_96 



SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

SA ESP SPI (受信） 

SA AH 認証アルゴ IJ ズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC _ SHA 1_96 



• IPsec セット5 




IPsec セットの使用 

使用しない 



IPsec 動作モード 

接続先 IPv 4 アドレス 

接続先 IPv 6 アドレス 

送信元 IPv 4 アドレス 

送信元 IPv 6 アドレス 

トンネルモード 



1ド50〇プ〇トコル 

セキュ IJ ティゲートウェイの IPv 4 アドレス 

セキュ IJ ティゲートウェイの IPv 6 アドレス 

ESP 



接続先のサブネットマスク長 

16 



接続先のプレフィックス長 

16 



IKE 事前共有鍵 

SA ESP 暗号化アルゴ IJ ズム 

AES 



SA ESP 認証アル3 IJ ズム 

HMAC _ SHA 1_96 



SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

SA ESP SPI (受信） 

SA AH 認証アルゴ IJ ズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC _ SHA 1_96 
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巳 asic 認証 .5-18 


N 

NTP サーバー .5-8 
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PoE 給電 .8-21 


D 


R 


DHCP .2-5, 5-5 

Digest 認証 .5-18 

DNS.5-6 

F 

FTP .5-15, 8-2 

FTP アップ□-ド .5-15 

H 

H.264 .1-6, 5-12 

HTTPS ポート番号 .5-18 

HTTP アップ□-ド .5-14 

HTTP ヴーバー .5-18 

HTTP ポート番号 .5-18 


RM-Lite .1-6 

s 

SD 力ードの情報 .5-30 

SD カードの操作 .5-29 

SD メモ U — カード .5-29, 8-2 

SD メモ U —カード挿入状態アイコン .7-5 

SNMP .5-7 

SSL/TLS .5-27 

SSL/TLS 証明書 .5-27 

V 

V 巳初期設定ツール .2-4 

V 巳ビューワー .7-6 


IPsec . 

IPv4 . 

IPv4 アドレス . 

IPv4 ホストアクセス制限 

IPv6 . 

IPv6 ホストアクセス制限 
IP アドレス . 


.5-24 

. 5-5, 5-31 

. 5-5, 5-18 

.5-22 

. 5-6, 5-31 

.5-23 

5-5, 5-18,5-31 


J 

JPEG .5-12 

L 

LAN .5-5 

LAN インターフエース .5-5 

LED .5-11 


ア 

アクセス制御 .5-22 

アップ□-ド .5-14 

暗号化通信 .5-28 

暗視機能 .7-14 

アンマウント .5-29 


いたずら検知 .6-15 

一般カメラ制御 .5-22, 7-2 

一般ユーヴー .7-3 

イベント . 5-19, 6-13 

イベント表示 .7-15 

イベント□グ .5-32 

インス!ル .2-4 

インテリジェント機能設定ツール .6-8 

インフオメーシヨン領域 . 7-5, 7-6 
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. 5-10, 7-13 

. 6-8, 6-14 

5-19, 6-12,6-14 
.6-13 

映像バッファ .5-19 

映像品質 .5-12 

映像保を .5-30 J 


映像管理情報 .5-29 ゲイン.. 

映像ヴーバー .5-17 検知種別 

映像サイズ . 5-12, 7-5, 7-6 検知条件 

映像配信 .5-22, 7-2 検知領域 


- il — i —干ヤタセつ 一 .5-1/ 

才 

才ーディオヴーバー .5-1 7 

オー トフ オー カス .7-12 


工場出荷設定 .8-21 

設定一覧 .8-23 

戻す .8-21 


ヴ 


を去り検知 .6-14 

オンスク U —ン表示 .5-13 

音声 .5-17 

受信する .7-9 

出力音量 .5-17 

送信する .5-17 

入力音量 .5-17 

音声配信 . 5-22, 7-2 

音量検知 . 5-19, 7-15 


ヴー ) \ — .5-1 / 

再起動 .5-31 

再起動項目 .5-31 

再生音ファイル登録 .5-21 

再接続 .7-9 

最大パケットサイズ .5-5 

最大フレームレート .5-12 

サブネットマスク .5-5 


力 

外部デバイス出力 .7-15 

外部デバイス入力 

設定する .5-20 

表示する .7-15 

外部デバイス名 .5-11 

カメラアングル設定ツール .2-4, 3-1 

カメラからの音声送信 .5-17 

カメラ指定ファイル .3-9 

カメラ制御権 .7-2 

カメラ制御権表示領域 .7-6 

カメラ名 .5-9 

管理者 .7-3 

管理者パスワード .5-5 

管理者ビューワー .7-5,7-10 

管理ツール .6-2 

キ 

基準音量レベル .5-19 

起動時設定 .5-12 

逆光補正 . 7-5, 7-6 

ク 

グ□ーバルアドレス .5-18 


シ 

時刻 .5-8 

自己証明書 .5-27 

自動鍵交換 .5-24 

絞り .7-13 

シャッタースピード .5-9,7-13 

修飾テ .8-4 

証明書の管理 .5-27 

証明書の登録 .4-4 

初期設定 . 2-5, 8-21 

初期設定に戻す .5-32 

ス 

ズーム .3-7 

スナップショット .7-8 

スマートシエード補正 . 5-10, 7-12 

ス□—シヤツター .5-9 

セ 

制御権 .7-6 

赤外線カットフィルター .7-14 

設置ガイド . viii 

設置条件 .5-11 

言又定メニュー .5-2 

セットアップ CD-ROM . viii 

全画面表示 .7-8 
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測光ち式 . 5-9, 7-13 

夕 

タイマー .5-20 

タイムゾーン .5-8 


ビューヮー 

RM 丄 ite ビューワー .1-6 

V 巳ビューワー .7-6 

管理者ビューワー . 7-5, 7-10 

ビューヮ ー PTZ .7-10 

ビューワーからの音声受信 .5-17 

表示画面サイズ .7-7 


チ 

チルト .3-6 

デイナイト .5-10 

デイモード .5-10, 7-14 

デバイス名 .5-11 

デフオルトゲートウェイアドレス .5-6 


動体検知 .6-14 

登録ユーヴー .5-22,7-3 

特権カメラ制御 .5-22,7-2 

トップぺージ .4-2 

トラブルシューティング .8-6 



ナイトモード 


入力の入/切の反転 

口,之己止ノ b ェ C . 


5-10, 7-14 


5-20 

5-18 


ネ 

ネームサーバーアドレス .5-6 

ネットワークアドレス/サブネット .5-23 

ネットワーク設定 .5-5 

7V 

パスワード . 2-5, 4-3 

パラメーター .5-15,8-4 

パン .3-6 

ヒ 

日付 .5-8 

日付と時刻 .5-8 

ビットレート制御 .5-12 


フ 

フィルタ U ング .6-18 

フオーカス . 3-7, 7-12 

フォーマット .5-29 

プライバシーマスク設定ツール .6-4 

フレームレート .5-12 

プレフィツクス .5-23 

ホ 

ホストアクセス制限 .5-22, 5-23 

ホワイトバランス .5-10, 7-14 



7 

マイク .5-17 

マウント .5-29 

ム 

無音検出 .5-17 

メ 

メール通報 .5-16 

メッセージ 

エラーメッセージ .8-20 

警告メッセージ .8-20 

情報メッセージ .8-20 

メモ U —カード .5-29 

メンテナンス .5-32 


モ 

目標ビットレート .5-12 

持ち去り検知 .6-15 

a 

ユーヴーアカウント .5-22 

ユーヴー権限 .5-22, 7-2 

ユーヴー認証 . 4-3, 7-0 

ユーヴー名 . 2-5, 4-3 
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□ーテーシ ヨン .. 
□グ . 

検索する ..... 

コピーする .. 
選別して表示 

保をする ..... 

□グコード . 

□グビューワー 

閲覧する ..... 
検索する ..... 

選別して表示 
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露出 . 

露出補正 . 
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お問い合せ巧 


製品に関するお問い合せは、お客様相談センターをご利用ください。 

^夺ヤノンお客様相談センタ- 

ネットワークカメラ/モニタリング機器 

面 050-555-90074 

く平日 >9:00〜12:00/13:00〜17:00 ( ± •曰-祝日及び年末年始弊社休業日は休ませていただきます） 


•上記番号をご利用いただけないかたは靑 043-21 1 -9622 をご利用ください。 

• IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってはつなびらない場合びあります。 
•受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


補修用性能部品について 

保守サービスのために必要な補修用性能部品の最低保有期間は、製品の製造打ち切り後7年間です。 
(補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 


キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
干 108-801 1東京都港区港南 2-16-6 CANON S tower 


YT1-5604-001 


© CANON INC. 2011 









